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　身体からだが吹っ飛ばされているということは、感覚的に理解している。なぜとか、どうしてとかを考える前に、相あい川かわ虎とら司じは頭から落ちていく自分の肉体を器用に回転させた。目を見開いて自分を吹き飛ばした加害者を見ようとした虎司は、靴の先に触れたのが硬い地面ではなく、水面であることに気が付くのが遅れた。

　空気を十分に吸い込む暇もなく、彼の身体は池の中へと落ちていく。ざぱん、という音を聞いた直後に、耳の中に水が入ってきた。耳に水が入るなど、どうということでもないはずなのに、この時だけは気持ちが悪くてたまらなかった。耳だけではない、全身にまとわりついてくる、泥と藻もで濁にごった冷たい水。本当なら、こんな池は嫌いではないはずなのに。

（……面おも白しろくねえ）
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　視界に容よう赦しやなく入ってくる水が、聴ちよう覚かくを刺激する血が流れる音が、気に触さわる。何もかもが気にいらない。腹が立ってしかたがない。

　口の隙すき間まから、わずかな気泡を吐き出す。まだ苦しくはないが、いつまでもこんな池の中に沈んでいる理由などどこにもない。浮き上がって、自分の食事を邪じや魔まして池に突き落とした奴やつを殺してやらなければならない。

　あいつだ。よく見えなかったし気け配はいも匂においもろくに感じられなかった。だが、あいつはあいつなのだ。鬼おに斬ぎりとかいうモノに憑つかれ、八や牧まきを殺し、そして自分と自分の仲間たちが殺さなければならない、かつては人で今は人ではない生き物。

　腹の底でぐるぐると回っていた何かが、頭の方へと巡めぐってくる。水の冷たさも薄うすれるほどに、身体からだの中が熱くなる。




　あいつのせいで、俺おれは、安あん藤どうを喰くえなかった。




　もう駄だ目めだ。興こう奮ふんしていたせいで、人の皮を少し破ってしまった。牙きばも爪つめも毛も、見られてしまった。人間ではないことが、ばれてしまった。安藤は、今までのように自分には接してくれないだろう。もう、自分を見ても「おはよう、相あい川かわくん」と言うことは決してない。安藤の弁当のおかずを横取りして、代わりに鯖さば寿ず司しについている生しよう姜がを押し付けることもできない。それ以前に、学校へ行くこともできなくなる。

　……ああ。

　なんだ、と思った。もうばれてしまったのだから、遠えん慮りよ会え釈しやくなく安藤を喰ってしまえるではないか！　俺おれを見て、怯おびえて逃げるあいつに背後から襲おそい掛かって、そして。

　中途半端に人の皮を破って生はえてきた、水を含んで重くなった毛が逆立つ。安藤のことを考えている場合ではないのだ、今は。安藤を食べる前に、もうすっかり駄だ目めになってしまった人間ではない人間を殺さなければいけない。あいつは不味まずそうだから、殺すだけだ。あいつを殺した後に、安藤を喰ってしまおう。それがいい。

　それがいい、と虎とら司じは心底思う。本当に、心から、そう思っている。安藤の皮も肉も血も骨も、この腹の中に収めてやりたいと、渇かつ望ぼうしている。そして、腹に収めていく過程を想像すると、歯の根が合わなくなるほど興こう奮ふんしてくる。







　でも、嫌いやだ。嫌なのだ。腹に収めていく過程を想像するのは確かに楽しいし、興奮する。だが、そうなったら、安藤は死んでしまう。自分が殺してしまう。骨も肉も毛もすべて喰ってしまえば、あれが死んだ姿を想像しなくてすむはずなのに。あれを喰うのはとても楽しいはずなのに、あれが死ぬのは、嫌なのだ。







　腹が立ってきた。安藤を喰うと、覚悟を決めたはずなのに、こうして水の中に沈んでまた喰うことにうじうじと悩み始めている自分が。

　舐なめて、ほんの少し嚙かんだ安あん藤どうの首。軽く突き立てた牙きばは、皮を突き破って彼女の血に触れた。温かい、血と肉。……自分が初めて食べた人間は、もう冷たくなっていて、死にかけていた。全然美味うまくなかった。

　それに比べて、安藤の味ときたら！

　温かく、ぬるりとしていて、虎とら司じの大好きな鉄の味に混じって、何かとても気持ちのいい味がするのだ。

　美味いと、感じてしまった、あの血を。心地良いと、感じてしまった、牙の先端を包み込んできた肉を。

（……しっかりしやがれ、俺おれ）

　これから戦わなければならないのに、安藤のことばかり考えてしまう自分に虎司はあきれた。ここしばらく、安藤を喰うか喰わないか、喰うとしたらどうやって喰うか、それしか考えていなかった。もしかしたら、八や牧まきの敵かたき討うちよりも安藤のことを考えていた時間の方が多かったかもしれない。

　頭を切り替えろ。今は飯めしのことを考えている場合じゃない。喰うことじゃなくて殺すことを考えろ。八牧を殺した奴やつを殺して、その後に安藤を喰えばいい。安藤が逃げたら、それはそれでいいじゃないか。追いかけて、追い詰めて、ゆっくりと喰えばいい。

（安藤……）

　一度目を閉じ、ざわつく血と逆立っている毛を落ち着かせる。何も見えない闇やみの中、皮ひ膚ふに触れる水の冷たさと、聴ちよう覚かくに届く血流の音に、神経を集中させる。ごうごうと、自分にだけ聞こえる音。その不快であったはずの音を、自分の一部として認にん識しきさせる。ここが陸なら空気の一つも吸い込むところだが、さすがに水のなかではそうはいかない。

　水の中はそう嫌いじゃねえが、やっぱり土の上がいいよな。

　閉じた目を、ゆっくりと開けた。見えるものは先ほどと何一つ変わらない。だが、それらに腹の立つ理由はなくなっていた。

　自分が怒りを向けなければならないものは、ここにはいない。虎司は水を蹴けると、ゆっくりと水面へと上昇していった。

　人として被かぶっていた皮が、水の中で静かに裂けていく。皮の上に纏まとっていた服もまた、少しずつ破れていく。靴くつ紐ひもが弾はじけ、靴そのものが大きく割れる。

　どうということはない。人の皮は、人になりすますために被っているもの。人の皮を脱ぬいで元の姿に戻る。それは当然のことだ。破れた人の皮が、いつもの黒い毛皮へと戻っていく。窮きゆう屈くつな人の皮。この皮を脱ぐことは、虎司にとってはひどく心地よいことのはずだった。

　どこか窮屈なこの皮を被って人の世界に入いり浸びたることを虎司はとても好きだったが、この皮を脱ぎ捨てる瞬しゆん間かんの解放感のほうが遥はるかに大きかった。

　それなのに、まだはりついている人の皮がどこか名残なごり惜しかった。何度も被って、何度も破ってきた人の皮。この人の皮を完全に捨てることに、虎とら司じはどこか躊躇ためらう。その理由を深く考える前に、頭が水面へと浮かび出た。

　鼻はなっ面つらが外気に触れる。空気を吸い込もうとして、鼻先から垂たれる水もついでに吸い込んでしまった。ふん、と鼻息を荒く吐き出して、入り込んできた水を散らす。

　そして、前方を見る。

　夕ゆう闇やみが周囲を支配しようとしているなか、公園内の街灯が点ついていて薄うす暗ぐらい中に〝奴やつ〟の姿を映し出していた。




　全身が、震ふるえた。

　垂れている毛先の一本一本が、びりびりと震えてくる。どんな〝人間〟からも感じたことのない、異様なまでの威圧感。

　そう、威圧される。恐怖ではない。あれに立ち向かうことに恐れなどない。むしろ望むところのはず。

　恐怖ではないとしたら、この震えはいったいどこからやってくるのか。

（……まあ、いいや）

　面めん倒どうくさいことを考えるのは、後でもいい。虎司はゆっくりと水を搔かき、岸へと向かって泳ぎ出す。

〝奴〟の後ろのほうに安あん藤どうがいるのは見えたが、労せず意識の中から彼女の存在を無視することができた。飯めしのことを考えながら、戦えそうな敵ではない。真剣に何かと戦った経験の少ない虎司にさえ、それは理解できる。

　だから虎司は、安藤がどんな表情を浮かべて自分を見ているのか知らなかった。安藤が自分をどう思おうと、どうでもいい。

　……どうせ、俺おれのことを化け物だとか思っていやがるんだろうな。

　それが当たり前。人間とアヤカシの関係などそんなもの。人にとって、アヤカシはただの異い形ぎようの怪物であり、アヤカシにとって人は、数を頼りに声高に縄なわ張ばりを主張する矮わい小しような生き物であり、食材でしかない。

（……大将、やっぱりあんたが正しかったんだろうな……）







　自分が見ているものは何なんだろう。安藤希のぞみは、必死に今の状況を把握しようとしていた。虎司が、何か唐とう突とつにおかしなことを言い出したのはわかる。




「お前のこと、喰くわせてくれねえ？」




　その場の雰囲気に流されて、反射的に「うん」と答えてしまったあの言葉。それがいったい何を意味するのか。頭がぐらぐらしているうちに、虎とら司じが首を舐なめてきた。ざらついた、まるで猫のような舌。舌だけではない、なぜか毛がふさふさしてて、瞳ひとみがまんまるで、虎司が大きな猫のように見えてしまった。

　だが、首がちくりと痛んだかと思った瞬しゆん間かん、虎司の姿は消えてしまっていた。そして、何かが池に落ちる大きな水音と共に、安あん藤どうが慌てて周囲を見渡すと。

　そこに、奇妙な人がいた。

　大きな人だった。百八十センチ以上はゆうにある大男だ。ワイシャツにネクタイ姿の格好は、それだけ見ればただの会社帰りのサラリーマンだと、安藤も思えたかもしれない。しかし、何か雰囲気が違うような気がする。

　安藤の位置からは彼の横顔が見える。どこかで見たような気もする。一度は会ったような気がするのだが、思い出せない。ただ、左ひだり頰ほおに走るひきつれた傷跡がよく目立つ人だった。

　安藤が彼のことを『奇妙』と感じたのは、別にその左頰の傷ではない。安藤からはよくは見えない右手の辺りだった。何か紐ひものように長いものをぶら下げているのだが、それがぴくぴく動いているように見えるのだ。右腕そのものはまったく動いていないのに、その紐は風にそよいでいるでもなく、不自然に動いているように安藤には見えた。

　ぼんやりその男を見ていると、彼が池の方に向かって歩き出した。しっかりした足取りのはずなのに、何かがおかしい。よく知らない人をじろじろ見るのはいけないことだ。いつもならそんなことを考えて目を伏せる自分のはずなのに、なぜかその男から目を離してはいけないような気がした。

　視線を上半身から下半身に移動させる。ごくごく普通のズボンと靴くつを履はいている…ように見えるのだが、やはり何かが違う。ズボンの裾すその隙すき間まから、何かが出てきて蠢うごめいているのだ。まるで大量の蚯蚓みみずが這はい回っているようなその足先に、安藤は身み震ぶるいする。

　蚯蚓にしては長く、蛇へびにしては短いそのうじゃうじゃとした茶色っぽいモノは、男の足首から地面に向かって伸びていた。先端を土先に埋め、男が前進しようと足を上げるたびにぷちぷちとあっけなく千ち切ぎれ、足を地面に置くたびにまたそれが繰くり返される。

　何なんだろう、この人は。

　おかしい。当たり前のような感想を安藤が心に浮かべた時、男の足が止まった。それと同時に、池のほうで小さな音がする。

　その方を見た安藤は、あれは何という生き物だろう、と思った。まだ見たことはないが、あれが獺かわうそというものなのか。しかしこの池に、あんな大きな生物が棲すんでいるなんて聞いたこともない。あれが草食でも肉食でも、餌えさが大変ではないか。どこかぼーっとした頭で、安藤はその獣けものを見ていた。

　頭だけで全身がまだ池の中に浸つかっているからよくわからないが、毛の長い黒猫のように見える。しかし猫にしては頭が人間より大きいし、だいたい猫は泳げないだろう。猫は、耳に水が入ったら死んでしまうらしいし……いや、それは兎うさぎのことだっただろうか？

　あやふやな記き憶おくを整理しようと思ったが、その大きな猫の瞳ひとみを見た瞬しゆん間かん、安あん藤どうはなぜか虎とら司じとその猫の面おも影かげが重なる。

　まるで、あの猫が虎司のように見えてしまった。

（……何を、考えているの）

　あの大きな猫が、虎司のはずではないではないか。

　当たり前だ。あの生き物は、虎司とは似ても似つかない。黒く長い毛の先から水を滴したたらせ、首だけ水面から出して岸に向かってやってくるその生き物は、とても人間には見えない。獣けものそのものだ。

　……そうだ、虎司はどこに行ってしまったのだろう。何だかよくわからないうちにいなくなってしまった。池に何かが落ちた音がした時、その中に虎司が見えたような気もするが、自分と一いつ緒しよにベンチに座っていた彼が、なぜ池に落ちなければならないのか。それに池は遠いというわけではないが、それなりに離れている。ここから、何をどう間違ったら池に落ちることができるのだろう。

　わからない。色々と考えなければならないことが多すぎて、何から考えればいいのかわからない。何かを考えて、何かをしなければならないような気がするのだ。だがそれなのに、身体からだも思考も何だかうまく働いてくれない。

　そして安藤の混乱は、その巨大な猫が池から出てきた時に最高潮に達した。

　柵さくに指を掛けて──その生き物にはどこか不ぶ格かつ好こうではあるが五本の指があって、指の先端には爪つめがあるように見えた。みし、という小さな音がして、柵が壊こわれてしまいそうな気がしたが、柵が壊れる前に猫は軽快な動作で池から飛び出してくる。

　猫は、猫ではなかった。顔だけが猫のように見えるおかしな生き物だった。

　大きい黒猫だ。それが、まるで人間みたいに二本足で立っている。背の高い自分よりも大きなその猫は、やはり猫らしく猫背で前傾姿勢をとっている。目の前に立っている男に、喧けん嘩かを挑もうとしている猫のように見えた。

　凶きよう暴ぼうそうな面つら構がまえの猫である。細められた鋭するどい目つきに、口から大きく飛び出した牙きばのような歯、鼻の頭や狭い額に皺しわが寄って威い嚇かくしている。猛もう獣じゆうといっても何ら遜そん色しよくはない。その猫の顔をじっと見ていた安藤は、そこで初めて猫の毛色が黒単色ではないことに気が付いた。確かに黒いのだが、よく見ると地である黒と薄うすい黒で、縞しま模も様ようを形成している。その水を滴したたらせている顔を見て、安藤は虎のような猫だと思った。

　ここまで考えて、やっと安藤はあれが猫のような生き物ではなく虎のような生き物であると認識を改めた。あれが猫ではなく虎なら、猛獣めいた面構えもその大きさも納得できるというものだ。

　……違う、そうではない。あれは虎とらでもない。虎だって二本足で立ったりしないし、いきなり池から出てきたりはしないし、服を着ていたりすることもない。

　二本足で立っているその虎は、ところどころが裂けている服を身に纏まとっていた。上着の前がはちきれて、胸や腹にびっしりと生はえた黒い毛が、水を含んで寂さびしそうに垂たれている。乾いていたら、ふさふさしてて触さわり心地がよさそうな腹だ。猫好きな安あん藤どうはそんなことを考えながら、その虎のような生き物を観察し続け、そしてあることに気が付いた。

　虎のような生き物が着ているのが、自身が通う高校の男子生徒用制服であることに。だから、別にどうということはない、ような気がする。虎が服を着ることだって、ないことはないだろうし、それが高校の制服を着ていたって驚おどろかなくてもいいはずだ、たぶん。

　目の前では、大きな変な人と、虎のような生き物が相変わらず睨にらみ合っている。まるで喧けん嘩かでも始めそうな雰囲気だ。

　物ぶつ騒そうな話だ。喧嘩はよくない。ぼーっとしたり驚いたり混乱したりを続けていた安藤だったが、この時やっと、自分がもっとも驚かなければいけない事象にまだ驚いていないことに気が付いた。

　すなわち。

〝こんな二本足で立つ服を着た虎のように見えるおかしな生き物が、ここに存在している〟という、事である。

　あんな生き物は見たことがない。普通に存在しているわけがない。二本足で立って学生服を着ているからといって人間ではもちろんなく、黒い毛皮に牙きばがあってちょっと虎に似ているからといって、ただの哺ほ乳にゅう類るいであるはずもない。映画やドラマでよくある特殊メイクなのかもしれないが、あまりにもリアルにできすぎている。

　そういえば。安藤が普ふ段だんは気にもとめていなかったことだが、日本に限らず世界にはああいう変な生き物がいるらしい。生物の教科書に載っていた気がする。詳しいことはまだよく解明されていなくて、色々研究されていたり……そういえば、昔ひどい大量殺人事件があって、それの犯人が『そういう生き物』だったらしい。化け物とか怪物とか呼んではいけないようで、一応、長い正式名称があって、法律上保護されていたりなんだりする生き物。

『そういう生き物』の通称を、アヤカシという。




「あー……」

　安藤は、そんな間の抜けた声をあげた。

　そうか。あれがアヤカシというのか。なるほどおかしな生き物だ、と安藤は思った。凶きよう暴ぼうだったり獣けもの並みの知性しか持っていなかったり、逆に人間より頭が良くて言葉が喋しやべれるものもいるとかで、姿形も中身も個体によってまるで違うとか。

　怖い生き物にも見えるが、虎はネコ科なのだから結構かわいいように安あん藤どうには感じられた。険けん吞のんな顔つきにも、どこか親近感を覚える。不ふ思し議ぎだった。奇怪で、恐ろしげな猛もう獣じゆうを目まの当あたりにしているのに。

　まるで、ずっと前から〝彼〟のことを知っているような気がした。

　その時、虎の表情が動いた。静かに、唸うなり声も上げずに、ぐい、と牙きばを剝むき出す。大きな口の中に並んだ白い牙、赤い歯は茎ぐき。

〝彼〟はああいう風に笑う人だった。

　ふと、首筋の痛みを思い出す。指で触れると、何か液体のようなものが付着してくる。赤いそれは自分の血でもあったが、何か違うべたついたものも付いてきた。これは……あまり考えたくはないが、彼の唾だ液えきなのかもしれない。

　その〝彼〟に似た虎が、不意に動き始める。

　そこから先の出来事は、安藤の視力と思考を上回るものだった。




　何も、言ってやる言葉が思い付かなかった。鬼おに斬ぎりというよくわからない物が原因なのはわかる。奴やつ自身には、とくに悪いところはなかっただろう、おそらくは。しかし、そんなことはもうどうでもいい。

　あの男が。

　以前ザッキーと呼んだあの男が、八や牧まき巌いわおという自分たちにとって大事な仲間を殺したという事実がある。

　なら、俺おれはザッキーを殺さないといけねえ。

　相あい川かわ虎とら司じの思考は、そこに直結する。その間に、迷いだの戸と惑まどいだのはまったくない。人間を殺すことにも喰くうことにも、この世界でただ一人を除いては躊躇ためらったりする理由はない。

　だから虎司は、彼に、山やま崎ざき太た一いち朗ろうに向かって何も言わなかった。

　そして、山崎太一朗も、虎司に向かって言葉を発したりはしなかった。

　じっと、虎司は太一朗を睨にらみ続ける。姿格好は、一部を除いて何も変わってはいない。ただ、表情が違う。

　何もない。

　ただ、本当に何もなかった。すべての感情が、拭ぬぐい落とされているその顔。無気力に見える目。何の感情も浮かび上がっていないその顔。だが、一見空うつろなその瞳ひとみには、異様な輝きもまたあった。

　その視線は、まっすぐに虎司の目を見ている。虎司の眼球がめまぐるしく動いて周囲を見ていようとも、ただ虎司の目だけを静かに──睨むのではなく、ただ見ていた。本当にものが見えているのかわからない、ぴくりとも動かない瞼まぶたに眼球。瞬またたきというものをしていないようだった。

　毛先がちりちりとする焦しよう燥そう感かん。得え体たいのしれない、元知人である敵。……そして、意い識しきから無理やり排除している自分の大事な食事。

　何かを考えようとすると、まだ何もしていないはずなのに、腹の底がちくちく痛んでくるような気がする。別に悪いものを喰くった覚えはない。自分が最後に口に入れた、味のする物といえば。

　安あん藤どうの血だ。

　あの時。首に埋めた牙きばの先端についた安藤の血。もっと味わいたかったのに、水を飲み込んでしまったせいで、血の味は既すでに口の中から消えている。

　……あの時の自分は、本当に安藤を喰ってしまうつもりだったのに。細い首にこの牙を突き立て、そして首の肉を嚙かみ千ち切ぎり、骨を折って、彼女のすべてを腹の中に。

　それを阻そ止ししたのは、他ほかならぬ目の前にいる太た一いち朗ろうだった。背中の毛がぴりぴりと逆立とうとする前に、腕の辺りに何かが絡からみついたかと思うと身体からだが宙に浮いて池の中に放り込まれていた。

　太一朗の右腕の袖そでから生はえている、〝枝〟。一本だけ、だらりとぶら下がっているそれは、ぴくぴくと、そしてゆらゆらと自然ではない動きを単調に繰くり返している。その茶色い蛇のように見えるそれが、自分の身体を安藤から引き離したものの正体だということはわかった。

　もし、あれがなかったら。

　……駄だ目めだ。これからあいつを殺さないといけないのに、何を余計なことばかり考えているのだろう、俺おれは。落ち着いている。俺は落ち着いている。

　なのに、このしくしく意味もなく痛む腹はなんだっていうんだ？

　──それは、相あい川かわ虎とら司じが初めて体験するもの。すなわち精神的な圧力というものであった。良くも悪くも、彼はストレスというものをほとんど感じることなく生きてきた若いアヤカシだった。自分の好きなように生き、うまくいかないことがあっても別段どうということもなく、腹が立てばすぐにその場で発散させてきた。

　それが、できない。何に怒っていいのか、何に苛いら立だっていいのか、自分が何をすべきかは何となくわかっていても、それをすぐさま行動に移すことができないという、そんな状況。

　プレッシャーなどという言葉を知らない虎司には、まだ何もしていない自分がなぜこんなに疲れていて、腹が痛むのかもよくわからない。自身が混乱して、正常な判断能力をやや欠いていることにも気が付いていない。

　まとわりついてくる鬱うつ陶とうしいものを追っ払おうとして、虎司は牙の根元に力をいれた。ぐいと、歯は茎ぐきを剝むき出して笑ってみせる。

　その虚勢にも似た笑いを浮かべると同時に、虎司は動いた。二本の足で地面を蹴けると、一足飛びで太一朗との距離を縮める。右手の爪にぐっと力を込めて、それを太一朗の首筋に打ち込もうとした。

　虎とら司じは、太た一いち朗ろうから目を離してはいない。だから、彼の左腕が動いているのはわかった。だがそれは、虎司の身体からだが反応できる速度を遥はるかに上回るものだった。太一朗は左手を上げて虎司の右腕を遮さえぎったかと思うと、左腕で巻き込むように虎司の右腕を摑つかんでくる。

　何をされた、のかよくもわからないうちに、視界が一回転していた。自分の足が上に、頭が下に向いている。自分が投げられており、このままでは脳天から地面に叩たたきつけられるということを頭が理解する前に、何とか体は動いてくれた。背中から足へと力をこめて、無理やり上体を起こして足から地面へ着地する。投げられた瞬しゆん間かんに太一朗の腕は虎司から離れていたので、虎司はとりあえず彼との距離を離すことにした。

（わ……わけわからなかったぞ、今のは、こんちくしょう！）

　爪つめで首を狙ねらった、と思ったらその右腕をつかまれ、ひねられ、そして投げられていた。殴り合い、嚙かみ付き、引ひっ搔かき、そういう戦いしか経験のない虎司ではあったが、一応八や牧まき相手に『投げられる』という体験をさせられたことはあった。だがそれは振り回されて力任せに投げられるというものであって、今のように『技巧的』に投げられたことなどなかった。

　どうすればいいのか、と考えている間に、太一朗が前進してきた。歩いてくる。走るわけでもなく、歩いてくる。足から数百本の細い根を地面に植えながら、そして引き千ち切ぎりながら、ゆっくりと。

　ぴくぴくと、髯ひげが震ふるえた。

　虎司もゆっくりと歩を進める。両者の距離が、少しずつ少しずつ縮まっていく。ほんの一メートルくらいまでその距離が狭まった時、どちらからともなく歩みを止めた。

　人の皮を中途半端に被かぶったままの虎司と、今の太一朗の背せ丈たけはほぼ同じである。それでも猫背の虎司のほうが若じやつ干かん低い位置から太一朗を見上げていた。相変わらず、その表情には何も浮かんではいない。

（ええと……ええと……人間殴る時ってどこを狙ねらえばいいんだっけ……）

　ただ本能のままに殴っていても、通じそうにない。

　だから、虎司は考えてしまった。しかし今まで、何も考えずに戦ってきた虎司にとって、その『考える』という行為そのものが、彼が本来持っている力を大幅に低下させてしまうものだと気が付くのは、ほんの少し先のことだった。あまつさえ、彼が現在対たい峙じしているのはもはや人間ではないというのに。

（顎あごとか、首とか、目とかだっけ……でも殴って当たるのかよ……）

　考えることで、迷いが生まれる。迷いが生まれれば躊躇ためらってしまう。思考と行動を同時に行う。それは虎司がやったことのないことだった。深く考えずに、ただ動く。

　虎司の黒い眼球が、めまぐるしく動いた。それは、太一朗のどこに集中して気を付ければいいのか、迷っているせいだ。視線が定まらない。太一朗の視線は、常に自分の目から離れていないというのに。

　この時点で。

　既すでに勝ち負けは決していたともいえた。敵の視線から目を逸そらしてしまう虎とら司じと、ただ一点のみを見続ける太た一いち朗ろう。睨にらみ合いの段階で、もう虎司は負けている。だが戦いの優勢が決まっていようとそうでなかろうと、虎司にはまだ〝逃げる〟という考えは浮かんでこなかった。

　悲しいかな、それがさして生死の危機に瀕ひんしたことがなく、強者と戦い慣れていない虎司という若すぎるアヤカシの限界ともいえた。

　ゆえに、虎司は戦うことを選ぶ。

　ぐわ、と嚙かみ付くために口を大きく開けた途と端たん、太一朗の右みぎ拳こぶしがその中に飛び込んできた。

「ぐ」

　息が詰まった。その拳はやたら速いくせに、虎司の牙きばを折ることもなく、ただ口の中に入ってきただけだった。嚙んでやろうと口を閉じる。牙をその甲に突き立てる。

　硬い。虎司が今まで嚙んだことのある岩や鉄よりも硬い。顎に力を入れても、びくともしない。閉じられず、中途半端に開いた口の端から、涎よだれが垂たれていく。

　両手で、太一朗の右腕を摑つかむ。爪を立てる。ぎ、と爪を引いても、服の布地を引き裂いてその下にほんの僅わずかな跡がつけ、その跡さえもすぐに消えるだけ。

　太一朗の右腕が、勢い良く空へと向かって掲げられた。拳を咥くわえこんでいる虎司の肉体も軽々と持ち上げると、その腕が大きく後方へ振られる。

（地面に叩たたきつける気かよ、この野郎！）

　このまま拳に牙を埋めたままでは、そうなることは虎司にも想像がついた。だから虎司は自分の身体からだが宙に浮かんでいる間に、顎あごの力を抜いて口を大きく開ける。口の中にあった太一朗の拳は抜け、それと同時に虎司の身体は数秒宙をさ迷うこととなった。

　背中から落ちそうになるのを、身体を捻ひねって四し肢しを地面に向ける。半ば四つんばいになりながら音も立てずに着地した虎司の目の前に、太一朗がいた。

　顎あごを、つま先で蹴けり上げられる。目の前に、うじゃうじゃと生えている細い無数の〝根〟が視界を占拠したのは、ほんの一いつ瞬しゆんのこと。

　がつ、という音が、顎の骨を伝わって耳に送り込まれてくる。脳がぐらぐらと揺れて視界が数瞬真っ黒になった。首がもげるかと思ったところで、今度は肩先に蹴りが入る。その衝しよう撃げきで、虎司の身体は無理やり上体を持ち上げられることとなった。

　よつんばいの体勢から前傾姿勢にさせられたところで、右の頰ほお骨ぼねあたりを殴打される。身体が左に倒れようとすると、今度は左の頰骨を殴られた。踏み止まってしっかり地面を踏み締しめて立とうとすると、太一朗の高々と上がった踵かかとが脳天を直撃し、意識を失いそうになって前に倒れこみそうになると、胸を軽く掌しよう底ていで打たれて仰のけ反ぞる羽は目めになる。

　虎司は、為すすべもなくただ殴られ続けていた。やりかえしてやろうにも、身体の動きが追いつかない。太一朗が殴りかかってくるのを、ちゃんと虎司は見てはいるのだ。見ると同時に虎とら司じも動いているつもりなのに、その前に太た一いち朗ろうの攻こう撃げきは虎司に当たってしまう。

　しかたなく虎司は、頭を抱え込むようにして上体を丸めた。ガードを固める。こんなことは初めてだ。防御などというものが必要な相手と戦ったことがない虎司にとっては、八や牧まきが随分前に教えてくれたことと、ただ力任せに殴り嚙かみ付き引ひっ搔かくことしか戦い方を知らない。八牧が身体からだに叩たたき込んで教えてくれた戦い方は決して複雑なものではなかったが、今の虎司はそれさえもろくに思い出すことができない状態だった。

　腕の隙すき間まから、虎司は太一朗の動きを見ようとした。視界が狭まって、素早い太一朗の動きがまるで目で追えなくなる。反撃の糸口も摑つかめない。そしてこうやって防御したところで、太一朗はその上からひたすらに殴ってくる。ガードしている腕が、ひりひりと痛む。

　そうやって何度も殴られているうちに、虎司は太一朗が明らかに手を抜いているのがわかった。どれもこれも、痛みを与えてくる打撃ではある。だがしかし、それだけでしかない。

　痛い。

　そう、痛いだけなのだ。

　皮の下で、殴られた肉が悲鳴を上げている。血管が破れて内出血を起こし、打たれた肉が腫はれ上がり、肉の中にある骨がみしみしと音を立てる。だが皮を破ることも肉を抉えぐることも骨を砕くこともなく、ただ単に痛みのみを与えてくる。

　痛い。

　意識を失うことはない。むしろはっきりとしているといっていい。だが、目で見ることも、耳で聞くことも、毛先で空気の流れを読むこともできない。

　ただ、ひたすらに殴られ、そして蹴られ続ける。それはひどく単調な攻撃だった。急所を狙ねらってくるわけでもなく、右腕からぶら下げている〝枝〟を使うこともなく、ただ打たれるのみだ。

　しかし虎司は倒れることができなかった。倒れたら、二度と起き上がることはできない。そんな気がした。膝ひざはがくがく震ふるえている。虎司が立っていられるのは、太一朗が上半身しか攻こう撃げきしてこないという要因も重なっていたのだが、混乱している虎司にはそのことに気が付くこともできなかった。

　虎司は、ただひたすらにどうすればいいのかを考えていた。考える前に動くのが虎司ではあるが、今は動くことができないから考えることしかできない。しかし、虎司の脳裏に浮かぶのは、『どうすればこの忌いま々いましい野郎をぶちのめしてやることができるのか』ということでしかなかった。

　そして『どうすれば』の先の思考に自分が決して辿たどり着けないであろうことを、虎司は認めようとはしなかった。

　認めてしまえば、本当にそこで終わってしまうから。

　牙きばの根を合わせて、顎あごにぐっと力を込める。自身の牙の鋭するどさを忘れて嚙み締しめると、口の中が切れて血の味が広がった。顔も容よう赦しやなく殴られているのに、今までよく血が出なかったもんだ、と脳の片隅にそんな思考が流れたところで。

　今まで拳こぶしで殴り続けていた太た一いち朗ろうの手が唐とう突とつに開かれた。虎とら司じの視線がその手の動きを初めて直じかに捕らえる。

[image: ]

　太一朗の右手が虎司の下か顎がくを、左手が虎司の上顎を摑つかんでいた。無理やり口をこじ開けられた虎司は、痛みに堪たえて腕を振り回し爪つめで太一朗を引き裂こうとする。人間の肉など容易たやすく抉えぐりこむ虎司の爪は、服の一部を切り裂くことしかできなかった。顔を狙ねらおうとすると、顎を摑んだ手に力を入れられて腕の力が抜けてしまう。

　そして虎司は、初めてあの〝枝〟が動くのを視界の端に捉とらえた。今まで、ただぶら下がっていただけの〝枝〟が、太一朗の手首からするすると伸びてきて。

　虎司のこじ開けられた口の中に入ってくる。

　それは、何の痛みも虎司に与えることはなく、虎司の大きな口の中を動き回っていた。牙を掠かすめ、舌の上を這はいずり、口こう蓋がいを撫なでていく。それは〝鬼おに斬ぎり〟が虎司の口の中に流れた血を吸う行為であることを、虎司は大おお田たの言葉と共に思い出した。




『鬼斬りの主要な攻撃手段は、〝枝〟というものだよ。あれは、〝幹〟が死なない限りいくらでも生はえてくる。あれはね、アヤカシの体内に入り込んで中から引き裂いてしまうんだ。アヤカシの肉と血と骨を、あれは吸って大きくなる。あの〝枝〟から身を守るのは難しいが、とりあえず目や口を無防備にしてはいけないよ。まあそれより、確実にあの〝枝〟から自身を守る手段はあるけど、これはなかなか難しい条件でね……』




　あの大おお田たの話を、あれほど真剣に聞いたことはなかっただろう。そして、彼が言っていたその難しい条件を満たすことが、今はできるのだ。

　しかし、虎とら司じはすぐにその手段をとることができなかった。なぜなのか、その理由を考えている余裕などなかった。

　口の中にある〝枝〟が、未だに蠢うごめいているからだ。ゆったりとした動作で、虎司が自ら開いてしまった傷口を先端で撫なで回している。その動作はまるで遊んでいるように虎司には感じられた。この枝が、ほんの少しでも殺意を持って喉のどの奥に入り込んだら、虎司はすぐにでも死んでしまうというのに。

　死ぬ。

　身体からだの中からずたずたに引き裂かれて、死ぬ。

　それは、絶対的な事実として、虎司の心のうちに生まれていた。

　何の対処の仕方も思い付かない。




　俺おれって、ずいぶんとまあ弱い生き物でいやがったんだなあ。




　その事実を、虎司はあっさりと認にん識しきしてしまった。

　自分が弱く、目の前にいる太た一いち朗ろうが強い。これはどうしようもない事実として、虎司の腑ふにすとんと落ちてくる。今まで、何がなんでも認めたくなかった事実。鬼おに斬ぎりというアヤカシを殺すためだけの道具に憑つかれているとはいえ、人間がアヤカシより強いなどと。

　この目の前にいる男を、自分が殺すことがかなり不可能に近いのを。

　自分より強い者と戦い、そして殺す術を、虎司は知らない。

　その事実を認めてしまうことは、敗北を意味する。そして鬼斬りに負けるということは、同時に自分が死ぬのを認めてしまうことになる。

　死。

　他者の死は、身近なものだった。一度ではあるが人を殺し、肉を食べるために多くの動物を殺してきた。それは虎司の日常に近いものであった。

　だが自分が死ぬことなど、考えたことも考えさせられたこともない。八や牧まきが殺された時でさえ、虎司はそれがいつかは己に降りかかるかもしれないということを微み塵じんも考えてはいなかった。

　その〝死〟というものが、今はすぐ近くにある。

　初めて身近に感じる〝自分が死ぬ〟かもしれないということ。

　そこから、まず虎とら司じの心の中にふつふつと沸き起こってきたのは、恐怖や怯おびえではなく、ただの怒りであった。

　自分が誰だれかに殺される。それを考えると、腹が立ってくる。自分が何かを殺す時は、それが必要だからやる。猫だろうと犬だろうと鹿しかだろうと猪いのししだろうと、殺そうとすれば抵抗してきた。それは当たり前だ。誰だって喰くわれるのは嫌いやだろうから。

　こいつが、自分を殺そうとすることにも、こいつにとっては何か理由があるのだろう。

　こいつは、俺おれを喰うために俺を殺すのだろうか？

　こいつに喰われるなんて、想像するだけで反吐へどが出る。俺は肉を喰うのは大好きだが、誰かに喰われるなんてやってられっか。

　むかついてきた。

　まだ半分以上残っていた人の皮が、剝はげ落ちていく。今まで抑え込んでいた骨と肉が、膨ふくれ上がる。上じよう顎がくと下顎を摑つかんでいる太た一いち朗ろうの顔を、眼球の動きだけで見上げた。

　相変わらず、その表情はまったく動いてはいなかった。呼吸している気け配はいさえ感じられない。血色はそう悪くもなさそうに見えるが、今顎あごに触れている手はぞっとするほど冷たい。

　殴られた部分は熱を帯びてひりひりとした鈍どん痛つうを与えてくるが、殴ってくる手や足はほとんど熱を持っているように感じられなかった。

　その太一朗の眼球は、ただ虎司の目だけを見ていた。黒い瞳ひとみに映っている自分の顔を見た虎司は、顎を摑まれて口を無理やり開けさせられているそのみっともなさに、額の毛がざわりと立ち上がる。

　ふ、と何かを思い出した。

　口に手を突っ込まれた記き憶おく。喉のどにへばりついたものを搔かき出してもらったような気がする。気持ち悪くて、腹から込み上げてくるそれは、吐き出そうとすると喉の辺りにつっかえて苦しくて。

　あの粘ついた物を搔き出してくれたのは。

（団長……）

　あの時。あの島には、優ゆう樹きがいて、八や牧まきがいて、夏か純すみがいて、大おお田たがいた。足が千ち切ぎれたり、背中を銃で撃うたれたり、何やら気持ち悪いものを吐きたくなったり、色々と酷ひどい目に遭あわされた。あの時も、自分は何もできなかった。死にそうになった。

　今、ここには自分しかいない。そして、自分がただ黙だまってこいつに殺されたら。







　一人、死ねばそこで終わるんだよ。







　大田真さね章あきのその言葉を聞いた時、虎とら司じは『何言ってやがるんだこの野郎』と思った。帆ほ村むら夏か純すみは、空になった煙草タバコの箱をごみ箱に投げ捨てて新しい箱の封を開けるところだったが、その指が止まる。

　この時渋しぶ谷やの捜査第六課にいる面子メンツは、彼と彼女ら三人だけだった。ここの主ともいえる片かた倉くら優ゆう樹きは、未み知ちと一いつ緒しよに散歩に行っている。一時期はだいぶ具合の悪かった優樹も、最近はかなり回復したようだ。回復したように見えるのは肉体だけで、その精神の状態までは計り知れないが。

　まあ元気なのはいいことだと虎司は思っていた。左手から妙な臭いがするのがちょっとだけ気に入らないが。左手なのに形がまるっきり右手なのは、おかしいなとは思うが別にいい。臭いの方がよほど気になる。薬臭い、というのもあるが、他ほかの臭いもする。優樹自身も気にしているのか、石せつ鹼けんやアルコール剤などで臭いを消そうとしていたが、それでも臭いはまだ残っていた。

（なんなんだろーな…あの臭い。すげえ気にいらねえなあ……）

　まあいいや、と思い直す。悪臭というわけではなく、ただ臭いを嗅かぐと落ち着かなくなるような、そんな臭いだ。だが今はそれを気にしている場合でもない。

「鳥とり頭あたま、お前何言ってやがんだよ」

「言葉通りの意味だよ」

　窓まど枠わくに腰掛けている虎司は、三さん白ぱく眼がんをさらに細めてソファーに座っている大田を見た。いつもの殻から付き落らつ花か生せいでなくピーナッツを頰ほお張ばっている大田は、虎司も夏純も見ていなかった。ただ黙もく々もくとピーナッツをかじり続けている。

「彼を殺すのはとても難しい。だけど無理に殺さなくても、彼はやがて死んでしまう。……後、誰だれか一人アヤカシを殺してしまえば、彼の肉体はもはや鬼おに斬ぎりに耐えられなくなる。彼が死んだら、鬼斬りはただの無害な木の棒でしかありえない。まあ多少の枝分かれは始まるのかもしれないが。後は枝を拾って遠く離れた海にでも放り込んでしまえば一件落着となるのかな？　もっとも、僕は実際にあれに纏まつわる出来事を経験しているわけではないので、若じやつ干かんの予測も交えて語っているわけだが」

　虎司は深く考えない性質である。そして、大田の長い話をすべて聞いて、それを鑑かんがみて何かを考えるなどということは決してしない。しかしとくに深く考えなくとも大田が何を言いたいのかは、何となく理解できたような気がした。

　そして、そんなものは理解したくなかった。

「……鳥頭よお。俺おれはお前の話なんかたいして真ま面じ目めに聞いてねえけどよう、お前が言いたいことが、すげえ嫌いやなことだってことは何となくわかっちまったじゃねえか、この野郎」

「うむ、それは結構なことだ。僕が何を言いたいのか、君にもわかる。それは、僕の説明の仕方がよかったのか、君の理解力が向上したのか、そのどちらかだと思うわけだ。もしかしたら両方かもしれないがね。僕も君も、成長しているということだね、うん。大変結構な話だ。僕は嬉うれしいよ」

「んなこたあどうでもいいんだよ」

　虎とら司じはのっそりと立ち上がると、ソファーに座っている大おお田たとテーブルを挟はさんで向かい合う。ソファーには座らずに大田を見下ろすと、虎司は手を伸ばして彼が食べているピーナツを一粒だけつまんで口の中に入れた。嚙かまずにただ飲み込む。

　口の中が干ひ乾からびていて、味もわからないし食べた気にもなれなかった。

「……君はずいぶんとお腹なかがすいているみたいだが……大丈夫かな？　お腹がすくと誰だれでも苛いら々いらするものだ。ただでさえ君はあまり気の長い方ではないのだから、しっかり食事は摂とった方がいいと思うんだが……」

「んなこたあどうでもいいんだよ、鳥とり頭あたま！　俺おれが突っ込みてえのは、さっきのお前の言い草だよ！　んだあ？　一人死ねば終わるだあ？　それは何か、俺なり団長なり火ひ蜥蜴とかげなりお前なりが奴やつにあっさり殺されちまえば、奴あ勝手に死ぬから、あっさり殺されちまえってのか、ああ？　俺の考え方が間違ってんのか？　言ってみろや、この野郎！」

「違うね。僕は死なない。僕が誰かに殺されることもありえない。それだけは、断言できる。あまり絶対という言葉を使うのは好きじゃないが、僕が死ぬということは有り得ない」

　虎司の方を見ようともせずに、ただピーナッツを食べ続ける大田の頰ほおに、虎司は無言で平手を叩たたきつけた。ぴしゃり、という小気味いい音がして大田の顔の位置が変わって、彼のかけていた眼鏡めがねが少しずれる。

「……ふむ。優ゆう樹きも僕を殴ったが、彼女は拳げん骨こつ、すなわちグーだった。君は平手、すなわちパーだな。これは両者の性格の違いによる差異なのかな？　僕は優樹や君の喧けん嘩かの仕方をしっているが、優樹はあまり拳骨は使わないし、君は平手を使わないと僕は記き憶おくしているつもりだ。そしてじゃんけんでは、優樹は初手でパーを、君はグーを出す確率が高いと思う。ふむ、この違いは何だと思うかね？」

「んなこたあ、どうでもいいんだよ！　俺は今、すごくむかついたからお前を殴ったんだよ！　ああ？　お前はヤマの大将殺した奴をぶっ殺してやろうとか思わねえのか!?　んで、何か、俺だの団長だの火蜥蜴が奴に殺されても、何もしねえってのか！」

「口を出す。見ている。それだけの話だ」

　ずれた眼鏡の位置を左手で直すと、大田はレンズの下から虎司の三さん白ぱく眼がんを見み据すえた。二人の視線が、正面からぶつかり合う。

「別にそら構わねえよ、お前がそーいう奴だってえこたあ、俺も団長も火蜥蜴も、そんでもってお前が一番よくわかってることだからよ。でもな、俺ぁむかつくんだよ、お前のそういう言い草がよお。俺は、ヤマの大将が殺されてむかついてるってのに、まるでどうでもよさそうにしてるお前がよ。お前のことわかりてえなんて思いもしねえがよ、お前が何考えてんのか、俺おらぁさっぱりわからねえんだよ！」

「覚悟を決めろということさ」

「ああ？」

　虎とら司じが目をすがめて歯を剝むき出す。その虎司の視線から顔を伏せることによって目を逸そらした大おお田ただったが、テーブルの上のピーナッツを一度見てからまた虎司を見上げる。彼特有の目の鋭するどさが、いつもより増していた。猛もう禽きんめいた目を普ふ段だんからしている彼だったが、今は猛禽そのものの視線を虎司に向けている。

「誰だれかが死ななければいけない時、誰が死ぬか？　仲間と共に無む謀ぼうで勝ち目の薄うすい戦いをして誰が死ぬか運を天命に任せるか、それとも」

　大田の視線は虎司から、床に座り込んでぼんやりと煙草タバコを吸っている夏か純すみに向けられる。

「自分が死ぬことで、終わらせるかだ」

「……鳥とり頭あたまよ」

　空腹と苛いら立だちで、腹の虫と牙きばがぎちぎち音を立てる。

「お前、むかつくよ」

「それが僕だからね、当然のことさ。僕は若人に嫌われるんだよ」

「あー、何か二人難しい話してるけど、言ってもいい？」

　今まで我関せずと煙草の火と煙を眺めることに集中していた夏純が、唐とう突とつに口を開いた。

「君が自分から何か言うのは珍しいね、夏純」

「うん。まああたしは難しいことはさっぱりわかんないんだけど、つまりさ、あれでしょ。三人殺したら鬼おに斬ぎりってのは死んじゃうから、誰かが鬼斬りに殺されちゃったら、ヤマさんの敵かたき討うちが終わる前にあいつ死んじゃうってことなのね？」

「そういうことになるね」

「じゃあ死なないようにがんばる。んでヤマさん殺した奴やつを殺す」

「簡かん単たんに言うね、夏純。彼は強いよ？　何しろ」

　ゲンさんを殺したのだから。そう大田は続けるつもりだった。しかし、彼はその先の言葉を言わなかった。わかりきっていることを口に出す。そんな手て間ま隙ひまを惜しむ大田ではない。むしろわかっていることを言葉にすることで、彼の会話は形成されていると言ってもいい。

　しかし、この時大田はその続きを言わずに、虎司と夏純の思うままに任せた。

「うん、ヤマさんが殺されちゃったんだから、すごく強いってのはわかる。鬼斬りってのは、京都で見たあれだから、あれのとてもとても強いのってのもわかる。もしかしたら負けちゃうって考える大おおさんの気持ちもわかるのね。でもさ、ほら、やってみないとわからない、って言葉もあるし、勝つか負けるかは、やってみないとわかんないし。配当いっせんまーん！　って舟券とか馬券とかも、『あー絶対来ないだろうけど』って思うけど、『もしかしたら来るかも』って思うから、買う人もいるのね。で、すごくたまにはそういうのが来ちゃったりするから、世の中びっくりなの。んー、つまり」

　煙草タバコから一度口を離すと、口から少量の紫し煙えんを吐き出した。

「あんまり死ぬかもーとか、今は考えなくてもいいんじゃない？　大おおさんも虎とらくんも。死にそうになった時に考えればいいんじゃないかなーって」

　いつもと何ら変わらない夏か純すみの口調だ。

「……火ひ蜥蜴とかげは、俺おれより単純にできていやがるのな」

　俺もあまり何も考えていないがよ。そう続けると、虎とら司じはソファーに乱暴に腰掛けて背もたれに体重をかけた。

「俺はよ、ちょいとこの鳥とり頭あたまの言葉が気に入らねーんだけどよ、お前の言葉聞いてるとまあいいかってえ気分になるから不ふ思し議ぎだよな。こいつはこういう喋しやべり方と考え方しかできねえむかつく野郎だってのは、ずいぶん前からわかりきってたってのによお」

　虎司は手をピーナッツに伸ばそうとしたが、結局その指は何も摑つかむことなく引っ込められる。

「まあいいや、俺は俺なりにやるだけだからよ……んじゃちっと色々やんなきゃいけねえことやってくらあ」

　そう言って立ち上がった虎司の背に、夏純が手をひらひら振りながら声をかける。

「あー、奴やつに会ったら、ちゃんとあたしに教えてね。殺しに行くから」

「おう」




　そんな会話をしたことを、虎司は今まですっかり忘れていた。

　二つの考えが、同時に浮かんだ。

　優ゆう樹きたちに知らせるか。

　このまま殴られて、殴られて、痛い思いをたくさんして、そして死ぬか。

　そんなの、どちらにするかなど悩む必要もなかった。

　このまま自分が殴り殺されてしまえば、優樹も夏純も、他の見知らぬアヤカシも、こいつに殺されずにすむらしい。そうすれば、大おお田たの言う通りの一件落着なのだろう。

　それはそれで、という気がしないでもない。だが、何もせずにただ黙だまって殺されるなど、まっぴらごめんだ。それに、夏純にも教えてくれと言われているのだから、教えてやらねばなるまい。

（団長なら、こいつに勝てるかもしれねえ……つーか、勝てる！）

　虎司にとって、優樹は八や牧まきとは別の意味で強い存在だった。人の世界を生き、アヤカシと共に生き、そしてどんな状況でも絶対に死ななかった存在。自分が負ったら間違いなく死ぬであろう怪け我がを負っても生き残り、自分がうんざりしてしまった連中とも未だに付き合っていける精神のタフさ。

　虎とら司じにとって八や牧まきは〝最強〟であり、優ゆう樹きは〝不死身〟の象徴だった。

　なにより、虎司がまだ死ねない最大の理由。

（それに俺おらぁまだ、安あん藤どうを喰くっていねえ！）

　安藤を喰わずに、死んでなどいられない。もう、自分がただの人間でないことがばれてしまって、真まっ当とうな学校生活もできなくなった。それもこれも、安藤を喰うためだ。その目的を果たさずに死ぬなど、死んでも死にきれない。

　骨と肉が軋きしんだ音を立てた。それは、人の皮を破る時に必ず立てる音だった。今まで、どこか脱ぬぎ捨てる覚悟が出来ていなかった人の皮を、完全に捨てる。

　今までびくりとも動かすことができなかった太た一いち朗ろうの手を、先ほどより太く毛深くなった虎司の腕が少しずつ引ひき剝はがしていく。自分でも信じられないほどの力が出ているような気がした。顎あごに込められた太一朗の力が緩ゆるんだところで、素早く口を閉じる。

　がちり、と牙きばが嚙み合わされ、口の中に合った〝枝〟を嚙かみ千ち切ぎる。口の中でまだうねっているそれをぷっと吐き出すと、虎司は安藤がいた場所を振り返った。

　もう逃げているかとも思ったが、安藤はやはりそこにいて。

　ただ、虎司のことを見ていた。

「安藤！」

　そう叫ぶ自分の声が、普ふ段だんよりはくぐもっていることを虎司は知っている。そしてこの姿の自分が言うことを、安藤が聞いてくれるかなどわからない。何しろ自分は安藤を喰おうとしたのだ。誰だれが自分を喰いたがっていた生き物の頼み事を聞いてくれるだろうか？

　それでも虎司は叫ぶ。四し肢しで地面を踏ふみ締しめて叫ぶ。

　まだ、ここで死ぬわけにはいかない。

　八牧の敵かたき討うちもできず、安藤も喰えず、死ぬなんて。

　やりたいことも、喰いたいものも喰えずに、死んでなどいられるか！




　安藤は、ぼうっとしていた。何だかよくわからないうちに、大きな男の人と虎が喧けん嘩かを始めたように見えた。喧嘩というか、男の人が虎を一方的に殴っているように感じる。感じるというのは、男の人の殴っている動作がよく見えないし、殴っている音もよく聞こえなかったからだ。相撲すもうは好んで見る安藤だが、それ以外は格かく闘とう技ぎに興きよう味みがあるわけでも喧嘩を見るのが好きなわけでもない。

　ただ思ったのは。

（あの虎とらさんがかわいそう……）

　と、いうことだった。あの虎が殴られているのを見ると、悲しくなる。なぜかはわからないが、他人ひと事ごとのように思えなかった。

　どうにかしたかった。止めたかった。誰かに助けを求めに行った方がいいのかもしれない。でも、誰だれを呼べばいいのだろう。警けい察さつだろうか。消防署だろうか。動物園だろうか。保健所だろうか。それにしても、どうして誰も通り掛かってくれないのだろう。……通り掛かったところで、どうにもなりそうにない気もしたが、自分一人でおろおろしているよりはましな気がする。

　そうやって安あん藤どうはうろたえていたが、虎とらから目を離すことはできなかった。奇怪な生き物だとか、怖いとかいう感情はちっとも浮かんでこない。可愛かわいくて、綺き麗れいで、格好いい虎だと安藤は思った。

　それに、自分の知っている誰かに、とてもよく似ているような気がする。

　だから、あの男の人に虎を殴るのをやめてほしかった。自分が言って止められるのかどうかはわからないが、せめて声を掛けようと思った。しかし、ぼうっとしているうちに、虎が大きくなったように見えるのが不ふ思し議ぎだ。さっきまでは虎に似た生き物だったのに、今は虎そのものになっているような気がした。

　とにかく、頼んでみよう。

　虎さんを殴るのをやめてください。

　こう言おう。それでもやめてくれなかったらどうしようと思ったが、とにかく言わなければ始まらない。

「と」

「安藤！」

　名前を呼ばれた。聞き覚えのある声だ。虎とら司じの声に似ているが、少し発音がはっきりしていないような気がした。でも、虎司に声をかけられたのだから返事をしなければ。

　安藤は虎から視線を外してきょろきょろと周囲を見回した。しかし虎司の姿は見えない。見えるのは、虎と男の人だけだった。

　さっきまで二本足で立っていた虎は、今は四本足で土を踏ふみ締しめている。大きな獣けものだ。三メートルくらいありそうだ。着ていた学生服はもうぼろきれのようにまとわり付いているだけで、もう服の機能を果たしていない。

　綺麗だ、と安藤は心の底からそう思った。ビロードのようにすべすべしていそうな、黒い光沢を放っている毛皮。黒い縞しま模も様ようが先ほどよりくっきりと浮かび上がっていて、とても綺麗だ。目の回りを縁ふち取どる毛がわずかに白いのが、目立っている。その瞳ひとみは真っ黒で、本当に猫のようだった。

「安藤！　俺の鞄かばんから電話出して電話かけろ！　登録してある番号なら誰のでもいいからよう！」

　虎の口が動いている。ということは、今の言葉はあの大きな虎が発したものなのだろう。安藤はそう思いはした。

　思いはしたが。

　虎そのものにしか見えないあの虎とらは、アヤカシという生き物なのだから純粋には虎ではないわけで、言葉を喋しやべることに問題はないのだろう、きっと。アヤカシにも色々な種類があるみたいだし。

　だが、その内容。

　自分のことを『安あん藤どう』だと知っている虎。その虎が『俺おれの鞄から電話をかけろ』と言う。俺の鞄、とかの虎は言っている。この近くにある鞄は、自分の物と虎とら司じの物しかない。この他ほかにも、あの虎の所有物である鞄がこの近くにあるのだろうか？

　それとも。

　……それとも、もしかしたら、この虎は、本当に。

〝彼〟なのだろうか？

「おいこら、安藤！　俺の言うことなんざ聞いてらんねえかもしれねえけど、だったらどっか俺の見えねえところに行っててくれや！　お前が側そばにいるとちと俺ぁ落ち着かねえんだよ！　自転車乗ってとっとと帰れ！」

　この口調、この喋り方。こんな風に自分に話し掛けてくる人を、安藤はただ一人しか知らない。

「……黒い虎さんは、相あい川かわくんなの？」

　あまり大きな声にはならず、呟つぶやくような声だったが、それを虎の丸い耳はしっかりと捉とらえていたようだった。

「今さら何言ってやがんだ！　お前の目の前にいるこの黒いのが俺だよ！　お前の同級生で、一いつ緒しよに神じん宮ぐう行ったり弁当食ったり池いけ袋ぶくろ」

　虎の言葉が急に途と切ぎれた。男が、虎の額を殴り付けたのだ。虎は前まえ脚あしで反はん撃げきをしたが、男は一歩下がってそれをかわす。

　しかし安藤は、そんな彼らの攻防を視界に入れても意い識しきには入れることができなかった。

（あの虎が……相川くん？）

　そうなのだろう。先ほど彼が口走った言葉には、自分と虎司しか知らないことが含まれていた。ということは、あの黒くて大きな虎は、相川虎司なのだろう。

（相川くんって、虎だったのね……）

　人間離れしている、とは思っていた。いつもは白目が多いのに、暗いところで見ると白い部分がなくなるほど黒い瞳どう孔こうになるところや、異様に鋭するどい歯などは、獣けものみたいだと感じたことはある。

　でも、本当に人じゃないなんて。

　驚おどろいている、とは思う。でも、あまりショックを受けていない自分がいることに気が付いて、安藤は不思議に思った。身近な級友が、人ではなくアヤカシという怪物の範はん疇ちゆうに入る生き物であるなどと。

　もっと驚おどろいていいし、慌あわててもいいし、恐怖を感じてもいいだろう。

　それなのに、驚きも、慌ても、ましてや恐怖など微み塵じんもなかった。

　相あい川かわ虎とら司じが虎とらである。その事実を、すんなりと安あん藤どうは受け入れてしまった。好きだった男子が人間外だというのに、怖がりな自分がうろたえもしないことの方が、安藤を驚かせていた。

（……なんであたし、相川くんが人間じゃなくても平気なんだろう……）

　自分の気持ちにも相変わらず何の変わりもない。

　虎である彼を見ても、相川虎司が好きだった。

　豪快で、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、大食らいで、三さん白ばく眼がんで、歯を剝むき出して笑い、自分の首を舐なめ、『喰くわせてくれ』と言い放つ真っ黒な大きい虎を、安藤はやっぱり好きだった。

　だから。

　状況はわからないけど、安藤は虎司の頼みを聞こうと行動を起こす。側そばにあった鞄かばんのチャックを開けて、彼の言う携帯電話を探す。教科書や筆記用具以外にやすりなども出てきたが、ほどなく安藤は携帯電話を見つけ出すことができた。駅前で投売りしていそうな携帯だが、それはどうでもいいことだろう。機種ごとに若じやつ干かん操作方法が違うこともあるが、基本的な部分はどれもたいして変わらない。迷ったのはほんの数秒だけで、安藤はすぐに電話帳を開くことができた。

　虎司の電話帳に登録されている番号は二つしかなかった。『団長』『火ひ蜥蜴とかげ』という人の名前とは思えないそれのどちらに電話をいれればいいのかわからなかったが、団長の方にかけてみることにする。

　かけたら、まず何を言えばいいのだろう。虎とら司じがいじめられていることを伝えればいいのだろうか？　とりあえずかけてみようとボタンを押した時、何かが液晶画面の上を通ったような気がして安あん藤どうの指が止まる。

　茶色い蛇へびのようなものが、携帯電話に絡からみ付いていた。ひ、と息を吞のみそうになる。思わず電話を取り落としそうになるが、何とか我が慢まんする。
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　目も鱗うろこもないその蛇は細く、そして携帯電話に絡みつきながらも安藤の指を避さけるようにしていた。虎司の姿には何の嫌けん悪お感かんも持たなかった安藤だったが、この物言わぬ蛇には底知れぬ恐怖を感じる。体の底から震ふるえがやってくる。この蛇の先には何があるのか、恐る恐る顔を上げて根元を確認した。

　虎司を殴り続けている男の人の袖そでから、この蛇は伸びていた。何なんだろう、と安藤は思い、気持ち悪さが吹き飛ぶほどの男に対する怒りが、唐とう突とつに沸き起こってきた。なぜこの人は虎司をいじめるのか。今も、虎司を殴ったり蹴けったりして、虎司が殴り返そうとするとそれを避ける。

　何か言ってやらねば、と思わず立ち上がった時、液晶画面に映る『呼び出し中』の文字が『通話中』に変わった。




　受話器の向こうから『もしもし』という若い女性の声が聞こえた時。

　安藤は、その細い蛇の中からぴちぴち、という何かが弾はじける音がしてわずかに震えたのを感じた。そして、細い蛇の先端から、もっと細い蛇が何本も何本も生はえてくるのが見えた。

　とても、気持ち悪い。

　怖くもあるし、生理的な嫌けん悪お感かんというのもあるが、それとは違う何か。

　誰だれかに対する、恐ろしく粘着質で、妄もう執しつ的な、怨おん念ねんのようなものが、この細い蛇へびの一本一本から迸ほとばしってくるようで。

　安藤は、全身に怖おぞ気けが走ったような気がした。
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　よく眠れるのは、いいことだ。食事も酒も美味おいしく食べれるのは幸せだ。体のあちこちが痛まないのは結構なことだし、全部の歯がちゃんと生はえ揃そろっているから、するめを嚙かみ締しめることもできる。包帯を外して顔を外気に晒さらすのが、こんなに気分がいいと思い知ったのは久し振りだ。一時期は唇くちびるもなかったが、今は再生している。

　右手ではあるが、左手もある。まだ少し使いにくい時もあるが、普通に日常生活を過ごすにあたっては何の問題もない。

　ないのは、右目だけだ。

　ソファーに寝転がりながら、片かた倉くら優ゆう樹きは瞼まぶたの上から右目に触れて見た。相変わらずそこには何も入ってはいない。瞼を軽く押しても何の手ごたえも返ってこないそこに、眼球が再生した様よう子すはない。他ほかの部分は自分でも信じられない速度で再生したのに、目だけは生えてくる気け配はいがなかった。

（……色々と大変な部分なんだな、目って）

　それに肉や骨が再生したとはいえ右目以外は完全に元通り、というわけでもなかった。痛覚遮断、神経融合、筋量増幅などの能力は、相変わらず使うことができない。怪け我がが治ればそれらのこともまたできるようになると思っていた優樹にとっては、ちょっとした誤算だった。それらのことができないのは、優樹にとってはかなり不便なことだった。自分はまだ完全な健康体ではないらしい。

　だから今も、横になっている。怪我は治っていても、時たまひどく身体からだがだるく感じるようなことがあった。眠いわけでも腹が減っているわけでもないのに、なぜか疲れる。いつまでも寝ているわけにはいかないのだが、なかなか動く気になれない。どうにも自分がだらけているような気がして、優樹は天井を見上げたままため息をついた。

「……ゆうさん……」

　ズボンの裾すそ辺あたりを引っ張られながら名前を呼ばれた優樹は、ゆっくりと起き上がって未み知ちを見た。初めて会った時に比べれば怪我の痕あとは目立たなくなっているが、それでもよく見れば痣あざや火傷やけどは残っているし、服の下にはまだまだ傷がある。

「みっちゃん、早く傷が治るといいね」

　優樹は起き上がると、未知の頭を軽く撫なでた。こうやって触れてやると、未知がどこか安心するのを優樹は知っている。子供というのは、そういうものであるらしい。自分に声をかけてきた時の不安げな表情が、今は薄うすらいでいる。

　そうやって頭を撫なでられながら未み知ちは優ゆう樹きを上うわ目め遣づかいで見上げ、視線を床に向け、また優樹を見上げるという眼球の動きを何度か繰くり返した。『何か用でもあるの？』とは優樹は聞き返さず、ただ黙だまって未知の次の言葉を待った。何か用がなくても、子供というのは話し掛けてみたくなるものだ、ということを優樹は最近理解したような気がした。お腹なかがすいたとか、お手洗いに行きたいとかなら何となくわかるが、そういう理由でもなさそうだ。

「ゆうさん……」

「うん」

「あのね」

「うん」

　こういう会話は、よくあった。これくらいのことでいらだったりするほど優樹は短気にできてはいなかったが、不ふ思し議ぎには思う。『なぜ、話し掛ける前に言いたいことをまとめておかないのかな』とか、『別にあたしのことを怖がっているわけでもないのに、どうしてこんなに口ごもるのかな』とか。

「あ、あのね」

　やっと話が進むかな。そう思った優樹であるが。

「やあ優樹に幼女、元気かな？　今日もとくに深い意味はないのだが、来てしまったよ。お土産みやげはとくにない。と言いたいところだが、本日は大変珍しくお土産があるから驚おどろきだ。しかも、豆まめ大だい福ふくを持ってきたのだよ僕は。いや、僕も驚いてしまうね。僕が甘い物を持ってくるなんて。確かに僕は豆が好きだが、豆大福という食べ物は豆そのものじゃない。僕は豆大福を食べない。自分では食べない物をお土産に持って行く。つまりこれは本当に純粋なお土産というわけだ。だがしかし、君たちが豆大福を食べている間、それをただ黙だまって僕が見ているというのはあまり面おも白しろいことではないような気がする。いやいや、自分が面白くないから嫌いやだなどという子供じみたことを言う気はないが、できれば君たちも僕も面白いほうがいいような気がしたので、僕は僕が食べるためだけの落らつ花か生せいを持ってきた。というわけで、優樹も幼女も、僕の落花生を取ろうとしないでくれると、僕としてはありがたいと感じるわけなのだが、どうだろうね？　優樹と幼女」

　……別に大おお田たがここに来るのはまったく構わないし、だらだらと長く喋しやべるのももう慣れてしまったから、それはいい。

　だが。

「先生、みっちゃんのことを幼女って呼ぶのをいい加減にやめてほしいんですど。それと、とりあえずノックくらいしてくださると嬉うれしいんです……私は聞こえるからいいけど、この子がびっくりするじゃないですか」

「ふむ」

　大田は軽く頷うなずくと、優樹の向かいのソファーに腰掛けた。豆大福の箱をテーブルの上に置くと、落らつ花か生せいの袋を開ける。

「しかしね優ゆう樹き、以前にも言ったが、未み知ちという名前も君たちが便べん宜ぎ的に使っている名前であり、ということは僕が彼女のことを幼女と呼ぶことに何の問題もない気はするのだが。ほら、つまりこれは、君が僕のことを先生と呼ぶことに似ていると思わないかな？　僕の大おお田た真さね章あきという名前も便宜上の名前で本名ではない。だから君が僕のことを何か変わった名前で呼んだとしても、それが僕に相応ふさわしいものであると理解したら、その呼び名を受け入れようではないか。というわけで、優樹。たまには僕のことを違うふうに呼んではみないかな？　そうだな、例えば幼女の仮名が未知でみっちゃんなのだから、僕の場合はさっちゃんになるわけだ。ふむ、さっちゃんか。そういう童どう謡ようがあったような気がする。まあそれはさておき、どうだね、優樹？　気分転換にでも、僕のことをさっちゃんと呼んでみる気はあるかな？」

「全然ないです」

「そうだね、僕も君のことをゆうちゃんと呼ぶ気はあまりないな」

　何だか、大田と会うと必ずこういうどうでもいい会話をしている気がする。

「お茶淹いれてきますね」

「うん、そうしてくれると僕は嬉うれしい」

　優樹が立ち上がると、今までそのシャツの裾すそを摑つかんでいた未知はズボンの裾を摑み直した。台所に行く優樹に、そのままついていこうとする。

「あー幼女、たまには僕と一対一で会話しようとは思わないかな？　そんなに若いうちから僕と会話するというのは、なかなかできないことだよ？　これは大変貴重な経験だと思うのだけどね。僕は君と積極的に会話したいことがあるかというとそういうわけではないのだが、と、僕が喋しやべっている間にどんどん行かれるとそれはそれで無視されたような気がする。いやいや若人に無視されるというのは僕にとっては日にち常じよう茶さ飯はん事じであるから、別に傷付くというわけでもないが。しかしね、僕は若人が好きで、幼女ほどの若人と会話をする機会はあまりない。僕と幼女がちゃんと会話できるかというと甚はなはだ疑問ではあるのだが、僕としてはぜひとも挑戦したいことなわけだ。というわけでどうかな、幼女？　台所でお湯を沸かしているであろう優樹の側そばにいるとはいえ、僕の声は聞こえているわけだ。まあ君が自身のことを幼女であると理解しているかは少々疑問に思わないでもないが。あー、普ふ段だん優樹にみっちゃんと呼ばれている幼女、と言えば君は自分のこととわかってくれるのだろうか？　君が僕の言うことをどれだけ理解しているか、もしくはまったく理解していないのか、自身が幼女であるという認にん識しきをしているのかいないのか。僕の疑問はつきないわけだ。君としては僕の疑問がどうであろうと関係のないことだろうとは思う。だがしかし、僕を見ようともしないというのは、どうだろうと思うわけだ。外見が怖いから、と言われてしまえば、それは否定できない。……今、唐とう突とつに気が付いたのだが、君は僕がちゃんとした挨あい拶さつをしないから返事をしないのだろうか？　今日、僕がここに入ってきた時『やあ優樹に幼女、元気かな？』と言った。これは僕としては挨拶をしたつもりだったんだが、もう少しわかりやすい挨あい拶さつのほうがよかったのだろうか？　『優ゆう樹きに幼女、こんにちは』と言うべきだったのかな？　それともやはり僕が君のことを幼女と呼ぶのが最大の要因なのだろうか。つまりここは僕が譲じよう歩ほして、君のことを未み知ちと呼ぶのが一番よいのだろう。何しろ、僕は君と会話をしてみたいと思いはするが、君は僕と会話しようなどとは思いもしていないだろうから、君と会話をしたいなら僕が譲歩するのが筋というものだろうね。しかしだからといって、簡かん単たんに道を譲ゆずってしまっていいものか？　これは勝敗でいえば僕が敗北したことになる。僕は決して負けず嫌いなわけではないし」

　大おお田たは唐とう突とつに言葉を切った。優樹が茶ちや碗わんを盆の上にのせて戻ってきて、その足元をやはり未知がちょろちょろしている。やはり未知は大田の方を見ようともしない。

「ふむ」

　大田はぽんと手と手を合わせると、優樹と未知を見比べながら一人で何か納得したような表情で何度も頷うなずいた。

「これ、おやつにしますね。どうもありがとうございます……で、今さらながら思ったんですが、先生」

　熱い茶の入った茶碗を大田の前に出すと、優樹はテーブルの上にあった豆まめ大だい福ふくの箱を手に取った。ソファーに腰掛けると、優樹は箱の包みを開け始める。その両方とも右手である指の動きを、大田は黙だまって見下ろしていた。

「あ、みっちゃん。あたしはさっき手を洗ったけど、みっちゃん手を洗ってなかったでしょ？　何か食べる前は手を洗わないといけないから、洗っておいで」

　ソファーに座らず優樹を見上げていた未知は、一度頷くと再び台所に向かってちょこちょこと歩き出した。

「ふむ」

「先生って、ほんとよく喋しやべりますね」

「何を今さら当たり前のことを言っているのかな、優樹は。僕がよく喋るのなんて、当然のことじゃないか」

「それはわかっているつもりなんですが、あんなにどうでもいいようなことを、深く考えているふうでもなく喋り続けることができるなと思いまして」

「僕は考えると同時に喋っているからね……ところで優樹」

「はい」

「その君の左手は、ちゃんと君の思うとおりに動いているのかな？」

　箱にかけられた紐ひもを解き、包み紙を開いて、箱の蓋ふたを開け、今は包装紙を畳たたんでいる優樹の手の動きを、大田はずっと見ていた。優樹の本来の手である右手と、左手首の先にある右手は、あからさまに色が違う。左手の代わりをしている右手は、血の気が薄うすく白いといってもいいほどだ。

「つなぎ目に包ほう帯たいを巻いているが、しっかり繫つながっているのかな？」

「つなぎ目で色が違うんで、人が見るとおかしいかなって思って、包帯で隠してるだけですよ」

「それを言うなら、右手と左手で色が違うし、だいたい左手が右手なのだからその時点でだいぶ他者は奇妙だと思うのだが」

「それもそうなんですが、この時期から手袋とかして隠すのもおかしいし。買い物の時は、あまり左手は出さないようにはしてますが。そういうところで不便ですけど、それ以外ではとくに支障はないです。触覚もありますから、神経も繫がってると思います、たぶん」

　手を洗って戻ってきた未み知ちが、優ゆう樹きの足元に佇たたずんで優樹を見上げてきた。未知は、決して自分からソファーに座ろうとしない。食べる時も、寝る時も、優樹がその動作を促さないと、やろうとはしない。

　優樹が、右手で自分の横を軽く叩たたくと、未知は優樹の右手と顔を交互に見てからそこに座る。こんなことをしなくても、座りたいところに座ればいいのに、と優樹は思うのだが、どうも未知には『勝手に何かをしたら怒られる』という先入観が刷すり込まれているらしい。それを取り払ってやりたいのだが、どうすればいいのか、優樹にはわからなかった。

「みっちゃん、座りたいところに座っていいんだよ。座ったらいけないところに座ったら、その時は言うから」

「………………はい」

　子供というのは難しいな、と優樹は思った。子供の時のことを参考にしようにも、自分は子供らしくない子供であったし、よく思い出せないからあまり意味がない。

「で、この男の人が豆まめ大だい福ふくを持ってきてくれたから、一いつ緒しよに食べようね。とりあえずお礼でも言ってから食べようか。先生、豆大福ありがとうございました」

　未知は優樹を見上げて、そして正面に座っている大田の方を見た。大田は未知が自分の方を見ていることにすぐに気が付くと、ずれてもいない眼鏡めがねの位置をわざとらしく直し、口元に作ったような笑みを作る。

　大田の顔を見慣れた優樹にさえ、それはひどく怪あやしい表情だった。

「……先生、その笑い方はすごくわざとらしくて、おかしいです」

「うん、僕もそのつもりでやってみたんだが。このあからさまに怪しい僕の動作に幼女はどんな反応を返すか見てみたいなと思ってやってみた」

「……そういうのはやめてほしいんですけど」

　優樹が怯おびえる未知に何か言おうと口を開きかけた時。




　右目の、何もない奥で、何かが動いたような気がした。




　痒かゆいわけでも、痛いわけでもない。ただ、何か。自分の肉ではない何かが、右目の中にあるような気がした。何もない、空洞しかないはずの右目の眼がん窩か。

　優ゆう樹きの右手は、無む意い識しきのうちに右目に伸びていた。

「優樹、顔でも洗ってきたらどうかな？」

　その大おお田たの声がなかったら、優樹はこの場所で右目の中に指を突っ込んでいただろう。大田だけならともかく、未み知ちがいる前でそんなことをしてはいけない。何しろ未知は、いつも優樹の顔を見上げているのだから。

「そうですね……みっちゃん、ちょっと顔を洗ってくるから、豆まめ大だい福ふく食べててね。お茶あるけど、熱かったらふーふーしてから飲んでて」

　右手で未知の頭を軽く撫なでてから、優樹は洗面所に歩いて行く。

　その後ろ姿を寂さびしそうに見つめると、未知はテーブルの上に置いてある豆大福を見た。白い大福に黒い粒が浮かんでいるそれをじっと見る。美味おいしそうに見える。甘い物は好きだ。好きだけど、優樹は甘い物を食べない。優樹が甘い物を食べないので、未知も食べる機会がまったくなかった。だが『たまには甘い物が食べたい』などと言い出すことは、未知にはできなかった。

　わがままを言ってはいけない。優樹が困るようなことをしてはいけない。そうしたら、自分はここにいられなくなってしまう。ここにいられなくなるのは、嫌いやだ。

　今、目の前にある豆大福を、食べてみたいとは思う。でも、本当にこれを食べてもいいのだろうか。未知はそう思ってしまう。

　何も言わずに食べると怒られるし、食べろと言われて食べないと怒られる。優樹は怒らないけど、この目の前にいる人はどうなのだろう。

　優樹に早く戻ってきてほしかった。優樹に触れていると、不安が消えていく。ただ、あの左手にだけは触さわりたくなかった。優樹のことは全然怖くなどないし、側そばにいてほしいし、大好きだ。

　だが、あの左手は嫌だった。形がおかしいとか、そんなことは未知は気にもしていない。しかし、右手と同じようにあの左手に触った時、ぞっとした。冷たかったからとか、どことなくぶよぶよしてたからとか、そんなことは理由ではない。

　あの手は優樹の手ではなく、怖い誰だれかの手だ。そう感じたのだ。

「ふむ」

　左手のことを思い出して身み震ぶるいしていた未知は、大田が唐とう突とつに出した声に縮ちぢこまった。顔を伏せて、時たま大田の様よう子すをちらちらと窺うかがう。

「ふむ、困ったな。どうも君は、誰かに注意される、怒られる、自分の行為を否定される、ということにひどく恐怖を抱いているのだね。そして、君が否定される時は言葉と共に暴力という短たん絡らく的かつ直ちよく截せつ的な手段で返ってきた。それで君は、何かをする前は必ず誰かの顔色を窺いたくなるのだね。例えばこの豆まめ大だい福ふく。優ゆう樹きは、君に食べていいと言った。しかし、僕はまだ何も言ってはいない。幼女、君は今色々なことを考えているのだろうね。この目の前にいる目付きの悪い男は、豆大福を食べたら怒るのだろうか？　それとも食べなかったら怒るのだろうか？　と。それとも、もっと別のことを考えているのかな？　優樹が帰ってくるのを待ってから食べるか、それともとりあえずお茶を飲んでみるとか。君は若人のわりに色々と痛い体験をしたようで、それが君を少々内向的な人間にしてしまっているようだね。まあ今はそれでいいのだろう。しかしこれから先もそれでいいとは決していえないわけだな、これが」

　豆大福を一つ摑つかむと、大おお田たは包んでいる薄うすいビニールを取り払った。そして、それを未み知ちの前に差し出す。未知は驚おどろいたような顔をして大田を見て、次に豆大福を見た。

　この目の前に差し出された豆大福を、自分は取っていいのか。それとも取ってはいけないのか。この人は、自分に豆大福を勧めているのだろうか。食べていいのか、聞いてもいいのだろうか、いけないのだろうか。

　優樹がいれば、それを聞けるのに。

「考えなさい、未知と便べん宜ぎ上じよう呼ばれている幼女」

　名前を呼ばれた。未知にとって、自分の名前はもはや未知でしかなかった。以前呼ばれていた名前が、自分の本当の名前であることは知っている。しかしその名前で呼ばれるのは、未知にとっては痛いことに繫つながる前触れでしかなかった。

　だから、その名前を口に出さなかった。あの名前を、未知は忘れてしまいたかった。だから、優樹に聞かれた時も答えなかった。

（みっちゃん、名前は何て言うのかな？）

　そう聞かれた時、ただ未知は首を振った。知らないわけでもない、答えられないわけでもない、忘れたわけでもない。でも、言いたくなかった。言ったら、きっと自分はその名前で呼ばれるようになってしまうから。

　あの名前で呼ばれるのは嫌いやだ。〝未知〟という、八や牧まきがつけてくれた名前を、自分の本当の名前にしたかった。ずっと〝未知〟と呼ばれ続けていられれば、自分は本当の〝未知〟になれるのだ。

　この幼女は、そう信じていた。

「いけないな、幼女。君は確かに今は未知だ。だが、ずっとそれではいけない。近い将来、君はここを去らなければいけない。君を虐ぎやく待たいしていたであろう親おや許もとに一度は帰って、そこからは人の法によって君が行かねばならないところが決められるのだろうね。そして、君が行かねばならないところは、ここじゃない。いくら君がここに戻ってきたいと思っていても、それはできないことなんだ。なぜなら君は」

　大田は右手で未知に豆大福を差し出したまま、左手で落らつ花か生せいを摘つまみいつものように殻からを剝むかずに口の中に入れた。がり、という音が大田の口の中で響ひびきき、それは未知の耳にも届いた。

「人、だからだ」

　人。未み知ちは、自分が知り合った人々が人ではない、ということは知っていた。八や牧まきの姿を見て、夏か純すみの姿を見て、そして優ゆう樹きの何もない右目と、右手の左手を見て、そして優樹自身がそう言ったから、知っていた。

　ただ、それは彼女にとってどうでもいいことだと思っていた。人だから、とか人でないから、だとかは、自分には何の関係もないことだ。そう信じたかった。そうであってほしかったのだ。

「僕らと君との間には、大変深くて広い溝がある。その溝に橋を架けることはできるかもしれないが、その橋は大変脆もろく、すぐに崩壊してもおかしくないものになるだろう。まあ僕と優樹の間にも溝はある。その溝は決して深くも広くもないが、埋めようのない溝でもあるね。君が人として生きるためには、ここはあまりにも向かない場所だ。君にとって、ここは居い心地ごこちのいい場所なのだろう。虐ぎやく待たいされることのない場所。生きるための衣食住が揃そろっている場所。側そばにいるのは、君にとっては優やさしい人だ。だが、この世界は生きるためだけに生きることのできる世界ではないのだな、これが。……ふむ、生きるためだけに、生きる、か。自分の言った言葉に、今僕は自分で考えてしまったよ。つまりだ、何のために自分は生きているか、と考えることだ。別に、目的がなければ生きていてはいけないというわけではないのだよ？　これを逆に考えると、目的があれば死んでもいい、ということになってしまいそうだ」

　未知は、ただ黙だまって大おお田たの言葉を聞いていた。この男の言っていることを、未知はほとんど理解していない。ただわかるのは、彼が何かを自分に言い聞かせようとしていること。

「目的があれば死んでもいい、か。……ふむ、彼は目的をもって戦いに挑み、そして死んだ。生き残ることを彼は考えていたのかいなかったのか……彼は生きることも考え、そして死んだ時のことも考えていた。そして、死ぬしかないと思ったから、全力を尽くして死んだのだろう……。その死は、ある意味色々なことに影えい響きようを及ぼしているわけだが、それこそが彼の望むところだったのだろう。つまりはこれが『目的があれば死んでもいい』ということなのかな……。だがね、幼女。それを決められるのは本人だけだ。幼女、君だってそうだ。君の生せい殺さつ与よ奪だつの権利は優樹が握っているといっていい。君を生かすも殺すも優樹次第だし、君もそう思っているだろう。それでも、幼女、君の生と死は、君だけのものだ」

　大田は、未知のはげた後頭部を見ていた。彼女がうつむいているから、顔を見ようとしてもそこしか見られないからだ。彼女が自分を見ていないからといっても、耳を塞ふさいでいるわけではないのだから、自分の声は聞こえているはずだ。

　だから大田は喋しやべり続ける。彼の思うままに。

「未知と呼ばれている幼女、僕が君を未知と呼ばないのにはちゃんとした理由がある。未知というのが君の本当の名前ではなく、そして君が『未知』という名を本当の自分の名前にしたがっているからだ。名前、などというのは自分でつけるものではなく、他人がつけるものだ。僕が、僕の本当の名前だと認にん識しきしている名前も、結構前に他者がつけた名前だ。僕は、その名前を僕の本当の名前だと思っている。僕は今、大おお田た真さね章あきという名を名乗っている。これは僕がこの国で生きるために僕自身がつけた名前だ。大田真章というのは間違いなく僕の名前だが、僕は、僕が本来名乗るべき名前を忘れてはいない。つまりだ」

　いったん言葉を切る。未み知ちは相変わらずうつむいているが、膝ひざの上で握にぎり締しめた手が震ふるえているのが大田には見えていた。

「君が、自分を未知であると認にん識しきしても構わないが、君の本当の名前を忘れてはいけないということさ。君にとっては嫌いやな記き憶おくでしかないであろう名前、忘れてしまいたい記憶、思い出すと泣きたくなるような存在、捨ててしまいたいであろうもの。だが、それは捨てられないし、捨ててはいけないものなんだ。忘れたふりをしてもいい、自分では忘れたと思っていてもいい、ただ、それが心の片隅にいつもあるということを、君に覚えておいてほしい」

　何だろう、と未知は思った。この眼鏡めがねの人の長い話は何だろうと未知は思った。相変わらず、何を言っているのかさっぱりわからない。ただ、自分が忘れたいと思っている名前を忘れてはいけない、と言っていることだけはわかってしまった。

　そんなこと、わかりたくなかった。

　忘れたいのに、と未知は思った。あの名前を、本当に忘れてしまいたいのに。

　未知。

　八や牧まきが道端で拾ったから、みち。優樹が、名前を未だ知らないから、未知。

　そうやってつけられた名前。

　自分が好きな人たちがつけてくれた名前。この名前が自分の名前。そう思いたい。そうあってほしいのに。

「僕は、今まで僕が体験したことを何一つ忘れたくない。それがたとえどんなことであろうとね。もしかしたら、これは強きよう迫はく観かん念ねんなのかもしれない。何しろ僕が覚えているものの中には、僕が忘れてしまったら存在そのものがこの世界から消えてしまうものが多くてね。『この世界から消えてしまう』……なかなか、重いものを背負っているような気になるね、これは。まあ僕は背負っている気などさらさらないのだけどね。この頭の中に入っているだけの、ただの記憶さ」

　左手の人差し指で、大田は自身のこめかみを指す。

「幼女、君は自分が未知ではないということを忘れてはいけないよ。だから僕は君のことを幼女と呼ぶんだ。君が、自身を本当に〝未知〟という名前だと思い込んでしまう前にね。だから、僕は君のことをこれからも幼女と呼び続けるだろうね……ところで、君。そろそろ僕の右手の上にある豆まめ大だい福ふくをとって、食べてくれないかな？　季節はもう夏ではないとはいえ、このまま五時間くらい放っておいたら鮮度が落ちてしまう。果物や野菜ではないのだから鮮度が落ちてもどうということはなさそうだし、腐くさりかけの物の方が美味おいしいという意見もあるだろうが、この豆大福は今食べた方がいいと僕は思う。どうかな、幼女？」

　今まで、長い間ずっと大おお田たの声しか聞こえなかったこの部屋が、急に静寂に満ちた。わずかに聞こえてくるのは、外から聞こえる烏の鳴き声と自動車が通り過ぎていく音くらいだ。音のあるのが当たり前だった空間が唐とう突とつに静かになるというのは、未み知ちにとってはひどく恐怖を煽あおるものだった。

　自分の目の前には、先ほどと変わらず豆まめ大だい福ふくが差し出されたままだ。何も変わってはいない。食べていいらしい。食べていいのだろう。

　未知は恐る恐る顔を上げた。豆大福を持っている大田の顔を見る。

　この人は、怖い。未知はずっとそう思っていた。今でもそう思っている。八や牧まきも優ゆう樹きも怖くなかった。虎とら司じは、声は大きいし乱暴そうではあったが、そんなに怖くなかった。夏か純すみは煙草タバコの煙と火が怖かったし、時たま怖い顔をする時もあったが、普ふ段だんはそんなに怖いとも感じなかった。

　しかし、大田だけはいつだって怖かった。目が怖かった。よく話し掛けてくるのが怖かった。自分の顔をじっと見て、話し掛けてくるのが怖かった。

　それに何より、自分が〝未知〟であることを否定しているのが怖かったのだ。

　それではいけない、と彼は言う。

　本当の〝未知〟になりたいのに。

　そうやって見上げた大田の顔は、笑っても怒ってもいなかった。ただ眼鏡めがねの下にある目付きは、いつもよりは柔らかいように未知には見えた。

　未知は、恐る恐る大田の手の上にある豆大福を取った。取る時に未知は、大田の掌てのひらを見た。その手は人並み外れて大きいわけでも、異様に毛深いわけでもない。それなのに未知は、大田の手を見て八牧のことを思い出した。

　やまきのくまさん。

　もうどこにもいないやまきのくまさん。

　今まで忘れていたわけではない、いつだって八牧のことは未知の心の中にあった。それなのに、未知は大田の手を見て八牧のことを思い、八牧のことを思い出して泣きたくなった。八牧と大田は似ても似つかないというのに。

「どうしたね、幼女？　せっかく豆大福を取ったのだから食べたらどうかな。……ふむ、何で洟はなをすすっているのかな？　豆大福を取るのがそんなに怖かったのかな？　そう怖がることもないと思うのだが……僕は、そう察しのいい方ではないから、君が泣きそうな理由を言葉で言ってくれないと理解できないのだが。まあ君は僕に理解してほしいなどとは思っていないのだろうがね。……ううん、なるほど。泣く子と地じ頭とうには勝てないという言葉があるが、確かにこうして泣いている子供を目の前にすると、どうすればいいのか対処に困ってしまうな。いや、放置しておくのが手っ取り早いのだろうが、いくら僕が傍ぼう観かん者しやとはいえ豆大福を齧かじりながら泣く子供を傍観するのはあまり面おも白しろくはないのだが。あー、泣きながら豆大福を食べると喉のどに詰まるかもしれないから、お茶を手元に置いておいたらどうかな。先ほどよりはだいぶ冷めているから、熱くて舌を火傷やけどするということはないと思う。……と、鼻水が垂たれているじゃないか。とりあえずティッシュで洟はなをかむのがいいのではないかな……」

　大おお田たはテーブルの上に載っていたティッシュの箱を未み知ちの前に押しやると、落らつ花か生せいを一ひと摑つかみ口の中に放り込んだ。まとめて嚙かみ砕くだきながら、結局この幼女と会話をしていないことに気が付いた。自分が一方的に話し、何の返事も返ってこない。別にいつものことだから気にもならないが、この子供が自分の言ったことをどう受け止めているのかよくわからないのが、残念といえば残念だ。

「落ち着いたかな、幼女？」

　泣き止み、豆まめ大だい福ふくを食べ終わり、洟をかみ終わって、手を拭ふいた未知を確認してから、大田はそう声をかけた。別に返事など期待もしていなかった。

「……………………ありがとう」

　か細い声が、未知の口から洩もれた。そのひどく小さな声を大田は聞き逃したりはしなかった。

「会話が成立した。多少の驚おどろきを禁じえない。僕と君との会話がよもや成立するとは思わなかった。めでたいことだ、まったく」

　大田は一人頷うなずくと、再び落花生を齧かじり始めた。

　その時、唐とう突とつに電子音が奏でるメロディが部屋の中に響ひびいた。それは優ゆう樹きの机上に置かれた携帯電話の着信を告げる音であった。突然の音にびっくりする未知を放っておいて、大田はその携帯電話に近付いた。画面を確認すると、虎とら司じの携帯電話からかけられているものだとわかった。

　大田は電話を摑みはしたが、それに出ることはしなかった。







　今はない右目。どうしてないのか、理由を思い出すことはできなかった。思い出せないことはたくさんあるような気もするし、少ないような気もする。だが今は、右目がない理由よりは、眼がん窩かの中にある肉の動きをどうにかしたかった。

　痛みはない。以前のように痒かゆいわけでもない。肉が熱を帯びているわけでもなく、寒気を感じるわけでもない。ただ、何かが動いている、ような気がする。頰ほお骨ぼねにまで伝わってくるほどの、肉のうねり。

　とりあえず、顔を洗ってみることにした。蛇じや口ぐちをひねり、水を手ですくって顔に乱暴に叩たたき付ける。水の冷たさは一いつ瞬しゆんの心地良さを与えはするが、それだけだ。それで、肉の動きが止まるわけではない。

（なんなのかな……）

　常に、この肉の盛り上がりがあるわけではない。時たま、何かが隆起してくるように眼窩の中で肉が動き、それに触れようと指を瞼まぶたの中に入れた時には、何事もなかったかのように引っ込んでいる。

　優ゆう樹きは左手で瞼まぶたを押し上げると、右手の指をその中に突っ込んで見た。これは未み知ちの前でやらない方がいいことはわかっていた。人が見てあまり気持ちのいい光景ではないから。人差し指を中に入れて自分の肉に触れる。

　いつも乾いた肉の弾力が返って来るはずなのに、どこか濡ぬれた柔らかい手ごたえがあった。眼球が再生する前兆だろうか、と思ったが、濡れているのは肉ではなく自分の指であることを思い出す。

　何だか、ずいぶん長い間右目のない生活をしてるような気がする。狭い視界にも、すっかり慣れてしまった。右目がないのが当たり前のようになっている。

（……何なんだろうな……）

　この右目を除けば、自分の肉体はそれなりに健康であるような気もする。以前できたことができないというのは若じやつ干かん問題があるのかもしれないが、とりあえず生きてはいる。生きているなら、痛くないなら、それでいいではないか。

　しかし、右目だけではなく、どこか違うところに大きな穴が開いている気がした。いくつもある、思い出せない出来事。この左手の右手もそうだ。この右手は、間違いなく自分のものだと断言できる。しかし、いつこの右手が切り落とされ、いつ新しい右手が生はえてきたのか、それを思い出せなかった。

　八や牧まきを殺したという〝鬼おに斬ぎり〟に寄生された人間のことも、自分は知っているはずだ。大おお田たも虎とら司じも夏か純すみも知っている。……自分も知っている。それなのに、どうしても思い出すことができなかった。

　思い出せなくてもいい、と思う。

　いいと思うのだが。

　たまに、喉のどの奥から、腹の底から、せり上がってくるのだ。それではいけないと。

　思い出さなくてはいけない、忘れてはいけない。どんな記き憶おくであろうと、消したいような記憶であろうとも、忘れてはいけない。

　そんな衝しよう動どうが、浮かび上がってくる。

　それは唐とう突とつにやってきて、恐ろしいほどの軋きしみを優樹にもたらす。痛いのは、身体からだではなく心だった。

　心が、痛い。

　何なんだろう、と思う。

　殴られる。撃うたれる。折られる。抉えぐられる。そういう痛さは、数え切れないほど体験してきた。慣れたくはないのに、いつの間にか慣らされてしまった痛み。耐えられる、我が慢まんできる痛み。そして、痛みを伝達している神経を遮断するという手段を実行するようになり、痛くてもそれなりになんとかできるようにはなっていた。

　しかしこの〝痛さ〟は、耐えるのがつらかった。

　今もそうだ。どこかが痛い。頭でも内ない臓ぞうでもない、手足でも、骨でも、肉でもないどこかが、きちきちと痛みを与えてくる。

　どこから来るのか、原因が何なのかもわからない痛み。優ゆう樹きは、これを心が痛いからだと思っていた。もしかしたら、違うのかもしれない。どこが痛むのかもわからぬこの苦痛は、本当は痛みでもなんでもない、ただの錯覚でしかないのかもしれない。

　だが。

　ぱちん、という軽い音が耳元でしたような気がした。優樹がその方向に視線を向けると、自分の左手がいつのまにか左耳の近くにあり、その指が鳴った音だった。

（……何であたし、指を鳴らしたのかな……？）

　左手を、顔の前に翳かざす。その輪りん郭かくは右手そのものであり、どこか奇妙であった。しかしこの手はやはり自分のものであり、ちゃんと自分の意思で動いてくれる手であった。決して他人のものを移植したわけではない。それは自分がよく理解している。

　しかし、たまにこの手が勝手に動いているような気がしてならない。今もそうだ。優樹は右手で、元右手に触れてみた。触覚はしっかりとしているのに、しっかりと血が通っていないのか、この元右手は本来の右手よりかなり冷たかった。脈の位置を探る。通常の逆位置だが、ちゃんと脈も動いている。指を何度も曲げ、何度も握にぎってみる。

　ちゃんと動いた。

　動きもするし、触覚もある。だが、この手が〝他者〟に対する触覚がまったくないことを優樹は知っていた。右手の指を、左の掌てのひらに置く。指は掌の存在を感じ、掌は指先の熱を間違いなく感じている。

　しかし、この手は他人を感じることはない。

　未み知ちは、優樹の手に触れてくる。彼女が左手を握った時にそれに気が付いた。そして、その時以来、未知が優樹の左手を握ることはなくなった。この手になる前は、あの半ば死んでいた左手でも、包ほう帯たいの上からそっと触れてくることはあったのに。

　その理由を、優樹は未知に聞いたりはしなかった。聞くのが怖かった。この手が自分のものであることは、本当に間違いない。それだけは自分がよくわかるのだ。だが、そう思っているのは自分だけかもしれない。

　この手は、本当は、自分の手ではないのかもしれない。

　優樹は持ち上げた手を下ろすと、もう一度水で顔を洗った。襟えり元もとにまで水が飛び散ったが、そのまま洗い続ける。一分くらいそうやって続けていると、何とか落ち着いたような気がした。痛みもいつの間にかひいている。

　こうやって顔を洗っていると、右目の中も心の痛みも消えている。だから、優樹はそれ以上何もしようとしなかった。また痛みはやってくるのに、『痛くなくなったから』と原因を知ろうともせずに放置してしまう。それがよくないことであるのを、優ゆう樹きは知っていた。

　しかし、どうあがいてもこの痛みがどこからやってくるのかわかるはずもない。そう優樹は自己の中で完結してしまっていた。

　この投げやりな気持ちがどこから来るのか。優樹にはわかるような気がした。

〝それ〟の名は。

　……蛇口から流れっぱなしの水音以外の音が、聞こえてくる。それが自分の携帯電話の着信音だと気が付くのに少々時間がかかった。右手でタオルを摑つかむと、適当に顔を拭ふきながら洗面所を出る。

「電話ですね」

　携帯電話を摑んでいる大おお田たに声をかける。未み知ちは優樹の方を見ながら、豆まめ大だい福ふくを食べていた。一人でちゃんと食べられたようで、少し安心する。

「うん、虎とらくんの携帯からだね」

　少しだけ、嫌いやな予感がした。彼が優樹に電話をかけてくることは決して少なくはなかったが、いつも六課の電話にかけてきていた。何か緊きん急きゆうの用でもあるのか。

　大田が、優樹に向かって携帯電話を差し出してくる。右手の空いていなかった優樹は、それに左手を出して受け取ろうとした。その自分の行為に、なぜか優樹は自分自身で狼ろう狽ばいした。

　大おお田たに、左手を見せてはいけない。なぜか優ゆう樹きはそう思ってしまった。大田は、そんな優樹をほんの少しだけ目をすがめて見下ろしていたが、そのことに彼女は気が付かなかった。

　電話のメロディは一度途と切ぎれて、また最初から同じ音を奏で始めている。

「優樹、とりあえず電話に出なさい」

　優樹が差し出した右手の形をした左手の上に、大田が電話を置く。その時、彼の指が掌てのひらに触れた。触れたのは一秒にも満たない時間であったが、その大田の行為は偶然にしろ故意にしろ、優樹にとってはありがたくないものだった。

　やはりこの左手は、他人を感じ取ることができないことを、あらためて知ってしまったから。

　確かに今、大田の指が掌に触れたのを自分の目は見ていたのに、掌の触覚はそれを感じることができなかった。

　この手は、本当に自分の手のはずなのに。携帯電話に触れているということを、この手の触覚はちゃんと脳に伝えているのに。それなのに、〝他人〟を伝えることはない。それがなぜなのか、いくら考えてもわからなかった。

「優樹」

　大田の呼び掛けに、優樹は電話に出なければならないことを思い出した。今は、深く考えている場合ではなかった。

「もしもし」

[image: ]

　最初に聞こえてきたのは、怯おびえたような女性の息いき遣づかいだった。




　自分が、妙な声を上げたことを、安あん藤どう希のぞみは自覚していなかった。携帯電話に巻きついている細い枝のような蛇は、安藤に触れようとはしない。だが、恐ろしく気持ち悪いのだ、この蛇は。うじゃうじゃとのた打ち回る一本一本が、まるでそれぞれの意思を持っているかのようだ。この蛇の大元にいる人が、虎とらの虎とら司じを殴っているのも理由の一つだったが。

　安藤は、電話を持っていない方の手で、蛇を振り払おうとした。気味が悪くて触さわりたくもないという気持ちはあったが、それよりも怒りの方が先に立った。

　その安藤の手から逃げるように、蛇はあっさりと引っ込んでいく。

『…………もしもし？』

　何か男に言ってやろうとしていた安藤は、自分が電話をかけていたことを思い出して、慌あわてて受話器を耳に当てる。聞こえてきた声は、ずいぶん前に聞いたことがあるような気もする女性の声だったが、それを思い出すのは後でもいいと安藤は思った。

「あ、えと」

　挨あい拶さつをしなければ、という常じよう識しき的な考え方もよぎりはしたが、今は非常時なのだから常識は放っておいてもいいだろう。

「あ、相あい川かわくんが変な男の人に殴られているんです、あ、け、警けい察さつにかけた方がいいですよね。で、でも、相あい川かわくんが登録されている方にかけてほしいって言ったんで、と、とりあえずこっちにかけました。警けい察さつにも」

『それは結構です。一応、私も警察関係者なので』

　安あん藤どうが喋しやべっている間にも、電話の向こうでは色々と慌あわただしくなっているようだった。『でかけてきます、留守番よろしく』だの『先生、ちょっと電話とってください』という声が聞こえてくる。

『場所はどこでしょう？』

「せ、正確な番地はわからないんですが、杉すぎ並なみ区の和わ田だ堀ぼり公園の和田堀池の近くです」

『はい、わかりました。近くに人はいますか？』

　人。

　そういえば、と安藤は思った。確かに人通りの激しい場所では決してないが、深夜でもないのに人がまったく通らないというのは珍しすぎる。周囲に人がいれば、助けを求められるのに。虎司の姿を普通の人間が見たら驚おどろくだろうとか、そんな考えは安藤の中にはまったく生まれてこなかった。

「ひ、人は全然いないんです、すいません、えっとあたし、他ほかにどうすれば……」

『〝彼〟に立ち向かえばいい』

　電話の向こうの声が、唐とう突とつに男の声に変わった。先生、と先ほどの女性が咎とがめるような声がしたが、『君は、夏か純すみにうまく説明してあげるんだ。場所を言うより、君が彼女のいる場所を聞いて、東西南北で方角を説明したほうが早い、そうしてやりなさい』などという会話が途切れ途切れに聞こえてくる。

『いいかい、見知らぬ女子。君が虎とらくんの友人であるなら、君は彼を助けることができる。別に、殴れとか蹴けれとか言っているわけじゃない。ただ、虎とらくんの前に立つだけでいい。それだけでいいんだ。時間さえかければ、後は僕以外の誰だれかが何とかして』

　また電話口の声が変わった。最初に出た女性の声だ。

『……だから先生、勝手に電話取らないでください。えーと、あなたは確か虎くんのクラスメートの安藤さんですね。とにかく、こっちの人手がそっちに行きますから、あなたはその場から離れて。誰かを呼ぼうとか、そういうことは考えないでください。いいですね？　それと、今見ていることは誰にも言わないでくれると色々とありがたいです、ではすぐ行きますから。大丈夫、虎くんは平気ですから。今は切ります、落ち着いたら、こちらからまた連絡を入れさせてもらいます』

　そして電話は切られてしまった。

　……虎とら司じに言われた通りかけたから、これでいいのだろうとは思う。しかし、これからどうすればいいのだろう。女の人はその場から離れてと言った。男の人は、立ち向かえと言った。

　どちらの手段も、安藤には取るのが躊躇ためらわれるものだった。

　ここから離れる。それは殴られている虎とら司じを放っておくということだ。そんなのは嫌いやだった。しかし立ち向かうというのはどうすればいいのだろう。

　虎司の前に立つだけでいい、とあの男の人は言った。それはとても簡かん単たんなことのように聞こえたが、難しいことだった。

　安あん藤どうは、虎司と男の方を見る。奇妙な光景だった。三メートル近い黒い虎が、男に襲おそい掛かっている。男はそれをかわし、虎の巨体を拳こぶしと蹴けりだけで打ち倒している。虎は地に伏してもすぐに起き上がり、また男へと飛び掛かっていく。

　あの、虎の前に立つ。黒い虎が虎司であるというこをすんなりと納得した安藤であったが、ああやって勢い良く動き回る獣けものの前に立ちはだかるということには、若じやつ干かん迷いがあった。タイミングを間違ったら、そのまま虎に跳ね飛ばされてしまいそうな気がした。

　牛の前に立つ闘牛士というのは、こんな気分なのだろうか。ひどく場違いなことを考えている自分に気が付き、そんな自分がおかしかった。

　怖くない、と言ったらそれは大おお噓うそだ。だが安藤が何よりも怖かったのは、牙きばを剝むき出して男に襲い掛かる巨大な虎の姿をした虎司でも、その虎司を殴り続ける男でもなく、あの言葉を信じてしまっている自分自身だった。

　君は、彼を助けることができる。

　誰であるかなど、もちろん知らない。初めて聞いた見知らぬ男のただ一言を、安藤は信じてしまった。安藤がその言葉を信じた理由。その言葉を放った人間を信じていたわけではなく、その内容が信じたいものであったから。

　自分が、虎司を助けることができる。それは、安藤にとってひどく魅力的で抗あらがいがたかった。

　虎司はまったくそんなことを思ってはいないだろうが、彼と出会ってから、安あん藤どうはずっと相川虎司という存在に助けられて生きたのだから。

　毎日学校へ来るのが楽しかった一番の理由は、虎司がいることだった。授業も部活も、時たま疲れてしまうこともあった。嫌いやなことだってあった。だが、虎司はそんな安藤の落ち込みをすべて吹っ飛ばしてくれていた。

　そんな虎司を、自分は助けることができるのだ。

　虎司の行動や言動は、見る人聞く人によれば不快になるものが多かったかもしれない。事実彼は、一部の同級生には嫌われていた。しかしそれと同時に、好かれてもいた。彼自身は知らないだろうし、知ろうともしていなかったが、彼は多くの人に好かれていたのだ。彼に対する好意を密ひそかにとはいえ表明していたのは、安藤だけだったが。

　笑い方が下品だとか、ちびだとか、目付きが悪いとか、ガキだとか、あんなの好きになるなんて趣しゆ味みが悪いとか、散々言われたこともある。

　だが何と言われても、安藤は虎司が好きだった。

　たとえ、その姿が虎であっても。人ではなくても。自分でも不ふ思し議ぎに思うくらい、今もその気持ちに変わりはなかった。

　自分は、確かに趣しゆ味みがよくないのかもしれない。友人に言われたことを今さらながらに思い出して笑いたくなり、そんなことを考えている自分に驚おどろく。

　そして、安あん藤どうは走り出した。




　安藤が電話をかけてくれたのを横目で確認した後、虎とら司じはもう彼女の方を見ていなかった。大地をしっかりと踏ふみ締しめて、目の前にいる山やま崎ざき太た一いち朗ろうを睨にらみつける。

　人の皮をすべて脱ぬぐのはやはり気持ちがいい。窮きゆう屈くつな人の皮に慣れはしたが、この元の姿の方がやはり楽だ。先ほどの中途半端な皮被かぶりの状態よりも、全身に力が行き渡っている。やはりこうして四本の脚で土を踏んだ方がいいものだ。

　虎司は体勢を低くして、下から太一朗を見上げる。右手から生はえている枝は虎司が、先端を視界に入れられないほどの長さになっていた。それがどこに向かって伸びているか、虎司は確認しなかった。そんなことに眼球を動かしている暇ひまがあるなら、攻こう撃げきをする方を選ぶ。

　だから、虎司は太一朗に襲おそい掛かる。安藤が優ゆう樹きなり夏か純すみなりに連絡を入れたのなら、やがて来てくれるだろう。どちらかが来て戦えば形勢は変えられる。虎司はそう考えていた。それは甘い考えなのかもしれない、とは虎司も少しは感じていた。戦いの経験は確かに浅い虎司だが、その本能は目の前の敵がこれ以上ないほどの強敵であることを示している。

　だが、その時はその時だ。本当に駄だ目めだったら、その時は。




　その時は、俺おれが死んじまうだけの話じゃねえか。そん時は、そん時だよなあ。……ああ、そん時は、死ぬ前に、せめてこう安藤の首の肉辺りをいっちょ嚙かんじまいてえなあ。




　虎司は牙きばを剝むき出すと、太一朗のふくらはぎの辺りに飛び掛かった。それを太一朗は飛び退すさって交わし、すぐさま虎司の顎あごに向かって爪つま先さき蹴げりを入れようとする。

　目が、耳が、髯ひげが、毛先が。虎司は全身で太一朗の足の動きを認にん識しきする。今まで感じ取ることのできなかった太一朗のその攻撃を、虎司は初めて見、聞き、感じ、そして避さけることに成功した。

　首をひねって咄とつ嗟さに太一朗の足に空を切らせた。すぐさま前まえ脚あしで軸足を払おうとする、が、額の毛がちりちりと靡なびいたことに気が付いて、身体からだごと後退する。ついさっきまで頭のあった場所に、太一朗の踵かかとが落ちてきた。踵はそのまま地面につけられる。

　それと同時に、脳天に拳こぶしが落ちてきた。ほぼ眉み間けんの中央に当てられたそれはただの拳ではなく、中指のみを突出させた一本拳と呼ばれる空手の技なのだが、そんなことは虎司には関係がなかった。

　ただ、痛いという事実だけが、虎司には重要だった。

　痛い。

　とにかく痛い。

　頭がくらくらする。

　だが、痛がって動かなかったら、また痛い思いをするのはわかりきったことだ。だから虎とら司じは痛さを放っておいて反はん撃げきに移る。我慢できる痛みだ。動けなくなるほどではない。

　それが太た一いち朗ろうの手加減によるものであることを、虎司は充分に理解していた。だが、なぜ彼が手抜きの攻撃を執しつ拗ように繰くり返すのか、それはわからなかった。

　もしかしたら、虎司が獲え物ものを殺す時たまにやる行為と同じことなのかもしれない。一撃を食らわして、弱っているがまだ動ける獲物をわざと解放してやって逃がす。必死になって逃げていくそいつを追いかけて、また逃がして、追いかけて。

　散々いたぶって、弱らせて、体力を失って瀕ひん死しになってから、ゆっくりと食う。

　その自分の行為を、虎司は楽しんでいた。

　なぜそう思うのかはよくわかっていなかったが、どんなに逃げたところで追いつけるのに、残った命を振り絞って生き残ろうとする獲物を追いかけるのは楽しかった。興こう奮ふんした。そうやって、散々追いかけっこをしてから食べた獲物は、普通に捕まえた獲物より肉が美味おいい気がした。

　ああ、そういえば八や牧まきにそんなことを聞いた気がした。

　八牧は何と言っていただろうか。







『大将よお。俺おらあ、たまーに獲物逃がして、それを追っかけてから食うってことやるんだけどよ。大将もやったりするか？』

『…………するな』

『自分でやってて不ふ思し議ぎなんだけどよ、なんであれって楽しいんだろうな？』

『……俺おれは、楽しいからやっているんじゃない』

『じゃ何でやるんだよ』

『面おも白しろいからだ』







　たいして変わらねーじゃんかよ。

　そう虎司は答えた気がする。

　……などとぼけっと考え事をしている場合ではない。戦わなければいけない。戦って攻撃して、あいつをぶち殺してやらねばならない。そうしなければ、こちらが殺される。

　だが、なぜか太一朗からの拳こぶしも蹴けりも今は飛んでこない。何だかよくわからないが、これはチャンスだ。その間にこちらから嚙かみ付いてやる。

　虎とら司じが揺れる世界から回復したその時、目は見慣れた服を見た。鼻は、嗅かぎ慣れた匂においを嗅ぎ取った。髯ひげの毛先が震ふるえているのはなぜだろうか？

　自分の目の前に、安あん藤どうが立っている。

　自分が喰くおうとした安藤が立っている。

　自分に背中を向け、虎司をかばうように太た一いち朗ろうの前に立ちはだかっている。

　何をやってんだ安藤。

　そこをどきやがれ安藤。

　虎司はそう言いたかった。




　鬼おに斬ぎりにもっとも有効な攻こう撃げきと防衛手段は、人間なんだよ。




　そう言った大おお田たの言葉を、虎司は忘れたわけではなかった。この戦いが始まった最初の時から、その大田の言葉は頭の片隅にあった。

　あっただけだった。

　それを実際にやろうなどとは、微み塵じんも思わなかった。




　人間を盾たてにするというのは、対鬼斬り戦では恐らく必須になることだろうね。何しろ〝枝〟が体内に入り込んでしまったら、そこでもう死んだと思った方が早いのだから。〝枝〟の攻撃から身を守る唯一の手段といっていいのが、人を自分の前方に置くこと。……鬼斬りは、決して人間を傷付けることはない。枝は、人間に触れることさえ嫌いやがる。表面積の大きい人間を盾たてにするのがいい。なに、盾にされた方の人間にはまったく危険はないんだから、盾といってもそう大げさに取らなくていい。問題点は、アヤカシである君の前に立ってくれる人間がいるかどうかだね。……まあ優ゆう樹きだったら、あの幼女を首にでもしがみつかせておけば何の問題もないわけだ。夏か純すみは、あまり人との関わりを持ってないようだから、そういう人間のつてはないだろう。虎とらくん、君はどうかな？　君は人間の知り合いを多く持っている。もしかしたら一人くらいはいるんじゃないかな？　君の目の前に立ってくれる人間が。




　その大田の言葉を聞いて、虎司が最初で最後に思い浮かんだ人間は安藤だった。気弱で、人の頼み事を断れない安藤なら、立ってくれるような気はした。そして今、安藤はここにいる。

　だが、嫌いやだった。

　危険はない、と大田は言う。鬼斬りとやらの性能を聞く限り、そうなのだろうとも虎司も思う。

　だが、それでも嫌だったのだ。

　安あん藤どうを盾たてにする、という行為そのものが。……これが安藤以外の人間なら、盾にでも何でもできただろう。だが、安藤だけは嫌いやだ。

　その理由を、虎とら司じ自身もよくわかっていない。だがとにかく、安藤を自分の前に立たせて〝鬼斬り〟の攻こう撃げきから自分を守るというのが。

　虎司には許せない行為だった。

　だがしかし、今安藤は虎司の前に立っている。人の皮を被かぶっている時ならともかく、いや、虎司が人としての姿をとっている時でも、安藤の背中はそう大きくはなかった。背せ丈たけだけは安藤の方が高かったが、それだけの話だ。むしろ、その背中は虎司にから見れば小さく感じられたのだ。

　その安藤の小さな背中が、虎司をかばっている。

　何か。

　何かがどこかから込み上げてくるような、この気持ちは何なんだろう。

　怒りとか、驚おどろきとか、苛いら立だちとか、喜びとか、悲しみとか、そういう感情では一切ない。喰くってしまいたいという食欲でもない。この感情は何なのか。あえていうなら、〝苦しい〟。何がなんだかわからないが、とにかく腹の奥底あたりが苦しくて苦しくてたまらないのだ。

「…………安藤」

　苦しくて苦しくて。思わず安藤の名前を呼んでしまった。




　頼むから、そこに立たないでくれ、安藤。

　お前がそこにいると、俺おれは苦しいんだ。

　わけがわからねえけど、苦しいんだよ。呼吸が、何となくぎこちなくなるような気がすんだよ。毛皮の下が汗をかくんだよ。髯ひげが、変な方向にちりちりするんだよ。鼻の頭が乾くんだよ。牙きばの根元が、うずくんだよ。

　……ああ、俺はお前を喰くいたがって苦しいのか？

　俺はお前を喰いてえ。その思いに何の変わりもねえ。

　でも、今はお前にそこに立たれると、喰いてえの前に苦しいんだよ。

　頼むからどいてくれや、安藤。

　お前のこと喰っていいんなら、後からゆっくり喰うからよ。

　今はそっからどいてくれや、安藤。

　そこにお前が立ってたら、奴やつが俺に攻撃できねえらしいってこたあ、鳥とり頭あたまの野郎に聞いてるけどよ。

　それでも、俺は嫌なんだよ。

　お前にそこに立たれるくらいなら、痛い方が百五十一倍くらいましなんだよ！

　何でかよくわかんねえけど、俺は嫌なんだよ！




「…………安あん藤どう」

　そう呼ぶ虎とら司じの声を、安藤は背中で聞いた。何とか虎司の動きが止まった時を見計らって間に入ることができてよかったと思う。

　いつも虎司の後ろ姿を見るか、横に並ぶかしかしたことのない安藤にとって、彼の前に立つというのはひどく不ふ思し議ぎな気持ちにさせる行為だった。たとえそれが、人ではなく虎の姿の虎司であったとしてもだ。

　虎司の前に立つと、男の動きがぴたりと止まった。その目は安藤を見てはおらず、ひたすらにその後ろにいる虎司を見ている。

　人の姿をしてはいるが、虎司をいじめる見知らぬ男の人と、虎の姿をした虎司。どちらが大切かなど、言うまでもない。目の前にいる大きな男は怖かったが、自分が虎司を助けることができるならその怖さも我慢できる。

「どきやがれよ、安藤……」

　再び虎司の声がした。いつもの安藤なら、虎司に『どけ』と言われたらすぐにどくだろう。だいたい、今までは『どく』必要さえなかったのだ。安藤が虎司の前に立ったことなど、体育祭の男女混合クラス選抜対抗リレーで、自分がアンカーで虎司が第五走者だった時くらいしかない。

　そして今は、どけない時だった。

　安藤は、初めて虎司の言葉を無視し、返事をしなかった。

　虎司の頭が、自分の脇を通って前に出てこようとしてくる。間近で見る虎司の顔は、本当に虎で、猛もう獣じゆうそのものだった。猫のような生き物では断じてない。可愛かわいらしさの欠片かけらもない、凶暴で、獰どう猛もうな顔をした獣けもの。

　それでも、安藤にとって虎司は恐怖の対象にはなりえなかった。

　だから安藤は、前に出ようとする虎司の首にしがみ付いて、彼が前に出ようとするのを止めようとした。これが人の姿をした虎司なら、安藤はとてもこんな行動はとれなかっただろう。しかし、虎の姿をした虎司にはすんなりとそういうことができた。

　虎司の毛皮は、見た目どおりにすべすべしていて触さわり心地がよかった。思わず昔飼っていた犬のことを思い出し、その首筋に顔を埋めたくなる。

「離しやがれよ、安藤」

　低い声だった。その声の調子で、安藤は虎司が怒っていることを察したが、それでも首に回した腕をほどこうとは思わなかった。

「……ごめんなさい」

「謝あやまるんじゃねえ、馬ば鹿か野郎。謝らなくてもいいから、とにかく離せ」

「ごめんなさい、離せない」

「お前が離そうと思えば離せるんだよ、離しやがれ」

「ごめんなさい、離そうと思えないから離せないの」

「馬ば鹿かかお前は」

　きっと自分は馬鹿なのだろう。だから安あん藤どうは、「うん」と頷うなずいた。

「離さなかったら、喰くっちまうぞ」

　虎とら司じが牙きばを剝むき出しているのが見えた。

　その虎司の言葉にはたぶん、噓うそはないのだろう。きっと虎司は自分を食べることができるし、彼が食べると言ったら本当に食べてしまうのだろう。

「うん」

　それがわかっているのに、安藤は頷いてしまった。

　自分でも馬鹿な返事をしていると思う。それなのに頷いてしまった。







「お前は、大馬鹿野郎だ」

「うん」







　そんな会話を続ける二人を、太た一いち朗ろうは黙だまって見ていた。正確には、虎とら司じだけを見ていた。その彼の視線が、初めて空へと向けられる。

　耳と口は安あん藤どうに向けられていても、目と毛は太一朗に向けていた虎司は、彼の目の動きにつられて空を見上げた。

　見慣れた赤い炎が、上空を旋回していた。

[image: ]

　火ひ蜥蜴とかげだ。鳥とり頭あたまもいるように見える。珍しいことだ、肉体労働嫌いな奴やつがここまで来るなんて。

　虎司が彼と彼女に自分の存在を知らせようと息を吸い込んだ時、髯ひげの先が異変を伝えてきた。その異変に慌あわてて視線を空から地面へと移すと、あれほど自分を粘着質に見つめ続け、殴り続けていた太一朗の姿が消えていた。

　足音もなく、土を震ふるわせることもなく、本当に姿が消えてしまっていた。

（……あの野郎……いったい何をしたかったんだ……？）

　そう心の中で思ったところで、答えるものなどいはしなかった。




　その場に残された虎とらと人は、しばらく動くことができなかった。

　虎は、人を首にしがみ付かせたまま動かなかった。

　人は、虎の首にしがみ付いたまま動かなかった。

　二人は、火蜥蜴と巨大な猛もう禽きんが降りてくるまで、そのまま動くことはなかった。
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　齧かじられた指、抉えぐられた肉、折られた骨。一ヶ月少々が経過した今も、元のようには動いてくれない肉体を見ていると、つくづく自分は人間なのだな、と赤あか川がわ大だい介すけは思う。欠けた肉体を再生し、切り離された手足を繫つなぐことを可能とする知り合いたちと比較してはいけない。彼らと自分が違っていることなど、わかりきっている。

　だが、身体からだがうまく動かなくとも、できることはある。考えることもある。

　自分の部下である山やま崎ざき太た一いち朗ろうが、本当に八や牧まき巌いわおを殺してしまったのか。……あの小さな子供の言葉を信じれば、そうなるのだろう。彼がアヤカシ殺害を可能とする奇妙な力を持っていることも、赤川は知っている。

　物的な証拠などない。己の目で見て、己の耳で聞いたことが事実であるという確証があるわけでもない。

　だから、赤川は太一朗に会いたかった。あの日以来、姿を見ないあの男に。それなのに。

　江戸川で久し振りに会った部下たちから聞いたのは、『山崎が休暇をとった』という言葉だった。……別に、とりたてて不ふ思し議ぎなことではないだろう、常ならば。だが今、という時期であることに、赤川は当然疑問を持った。

　捜さなければならない。……だが、赤川には彼を自分で捜すことも、彼を他者に捜させる権限もなかった。思い付く手段は、山崎太一朗が八牧という内閣公認甲種指定生物を殺害したかもしれないという容疑。幼い子供のあやふやな目もく撃げき証言がたった一つあるだけの、根拠のない容疑。

　裏付けのまったくないこの情報を、彼は特遺生物管理委員会に伝えた。伝えただけだ。それ以外に、今の赤川にできることはなかった。

　今さらのように痛み出した骨と肉を抱え、病室の白い天井を見上げながら、赤川は考える。

　自分が何を考え、どう動こうとしても、もはや起きてしまった事態に何ら影えい響きようを与えられない。それを赤川はおぼろげながらわかっていた。

　わかっていても足あ搔がきたかったのに、もうそれさえもできそうになかった。




　困ったな、と片かた倉くら優ゆう樹きは思った。虎とら司じが無事なのはよかった。打だ撲ぼくの痕あとがひどいが、それだけだ。骨が折れていたりひびが入っていたりする様よう子すもない。ただ疲れているのはわかったから、上の階で寝かせておくことにした。少々慌ただしくなったので、未み知ちには宿直室でおとなしくしてもらうことにした。

　そこまではよかったのだが。

「…………ええっと」

　ソファーに座っている虎とら司じと同じ高校の制服を着た女子を見て、優ゆう樹きはまず何と言えばいいのか戸と惑まどった。

「女子高生、どうかな？　とりあえず豆まめ大だい福ふくでも食べてみては。ああ、甘い物を食べる時にはお茶が必要かな？　君は一応お客様だから、僕らがもてなさなくてはいけないかな。まあもてなすといってもたいしたことはできないわけだが。おっと、とりあえず名乗りを上げる必要があるかな。どうも最近、幼女とかそういう呼び方をしていたから、人の見た目で便べん宜ぎ上の名前をつけてしまう。名乗れば早いわけなのだから、あっさりと名乗ってしまえばいいわけだ。というわけで名乗ろう。僕は大おお田た真さね章あき。これは本名ではないのだが、ここではとりあえず本名に近い名前なので大田と呼んでくれたまえ。さて、女子高生。できれば君の名前を聞かせてくれるとありがたいかな。ああ、君が自身のことを女子高生であると任じていて、自分のことを女子高生と呼んでほしいというのなら、あえて名乗る必要はないのだよ？　僕は君のことを女子高生と呼ぶことに何ら疑問を差し挟はさみはしない。反対に、君が僕のことを名前で呼びたくないというのなら、遠えん慮りよなく僕を適当な呼び方をしてくれて構わない。この場合、僕の呼び名はどうなるのか？　大変気になる問題だね。僕は眼鏡めがねをかけているから、眼鏡と呼ぶのがスタンダードなのかな？　でも君も眼鏡をかけている。しかし僕と君とでは眼鏡の形が違う。ふむ、眼鏡一つとっても……」

　大田と夏か純すみが虎司を連れて帰ってきてくれたのは、いい。しかし、なぜこの女子高生まで一いつ緒しよに連れてきてしまったのか？　優樹は頭を抱えたくなる。夏純が抱えてきた虎司を三階の部屋で寝かせて、夏純に服を着せてやり、『そういえば、先生も一緒に行ったはずなのにどうしたかな』と思いながら二階の部屋に戻ってみれば、大田と一人の女子高生がソファーで向かい合って座っている。

　見覚えはある。虎司のことを知らせてくれたのが彼女だというのもわかる。しかし、なぜここにいるのか。大田が連れてきたのはわかるが、どうして大田は彼女をここに連れてきてしまったのか。

　ややこしいことを説明しなければならないのかと思うと、優樹は本当に頭を抱えた。

「…………先生。その人は、安あん藤どう希のぞみさんって人で、虎とらくんの同級生ですよ……安藤さん、たぶん会うのは二回目だと思います。私は片かた倉くら優樹という者で、虎くんの友人であり、警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課の巡査部長です。このよく喋しやべる人は本人も名乗った通り、大田真章といいます。私はこの人のことを先生とか呼んだりしますが、あまり気にしないでください」

　ずっとうつむいていた女子高生──安藤は、立ち上がると優樹に向かって深々と頭を下げる。そして、どこか落ち着かない様よう子すで優樹に向かって話し掛けてくる。

「……えっと、こんにちは。あたしは、相あい川かわくんの同級生で、安藤といいます……あの、相川くんは大丈夫なんでしょうか……なんか、たくさん殴られたみたいで痛そうだったんで……」

「あ、それは大丈夫です。ちょっと寝てるだけなんで、そんなに死にそうとか大おお怪け我がとかいうことは全然ないんで、気にしないでください」

　肉が腫はれあがっているのと、後は夏か純すみが抱えて帰ってきたから毛皮の一部が焦げているくらいだ。心配するようなことはない。

　ないのだが。

　これから先のことを考えると、心配する事ばかりだ。後で虎とら司じに話を聞いて、食事をとってもらって、色々を考えなければならない。

　せめて安あん藤どうがいなければ、まだ一つのことに集中できたのに、と優ゆう樹きは思う。この子を連れてきた大おお田たは、我関せずという風に座っていつものように落らつ花か生せいを殻からごとばりばりと食べ続けている。安藤が不ふ思し議ぎそうにちらちらと視線を送っているのも、まったく気にしていない。人が見ているのだから、少しは殻を剝むくなどの配はい慮りよがほしいものだ。

　この子に、何か説明しないといけないのだろう。……大田が連れてこなければ、何も言わずにすんだのに、と言いたくもなるが、連れてきてしまったものはしかたがない。しかしそれならそれで、大田に責任をとってしっかりと説明してほしいものだ。

「…………先生」

　とりあえず立ったままの安藤に座ることを促し、優樹もまた大田の隣となりに腰掛けた。

「何かな、優樹？　どうしてこの子を連れてきたのか困っているようだが、この女子高生は虎くんの危機を君に伝えてくれた、いわば恩人であり、その恩人を放置しておいて虎くんだけを連れて帰るのはあまりにも失礼なような気がしないでもなかったので、僕や夏純の姿を見てびっくりしている彼女をこうして拉ら致ちしてきたわけだ」

「はあ」

　優樹はしみじみと安藤を観察してみる。どうも落ち着きがない、というかおどおどしているというか、うろたえている、というか。連れてきたとあっさり大田はいうが、ついてくるこの子の神経もどうかしているような気がする。

　大田の本来の姿は巨大な鷲わしで、夏純の姿は炎の塊のようなものだ。大田が何と言ったかは知らないが、そんな大田の背中に乗ってここまで来てしまうというのは、いかがなものか、と優樹は思う。

「ええっと……安藤さん、色々あったと思いますけど……できれば何があったか聞いてもいいですか？」

　まずは、こちらから話を聞いてみよう。何かを説明するにしても、話を聞くことから始めた方がいい気がする。

「ふむ、これは尋じん問もんなのかな、優樹？　君は一応とはいえ本職の警けい察さつ官かんなのだから、尋問調書とかいうものをとらなくてもいいのかな？　……いや、君はそういう堅苦しいことがあまり好きではないから、とらなくてもいいのかもしれない。世の中、好きでないことを避さけては生きてはいけないだろうが、今はいいのではないのかな。だがしかし、それよりも重要なことがあるじゃないか。お客様であるかもしれない彼女に、お茶とお茶菓子の一つも用意してはどうだろうかな、と僕は思う」

　……なのに、こうして大おお田たが横よこ槍やりを入れてしまう。

「あ、いえおかまいなく……」

「と、彼女は言うが、正直に言うと、僕が飲みたい。というわけで、せっかく座ったところを悪いが、お茶を淹いれてくれないかな。飲みたいと主張する僕が淹れるのがよいのだろうけど、僕が淹れるお茶は自分で言うのもなんだがあまり美味おいしくないような気がしてね……というわけで頼むよ」

　優ゆう樹きは一つため息をつくと、安あん藤どうに軽く会釈をしてから立ち上がり、台所へと歩いていく。その後ろ姿をぼんやりと眺めながら、安藤は今さらながらにどうして自分はここに来てしまったのだろうか、と考えた。




「ちんぴら、いないの？」

　空から炎の塊が唐とう突とつに降りてきてそう言い放った時は、安藤は腰が抜けるほど驚おどろいた。涼しい秋の夕暮れが、一気に真夏の炎天下のような暑さへと変わってしまう。二メートルくらいのそのオレンジの火柱は、よく見るとその炎の中に腕があり目があり鼻があり耳があり口がある。何となく爬は虫ちゆう類るいに似ているその姿と、赤とオレンジが入り交じる炎の中で黄金こがね色いろに輝く瞳ひとみは、どこか愛あい嬌きようがあるような気がする。自分の美的感覚は少々変わっているようだ。

　その爬虫類が唐突に言った言葉の意味を安藤はよくわからなかったが、自分のすぐ近くで蹲うずくまっている虎とら司じにはわかったようだ。

「……どっか行っちまった」

　虎司が吐き捨てるようにそういうと、爬虫類は腕を組んで小首を傾かしげた。その動作は、何となく可愛かわいい。

「あら残念。ぶちのめしてやりたかったのに。……どっち行ったかわかる？」

「……さっぱりわからねえ」

「こらこら君たち、のんびり会話している場合じゃない。確かに人通りは今はないが、誰だれか来たら驚かれてしまうじゃないか」

　風を巻き起こしながらもほぼ音を立てずに空から舞い降りてきたのは、大きな黒い鷲わしだった。爬虫類と鷲が虎司の知り合いであることはわかったが、こうも立て続けに色々なことが起きると、何に驚いていいのかわからなくなる安藤である。

　自分の級友が大きな黒い縞しま模も様ようの虎とらで、急に喧けん嘩かを始めて、燃もえている爬虫類と黒い大きな鷲が空を飛んでやってきて会話をしている。今日一日だけで、一生分の不ふ可か思し議ぎを体験したような気がした。

「そーね、あたしはどうでもいいんだけど、優ゆうさんに怒られるのよね。そんでもって、優さんがどっかの誰だれかに怒られるみたいなのよ、人に見られると……って、そちらの人は人間に見えるんだけど。人間に見えるようで、もしかしたらお仲間なの？」

　爬は虫ちゆう類るいの黄金こがね色いろの瞳ひとみが、安あん藤どうを見み据すえる。怖いわけではなかったが、突然のことに思わず安藤は虎とら司じの背中の毛皮を摑つかんでしまった。そのぶ厚い皮下脂肪の手ごたえが気持ちよくて力が入ってしまったが、虎司は何も言わなかった。

「…………安藤は人間だよ。俺おれのダチだよ」

「なーんだ、もう人間に見られちゃってるのね、あたしたち。ま、あたしは別にいいけど」

　安藤が会釈すると、爬虫類は軽い調子で「どもー」とだけ言って彼女から視線を逸そらした。それだけで爬虫類の興きよう味みは安藤から離れてしまったようで、周囲をきょろきょろと見回している。

「ところでちんぴらどっち行ったか見てた？」

「……何か、わからねえうちにいなくなっちまってた」

「……ふむ、どうやら外傷はないようだが、中の方はずいぶんとダメージを受けているようだね、君は」

　虎司の傍かたわらに立ってじっと見つめていた鷲が、嘴くちばしの奥から声を出している。ちょっと大きくてどこかおかしな哺ほ乳にゆう類と鳥ちよう類と爬虫類が会話しているというのは、なかなかシュールな光景だ。

「とりあえず、今はこの場を引き揚げた方がよさそうだね。彼の姿が見えない以上、何もできないのだから。ここで人の姿になると色々と困ったことになるから、飛んで帰ることにしよう。夏か純すみ、虎くんを六課まで連れていってくれたまえ……僕が運ぶと、彼の背中に爪つめを打ち込まないといけないからね。君が温度を下げてがんばった方が、被害が少なくていいと僕は愚ぐ考こうするわけだ」

「はーい、温度下げてがんばっちゃう。なるべく急ぐから我が慢まんしてねー。はい、そこの人ちょっとどいてー。火傷やけどするからねー」

　オレンジ色に燃もえている爬虫類が、ゆらゆらと火の粉を落としながら虎司に近付いてくる。先ほどから暑くて汗を浮かべていた安藤は、新たに襲おそい掛かってきた熱気に思わずあとずさってしまう。しかし、虎司の背中から手を離すことを安藤はためらった。

「…………安藤、離してくれや」

　虎司が振り返って安藤を見ていた。疲労の色が濃こい、黒い瞳。彼が人間の姿をしていた時には見たことのない、どこかつらそうで寂さびしそうなその虎の瞳に、思わず安藤は手を離してしまった。

「ふんじゃ運んじゃうからねー超特急ー」

　爬は虫ちゆう類るいの燃もえる腕が、虎とら司じの肩あたりの皮を摑つかむ。毛が焦げる音に安あん藤どうは思わず小さな声を上げるが、爬虫類はあっという間に上空へと浮かび上がると、すぐにどこかへ飛び去ってしまった。

　爬虫類が空に描いた赤い軌跡はすぐに消えてしまい、安藤は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くす。

　行ってしまった。色々と聞きたいことがあったのに。といっても今は何から聞けばいいのかわからないから、少し落ち着きたい気もするが。

「あ」

　今さらながら気が付いたが、虎司の鞄かばんが置きっぱなしだし、電話も預かったままだ。これらはどうすればいいのだろう。

「あー、そこの女子高生。ちょっといいかな？」

　大きな黒くろ鷲わしが、自分を見ていた。目線の位置は若じやつ干かん安藤の方が高い場所にあるが、それでも安藤はこの猛もう禽きんに圧倒されているような気がする。口調はそう乱暴なところもなくむしろ優やさしいのだが、安藤はこの鷲が怖かった。

「…………はい、なんでしょう？」

　それでも返事をしたのは、この鷲が虎司の知り合いであったから。それに何だかよくわからないこの一連の出来事を説明してくれそうな気がしたからだ。

「ふむ、君は意外と神経が太くできているのかな？　それとも色々ありすぎたゆえに少々感覚が麻ま痺ひしてしまっているのかな？　君くらいの若い人間に僕が話し掛けて『はい、なんでしょう？』などというごくごく常識的な答えが返ってきたのは、久し振りな気がするよ。君から見れば、僕も彼も大変非日常的な存在であるのに、それに日常的な受け答えができる君は、なかなかすごい人間なのかもしれないね……などと一方的に話し掛けている場合ではない。どうかね、女子高生、色々と君の疑問もあることだろうし、僕と一いつ緒しよにちょっとある場所に行かないかな？　決していかがわしい場所に連れて行こうとしているわけではないので安心してくれたまえ。渋しぶ谷やの警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課という立派な警察機構の一部だ」

　そこで言葉を切ると、鷲は周囲をぐるりと見回して「ふむ」と唸うなった。

「…………なるほど、これはどうにも恐ろしいな…………ああ、これは独り言だからあまり気にしないでくれたまえ。少々この場所について、思うところがあっただけだ。で、どうかな、女子高生？　僕は君の常じよう識しきから見ると少々不審人物のように見えるかもしれないが、決してあやしい者ではないよ。あまり説得力はないだろうけどね。まあしかし、そう気にしないで、どうか僕の背中にしがみ付いてはくれないかな？　女子高生」




　そして、背を屈かがめる鷲の背中に乗ってしまった安藤はここに来ることになった。ここに来た理由は色々あるとは思う。その中でもっとも大きな理由は、〝虎司のことをもっと知りたい〟ということだった。

　他ほかにも色々と知りたいことはあるが、一番の理由はそれだった。

「……君は、色々と知りたいからここに来たのだろうね」
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　ぼりぼりと殻からごと落らつ花か生せいを食べる大おお田たと視線を合わさずに、安あん藤どうは頷うなずく。どうして殻を剝むかないか聞いてみたい安藤であったが、それはやめておくことにした。

「君が既すでにわかっていることは、僕や虎とらくんが人間ではないということくらいかな？」

「はい……」

「僕たちは、一般的にはアヤカシと呼称される生き物だ。まあ人間からすれば化け物と思ってくれれば特に問題はないよ。一部の地方では神になったり悪あく魔まになったりしているけどね。で、アヤカシの中には人の世界で暮らしてみたいと思っている物好きが多少はいてね、それが僕であったり虎くんであったりするわけだ。アヤカシが人の世界に来るんじゃない、と思っている人間も多いだろうが、人の世界とアヤカシの世界の境界線を、地面の上に引くのはとても難しいことだ。この国には色々と法律があるから、他の国に比べれば僕たちにとっていいこともある。弊へい害がいもたくさんあるがね……と、君が聞きたいのはこういうことではないのかな？」

　聞きたいこと。確かにたくさんあるのだが、安藤はそれを大田の口から聞きたいわけではなかった。

　安藤は、虎司の口から聞きたかったのだ。虎司のことも、この一連の出来事のことも。

「……えっと、相あい川かわくんは元気なんでしょうか？」

「ああ、これはまた、ずいぶんとあっさりとした質問だね。元気、というのは少し違うな。ずいぶんと嫌いやな殴られ方をされたというのはわかる。毛に隠れてわかりにくいが、あれが人の肌だったら、全身内出血で紫色になっているのが見えただろうね。だがしかし所しよ詮せんあれくらいは怪け我がのうちには入らないよ。寝て、食事でもすればすぐに痛みもひく。アヤカシというのは頑がん丈じようにできているからね……彼と戦ってどうしてあれほどの軽傷ですんだか、ということの方がよほど大きな問題だ」

　彼……と言うのは、あの左ひだり頰ほおに傷のある大男のことなのだろう。枝をぶら下げて、執しつ拗ようなまでに虎とら司じを殴り続けた人。どうして、あそこまで虎司を殴ったのだろう、あの人は。

「あの、どうして相あい川かわくんは喧けん嘩かをしてたんでしょう」

「喧嘩？　……ああ、喧嘩ね。なるほど、君から見れば喧嘩のようなものか……喧嘩というよりは、殺し合いと言った方が正しいとは思うんだけどね。何しろ、彼は僕らアヤカシを殺そうとしている。そして、僕の仲間たちは殺される前に彼を殺そうとしている。いや、なんともはや、不毛な話だと君は思うかもしれないね……」

　殺す。

　唐とう突とつに出てきた物ぶつ騒そうな言葉に、安あん藤どうは身み震ぶるいした。殴り合いだと思って見ていたのが、殺し合いだった。ごくごく普通に、平穏に、十七年というそう長くない人生を歩んできた安藤には、殺し合いなどという単語は咄とつ嗟さに思い付くものではなかった。

「ど、どうしてあの人は、相川くんを殺そうとするんですか？」

「虎とらくんがアヤカシで、彼はアヤカシを殺したいからだよ」

　ひどく、短い答えだった。この、知り合って間もない大おお田たという男がかなりの長話好きで、一言で終わりそうなこともいちいち話を引き延ばして喋しやべっているということは、安藤にもすぐにわかった。そんな長話好きの彼が、あっさりと一言で理由を述べる。

　そのあまりにもシンプルで簡かん潔けつな言葉に、安藤は言葉を失った。

「……そ……」

「む、君は今、そんな理由があっていいのか？　と続けようとしたね？」

　実際その通りだったので、安藤はこくりと頷うなずく。

「確かにそうだ。保身とか捕食とか、そんな理由もなく、ただ殺したいから殺す。これはなかなか理解しがたいものかもしれない。たとえていうならば、人が意味もなく蟻ありを踏ふみ潰つぶす行為に似ているのかもしれない。……いや、これはたとえが違うな。蟻を踏むという行為には、気まぐれがあったりする場合もあるだろう。しかし彼が虎くんを、いや、虎くんに限らずアヤカシを殺そうとするのは、気まぐれでもなんでもない。ただ、『殺す』という明確な意志、それのみだからね」

　恐ろしい話だ。大田が話す内容は、安藤にとってはなかなかに理解しがたい、そして信じがたい話ではある。しかし安藤は、この大田の話を噓うそや冗じよう談だんだと決め付けて笑うことができなかった。

「まあ、あの彼にも色々な事情があるんだよ。彼は今、あまりよろしくないものにとり憑つかれていてね。そのせいで、少々狂っていると称していい状況なんだ。まあ狂っているからといって、何をやってもいいわけではないのだがね。まあ心神喪失状態かそうでないかというのは、裁判なんかでは重要な焦点になるのかもしれないが、人の法というものがはたして彼に適用されるのか、いや、適用されるだろうが、それを適用しようとしてくれる人間が、いるのかどうか。……とにかく、この件に関しては普通の警けい察さつが動いてくれない状態なので、優ゆう樹きのような普通ではない警察が動かなければならないわけだ……本当は、普通の警察が動いてくれた方がいいのにね……」

　大おお田たの話はどんどん独り言のようになっていき、後半の方は安あん藤どうの耳に届いていなかった。しかし安藤も必死になって色々と考えていたので、大田の話をあまり真剣に聞いていなかった。

　あの大きな男の人が虎とら司じを殺そうとしていたなんて。それが、『アヤカシだから』なんて理由からだなんて。そんな理由で、誰だれかが誰かを殺していいわけがない。

「…………アヤカシだから殺すなんて…………」

　その安藤の呟つぶやきを、大田は聞き逃したりはしなかった。

「ふむ、君は『アヤカシだから殺す』というのは、正当な殺害理由ではないと考えるのだね？」

「え……」

「しかし、人の世界では、『アヤカシだから殺す』というのは、なかなかに正当な殺害理由らしいよ。何しろアヤカシの中には、人を殺し捕食するものもいるからね。もっともすべてのアヤカシがそうというわけではないよ。僕は、人間を殺したり食べたりすることはないから、その点は安心してくれたまえ。ずいぶん昔から、人とアヤカシは結構殺し合っていたものなんだよ。あの彼がアヤカシを殺すのも、その名残なごりといっていい。アヤカシに喰くわれ、殺された、多くの人間の怨おん念ねんが、凝こり固かたまって具現化したと評してもいいかもしれないものさ……そう評されるのは、あれにとっては心外なのかもしれないが、そんなことは僕の知ったことではないからいいとして、だ」

　大田が、目をすがめて安藤を見ている。その目は、安藤が先ほど見た巨大な鷲わしの目と同じ、恐ろしく鋭するどい猛もう禽きんの目だ。

「安藤くん。君はアヤカシのことをよくわかっていないね。僕や虎とらくんや夏か純すみが、君が見たことのある既存の生き物の変形型にすぎないから、ただの大きくて喋しやべる動物でしかないとでも思っていないかね？　虎くんはただの大きな黒い虎、僕はただの大きくて黒い鷲、夏純はただの大きな燃もえている空飛ぶ蜥蜴とかげ……まあ夏純が一番アヤカシらしいといえばアヤカシらしい姿をしてはいるね。とにかく君は、僕らのことをアヤカシだとはしっかりと認にん識しきしていないのではないかな？」

　……その大おお田たの言葉に、安あん藤どうは思い当たる節があった。確かに、安藤にとっては虎とら司じは大きな虎のようにしか感じてはいない。アヤカシ、などと言われても、やっぱりそういうものの見方しか安藤にはできなかった。この目の前にいる大田も、安藤にとっては〝よく喋しやべる大きな鷲わしの人〟でしかない。

「……ふむ、どうやら図星のようだね。まあそれでいいのかもしれないがね……とにかく、安藤くん。君はしっかりと認にん識しきした方がいい。僕はただの鳥ではないし、虎とらくんはただの虎ではない。そうでないと……」

　安藤は、大田の次の言葉を待った。〝そうでないと〟この次に、彼は何を言おうとしているのか。しかし大田は何も言わず、また落らつ花か生せいを摑つかんでぼりぼりと食べると、安藤の方を見た。心なしか、先ほどよりは目付きが柔らかくなっているような気がした。

「それはさておきだね、君は何か僕に聞きたいことはないのかな？　君が虎くんと会話したいと思っているのはわかるが、彼には聞けず、僕には聞けることはないのかな？　ないなら別にいいし、あるなら言ってごらん。僕が答えてもいいと思うことなら、僕は喜んで君の質問に答えようじゃないか、安藤くん」

　その大田の言葉に、安藤は何か聞きたいことはあるだろうか考えてみる。しばらく考えてみたが、別に何もないと思った。あえてあるとしたら一つだけだが、それは虎司に聞いた方がいいような気がした。

　すなわち、『虎司が人を食べるアヤカシなのか』ということだ。彼は、安藤を食べると言った。きっと本気なのだろうとは思う。彼は噓うそをついたことがない。きっとこれからもつくことはないだろうと安藤は思っている。

　虎司が自分を食べようとしているのはわかったが、今思い返すと、彼はとても苦しそうだったような気がする。自分を食べようとすると苦しいのか、食べられなかったから苦しかったのか。人の肉を食べないと、虎司は死んでしまうのだろうか？

　そのことを聞こうと安藤が口を開きかけた時、台所の扉が開いて優ゆう樹きが出てきた。

「やあ優樹、すまないね」

「いえ……どうぞ」

　浅あさ草くさで買ってきた、寿す司し屋やで出てくるようなごつい茶ちや碗わんにそれなりに熱い茶を淹いれて戻ってきた優樹は、まずそれを安藤の前に置いた。そして大田の前にも同じように置くと、再びソファーに腰掛ける。

「どうもありがとうございます」

　恐縮して頭を下げる安藤に、優樹は軽く右手を振って応こたえた。

「いえいえ……で、私がいない間にどこまで話は進みましたか？」

「まったく進んでないよ。僕たちが人間でなくアヤカシであることと、虎くんが少々疲れているけど元気であることくらいかな？」

　優ゆう樹きは、自分がいない間大おお田たが何かを喋しやべっていたことを知ってはいる。だが、その内容を聞いてはいなかった。自分が茶の用意をしている間に、それだけしか話が進まなかったということには多少不ふ思し議ぎに思わないでもなかったが、大田のことだ。いつものように、あまり関係ないことを延々と喋り続けていたのかもしれない。だから優樹は、『そうですか』とだけ大田に言った。

「……ええっと安あん藤どうさん、それじゃ和わ田だ堀ぼり池いけで何があったか聞かせてくださると嬉うれしいんですが」

「は、はい」

　安藤は、つい先ほどまでの出来事を思い返しながら話し始める。とはいっても、そうたいしたことは話せない。虎とら司じと公園にいたら、急に虎司がいなくなったこと。池の中から黒い虎が出てきて、左ひだり頰ほおに傷があり、右腕から枝の生はえた男と喧けん嘩かを始めたこと。喧嘩といっても、男の方がほぼ一方的に殴り続けていたこと。その途中で黒い虎が『自分が相あい川かわ虎とら司じである』ことを名乗り、彼が電話をかけてほしいと言ったのでかけたこと。いつの間にか男が消えていたこと。そして大田に連れられてここまでやってきたこと。

　それらのことをつっかえながら話し終えた時、安藤は自分の喉のどが異様に渇かわいていることに初めて気が付いた。出されていた茶を、遠えん慮りよなく一口飲む。適度に温くなったその緑茶は、とても美味おいしく感じられた。

「うーん……事態は結構難しい方向に発展しているようだね」

　話の途中で落らつ花か生せいを食べ尽くしてしまった大おお田たは、手についた落花生の粉を払うとソファーにもたれて腕を組んだ。

「それはまあ後で考えるとして……安藤さん、どうもご迷めい惑わくをおかけしました。色々と驚おどろかれることもあったでしょうが、このことはどうか忘れて、そして内密にしてくださると嬉しいです。早いうちに家に帰って、今日のことはあまり気にせず明日からまたいつもと同じように過ごしてください。……何か、私で説明できることなら、お話しますが」

　できれば、何も言わずに帰ってほしい。そう優樹は思っていたが、安藤から返ってきたのは予想外の言葉だった。

「……相川くんと話したいんです」

　驚いた。この安藤という少女は、どこからどう見ても人間の女子高生であり、それ以上でもそれ以下でもない。虎司のアヤカシとしての姿を直視してなお、彼と会っていったい何を話すというのか。

　彼女と虎司は、確かに仲がよかったのかもしれない。だがそれは、あくまで人間同士という仮定の上に成り立っていたものではなかったのか。虎司がアヤカシだとわかっても、彼女は今までと何も変わらない関係だと思っているのだろうか。

　そんなことは、無理なのに。

　無理なのだ、絶対に。

　アヤカシである虎とら司じと、人である安あん藤どうが。

　人が半分入っている自分にだって無理だったのに。

　…………何が、〝無理〟だったんだっけ。

「あー……」

　何かが脳裏をよぎったような気がした。

「虎とらくんなら、この上の階の部屋で寝転がっているよ。本当に寝ているのか、ただ寝そべっているだけなのかは知らないがね。話せるかどうかは、彼本人を見て自分で考えることだね、安藤くん」

「……はい、ありがとうございます」

　優ゆう樹きが言葉を発する前に大おお田たが虎司の場所を安藤に告げてしまい、それを聞いた安藤は二人に頭を下げると部屋を出て行ってしまう。

「…………先生…………」

　大きくため息をつくと、顔は動かさずに左目だけを動かして横にいる大田を見つめた。

「何か言いたいことがあるようだね、優樹？」

「ありますよ」

「ふむ、言ってみたまえ」

　優樹は立ち上がると、先ほどまで安藤の座っていた場所に座り直し、大田と向かい合う形をとった。

「まず、どうして安藤さんをここに連れてきたのかです。そして何で、安藤さんに虎くんの居場所を教えたかっていうことです……虎くん、あれからすぐに横になったから、まだ人の姿になっていないですよ、たぶん」

「ふむ、どうして君は連れてきてはいけないと思い、居場所を教えてはいけないと思うのかね？　……と、質問を質問で返したいところだが、それをやっていると話が進まなくなってしまう。話が進まないという不毛な事態を僕は大好きなのだが、今は不毛なことをしている場合ではないような気がしないでもないので、しかたないから話を進めようじゃないか。大変不本意ではあるけどね」

　大田は自分で要求したわりにはずっと口をつけていなかった茶を、一気に三分の一ほど飲み干した。

「……温ぬるいね」

「温くなってから飲むからです」

「うん、正論だな……彼女を連れてきた理由、それはこの事態に彼女を巻き込むためだ」

「…………は？」

　いったい大田は何を言っているのか。優樹は間抜けな声を上げてしまう。……そして三秒くらい経たってから、大おお田たが安あん藤どうに何をやらせようとしているのかわかった。

「先生、まさか、あの子を鬼おに斬ぎりと戦う時の盾たてにしようと考えているんですか？」

「そうだよ」

　あまりにもあっさりと答える大田の顔には、悪びれた表情も浮かんでいない。

「幼女一人では、面積が狭すぎる。せいぜい君の頭くらいしか守れないじゃないか。幸い安藤くんは、少々とはいえ背の高い方だ。細身ではあるが、少なくとも幼女よりは盾として優秀だと思うがね」

　優ゆう樹きは、黙だまって自分の額を自分の右手で叩たたいた。左手の右手は膝ひざの上で軽く握にぎられている。その小指がぴくぴく痙けい攣れんしていることに、優樹自身は気が付いていなかった。

「……何てことを言い出すんですか……」

「ふむ、君は反対のようだね。どうしてかな？」

「当たり前じゃないですか！　無関係の人間をこんな危険なことに巻き込むなんて……」

「優樹、その君の考えを僕は否定する」

　大田は眼鏡めがねの蔓つるを指で撫なで、その指で自身の額を軽く撫でた。

「まず無関係ということだが、確かに君は安藤くんとは無関係だ。だが、安藤くんと虎とらくんには現在、立派な友好関係が成立している。鬼斬りとの戦いで虎くんが死ぬような事態になったら、安藤くんは悲しむだろう……ほら、もう彼女は無関係じゃない、立派な関係者じゃないか。それに危険というが、対鬼斬り戦において人間に危険があるなどということはまったくない。むしろ君や虎くんや夏か純すみの方がよほど危険な目に遭あう。鬼斬りは決して人間を殺せない、傷つけられない。人間だけじゃない、犬も猫も鳥も虫も殺せないんだよ。あれはアヤカシだけを殺すものだ」

　まだ茶が半分ほど入っている茶ちや碗わんを弄もてあそんでいた大田の手が止まり、ゆっくりと彼は眼鏡越しの眼光を優樹へと向けた。

「優樹、僕がこんなことを言うのはなんだが、君は鬼斬りを甘く見ているね。あれは、アヤカシが普通に戦って倒せるものではないよ。……それとも何かな？　君はこう思っているのかな？　『自分は二重雑種タブルブリツドだから、普通に鬼斬りと戦って勝つことができる』とでも？」

「それは……」

　考えたことがない、と言えば噓うそになる。その鬼斬りとやらがアヤカシのみを殺すためだけに存在しており、人を殺すことができないというのなら。

　人の血が半分ほど入っている自分なら、何とかなるのではないかと。

「優樹、二重雑種と鬼斬りとが戦った前例を僕は知らない。ゆえに君の考えを真っ向から否定することはできないが、楽観することもできない。君はアヤカシではないが、人でもない。これがどういう事象をもたらすのかは、想像するのが難しい。人の盾は、必要不可欠なものだよ。人がいてさえ、ほんの少しの損害を減らすことしかできないがね……人がいなかったら、とてもひどいことになるんだよ？　……それに、あれは僕が知っている童どう子じ斬ぎりじゃなかった。あれは僕の知らない童子斬りだ」

「……鬼おに斬ぎり、じゃないんですか？」

　童子斬り、というのは今初めて聞く名前である。

「ああ、鬼斬りというのは総称でね……鬼斬りは、数えれば何本も存在するものだ。しかしこの世界に童子斬りは一本しかない。枝分かれを続けて増え続けて来た鬼斬りの最初の一本が童子斬りだ……あの名前を口にするのはあまり好きじゃないんだが、そうも言っていられなさそうなのでね。ちゃんと正式名称で呼ぶことにしよう……あれは、結構恐ろしい生き物になっているよ」

　恐ろしい生き物。

　大おお田たは時たま『怖い』だの『恐ろしい』だの口にする時はあるが、そこに本気が混じっていることはあまりない。だが、今大田が『恐ろしい生き物』と言い放った言葉の中に、優ゆう樹きは彼の言葉にまったくの噓うそがないことを感じ取ってしまう。

「あの和わ田だ堀ぼり池いけに行って、そして虎とらくんの怪け我がの具合を見てわかったことがある。まず、あれは狭い範囲だけど〝隔離〟を使うことができる」

「〝隔離〟……」

　空うつろ木ぎという、ほとんど動くことのない〝生きる屍しかばね〟が行使する〝隔離〟という能力。人をある一定の範囲に寄せ付けない、人の意識から自分の存在を隔離する力。

「あの屍ほどの能力はないようだけどね……アヤカシの意識から切り離すことはできないようだね。僕や夏か純すみが、虎くんを見つけられたくらいだし。あの安あん藤どうさんも、何の問題もなく童子斬りの彼を認にん識しきしていたしね。最初から範囲内にいる人間の意識を切り離すこともできないようだ。ただ、彼を中心とした一定範囲内に、人間を寄せ付けないだけの能力のようだね。……しかし、これは充分に脅きよう威いではある。何しろ、童子斬りの唯一の天敵であるともいえる人間を排除できるのだからね。それに、もっと恐ろしいことがある」

「…………何でしょう？」

「あれは、どうやらより多くのアヤカシを殺そうとしている。通常は三人殺すのが限界だ。その限界を、あの童子斬りは引き延ばそうとしている。安藤くんの話を聞いたが、彼は虎くんの攻こう撃げきを避さけたという。普通の鬼斬りに憑つかれた人間は、敵の攻撃をかわすなどということはしない。かわすことによってできるだけ肉体への負荷を減らしているようだ……優樹」

「はい」

「君が童子斬りに殺されたとしても、童子斬りが活動を終えるかどうかはわからないよ」

「別に、死ぬ気で戦うつもりはありませんよ」

　優樹は即答したが、考えたことがないといえば噓うそにはなる。

　童子斬りの殺傷人数に限りがあり、あと一人殺させてしまえば無害な存在に変わるというのなら。虎とら司じや、夏か純すみや、大おお田たや、この東京、ひいてはこの国に棲すんでいる多くのアヤカシの誰だれかが死なずにすむのなら。

　自分が、殺されてしまえばすむのではないか、と。

　……もちろん、それは本当に最後の、最後の手段だとは思っている。死にたくはない。殺されたくはない。

　ただ。

　放っておいても、自分はそう遠くない将来に死ぬのではないか。そう考えると。

「優ゆう樹き」

　右の右手で左の右手を触さわっていた優樹は、その手を止めて大田の方を見た。眼鏡めがねの下にあるその目は、優樹の手を眺めている。

「死ぬ瞬しゆん間かんまで、君は君でしかない。いや、君は死んでも君でしかない。それを忘れないことだね」

「先生……」

「まあ確かに、世の中には死んだ方がましだというほどつらいことというのはあるのだろうがね。……だが、君ほど色々な目にあってきた二重雑種ダブルブリツドが死んだ方がましだ、などと感じる状況があるとしたら、それはいったいどんな時なんだろうね？　興きよう味みがないといえば噓うそになるが、そんなことがないことを願いたいね」

「……私は、そんな目に遭あいたくはないですよ」

「僕だって嫌いやだ」

　優樹はあまり数の減っていない豆まめ大だい福ふくを一つ摘つまむと、包みを取り払ってから齧かじった。甘い物はそう好物というわけではないが、たまに食べるのも悪くはない。

「……ところで、もう一つ、あの童どう子じ斬ぎりに関して気になることがあるんだが」

「まだあるんですか？」

「そううんざりしないでくれ、僕だって少々うんざりしている……僕が不ふ思し議ぎなのは、あれが〝枝〟を使った攻こう撃げきを一切しなかったことだ。いくら肉体を長持ちさせるためとはいえ、あれの目的は〝アヤカシを殺すこと〟でしかない。目の前にいるアヤカシを殺さない、などということはありえない……それが僕は不思議でならない。なぜ、彼は手足を使った攻撃しか繰くり出さなかったのか、重要器官を狙ねらいもせず、逃げられないように足を折るでもなく、ただ殴る蹴けるだけだったのか。この理由は、なんなのだろうね？」

「……先生にわからないことは、私にもわかりませんよ」

「そうやって、考えることを放棄してはいけないよ、優樹。どうも今回の件では、僕の体験談は半分くらいしか役に立ちそうにないね……なかなか長く生きているからといって、すべてを知り、すべてを見抜く、というわけにはいかないものさ。そして、僕よりはるかに若い人の方が、より深く理解していることだってあるのだろうね」

　大おお田たは、なぜ童どう子じ斬ぎりが虎とら司じを殺さなかったかについてある仮説を立ててはいたが、それを語ることはしなかった。裏打ちできないことを話す、ということが大田の主義に合わないからなどということではない。むしろ仮定だと自分で思っていることを喜んで話す性質であることは、彼自身がよく知っている。

　だが、大田は何も言わずに豆まめ大だい福ふくを一つ手に取り、それをしみじみと眺めると、また元の位置に戻した。

「……食べないんですか？」

「これは豆大福だ」

「……自分で買ってきて、今さらなことを言うんですね」

「豆大福だが、僕の好きな豆とは違うような気がしてね。手に取ってみたが、やはりこれは僕の求めている豆とは違う」

「そりゃ豆大福ですから」

「豆大福。豆とついているのに、僕の好きな豆ではない。不ふ思し議ぎなものだね」

「……ただ単に甘い物が嫌いなだけなんじゃないですか？」

「ふむ、その可能性には思い至らなかった、そうかもしれないね」

　大田は顎あごを撫なでると、先ほど自分が摑つかんだ豆大福をもう一度手に取った。

「……先生、落らつ花か生せいを殻からごと食べることには何も言いませんが、それをビニールごと食べたら美味おいしくないと思いますよ」

「いくら僕でも、さすがにそんなことはしないよ。ちゃんと剝むくさ」

　しばらく掌てのひらの上にある豆大福をまたも眺めると、大田はビニールを丁てい寧ねいに剝はがしてから口の中に丸ごと放り込んだ。もぐもぐと咀そ嚼しやくして飲み込むと、すぐさま残っていたお茶を一気に飲み干す。

「優ゆう樹き」

「はい」

「僕は、豆大福があまり好きではないみたいだ」

「そうみたいですね」

「まあ君も一つ食べてみたらどうだね、豆大福。そして君も、自身が豆大福が好きではないことを認にん識しきするといい」

「……はあ」

　優樹は豆大福を一つ手に取り、大田と同じように丁寧にビニールを剝がそう……としてなぜかうまくいかず、妙な力をかけてしまい大福の皮が破れて中身の餡あんを出してしまった。

「君は器用なくせに、どうしてこういう簡かん単たんなことで不器用さを発揮するんだろうね？　僕はとても不思議に思うよ」

「私にだってわかりませんよ……」

　その見てくれの悪くなってしまった豆まめ大だい福ふくを隠すように、優ゆう樹きはそれを一口で食べ、ろくに嚙かみもせずに飲み込むと茶で流し込んだ。

「嚙まないで食べるのはよくないと思うがね……どうかな、やっぱり君は豆大福が好きではないかな？」

「甘い物が、あまり好きじゃないことは再さい認にん識しきしました……ビール持ってきます」

「そうしたまえ、ついでに、僕にもう一杯お茶を淹いれてくれると嬉うれしいな」

　返事をせずに台所に向かう優樹の後ろ姿を見送りながら、大おお田たは自分がある事を優樹に言わなくて済んだことを確信し、どこかほっとした。

　なぜ、自分が安あん藤どう希のぞみという女子高生に、虎とら司じの居場所をあっさりと教えたのか。それは安藤が虎司に会いたがっているからであり、そして。

　虎司が安藤を喰くいたがっているからだ。

　和わ田だ堀ぼり池いけに着いた時、大田は安藤の首筋にある傷に気が付いてしまった。童どう子じ斬ぎりが人を傷付けることはありえない。それにあの突き刺したような小さな穴は、鋭えい利りなものの先端を押し付けた痕あと。

　あれは虎司の牙きばの痕だ。……優樹が気付かなかったのは、安藤はここに来てから首をすくめて縮ちぢこまっていることが多かったし、嗅きゆう覚かくが鈍にぶっていたのが要因なのだろう。不幸中の幸いともいえる。もし優樹がそれに気付いていたら、絶対に安藤と虎司を会わせるようなことはさせなかっただろう。

　優樹は、アヤカシが人を喰うという行為を嫌っている。食べてしまった後はしかたがないというスタンスを取ってはいるものの、人喰いをしようとしたら止めるだろう。どちらかというとアヤカシ寄りの思考形態を持っているとはいえ、人喰いに関してだけは優樹は人間寄りになる。そのことを否定する気は大田にはない。

　だが、虎司と安藤を会わせるのを優樹に阻そ止しされたくはなかった。

　大田はどうなるか見たかった。首という急所に牙を打ち込んでおきながら、結局喰うことのできなかった人間ともう一度会ったら、虎司はどうするのか。

　あの牙の痕は虎司の迷いだ。虎司は人を喰いたがっている。正確には、安藤希という一個人を喰いたがっている。それなのに、迷っている。

　どうして虎司が迷っているのか？　それは大田にとって非常に興きよう味みがあることだった。虎司は、八や牧まきのように人間を主食にしているわけではない。一度は食べたことがあるそうだが、その時はさして美味うまいとも思わなかったという。

　その彼がなぜ今、人を食したいと思い、なぜ人を食べることに迷っているのか。

　虎司が安藤と会ったら、安藤は喰われてしまうのだろうか。それとも喰われないのだろうか。

　とても興味深いことだ。

　そう考える自分の思考が、決して他者に好まれるものではないことを大田は知っていたが、別にそれはどうでもよかった。

（さて、どうなるのかな……虎とらくん？）

　大おお田たは軽く目を閉じると、天井を見上げた。

　この上に、虎とら司じと安あん藤どうがいるのだ。

　生きつ粋すいのアヤカシと、生粋の人間が。







「こんちはー、女子高生さん」

　階段を昇った安藤は、廊下の真ん中であぐらをかいている夏か純すみに声をかけられた。灰皿を傍かたわらに置き、右手には火の点ついた煙草タバコを持ち、左手で廊下に広げた新聞をめくっている夏純は、大変行ぎよう儀ぎが悪く見える。

「…………こ、こんにちは」

　この長い髪の綺き麗れいな女の人が先ほどの燃もえる爬は虫ちゆう類るいなのだ。容姿は似ても似つかないが、その喋しやべり方で、安藤は事実を察することができた。

「あの、相あい川かわくんはどこでしょう？」

「んー？　そこの部屋。寝転がってる。さっきは牛乳かぷかぷ飲んでた」

「会ってもいいですか？」

「いいんじゃないの？　寝てたって誰だれかが近付けば起きるだろうし。……あー、でもいいのかなー」

　フィルター近くまで吸った煙草を灰皿に押し付けると、夏純はベルトのポーチから煙草を一本取り出してその先端に軽く人差し指をつける。それだけの動作で、煙草に火が点いた。これは手品なのか、それともアヤカシというのはこういうことができる生き物なのか、安藤は考えてみたが、今はそれは放っておいてもいいことだと思った。

「えっと、何かいけないことが……」

「あー！」

　急に夏純が大きな声を出したので、安藤は驚おどろいて縮ちぢこまる。

「人前じゃ指でつけちゃいけないって優ゆうさんに言われてたのに、指でつけちゃった！　あー駄だ目めねあたしったら……あ、驚いた？　ごめんねー。今火がついちゃったのは、そんなに気にしなくてもいいのよ？　ほんと、今のはあたしがうっかりしてたの。だから、そんなに驚かなくてもいいのに」

「……はい、すいません」

　別に自分が悪いわけでもないのに、なんとなく謝あやまってしまう安藤であった。それに自分が驚いたのは、夏純が指で火をつけたことではなく、夏純が上げた「あー！」という大声の方なのだが。

「では、ちょっと失礼します」

　いちいち自分が驚おどろいた理由を説明することもあるまい。そう思った安あん藤どうが軽く頭を下げてからドアノブに手をかけると、先ほどよりは小さな声で、またも夏か純すみが「あー」と唸うなり声を上げる。

「えとね、女子高生さん、ちょっと待って」

　待てと言われたら待たねばなるまい。安藤はドアノブから手を離して一歩下がる。

「えと、虎とらくん人の皮被かぶってないけどいい？」

　人の皮。その聞き慣れない言葉に、安藤は首をかしげる。

「人の皮を被るのって、結構疲れるのよねー。疲れてる時は、被るのいやんなっちゃう。とくに怪け我がしてる時とかは、すごく窮きゆう屈くつだから被らないの。虎くんすごく大きな怪我してるわけじゃないけど、ちょっとは怪我してるし、皮被るのもめんどくさいから、あのまんまなのよね。それでもいいのかなーって」

　あのまんま。それはつまり、あの黒い大きな虎の姿のまま、ということなのだろう。もう今さら、虎とら司じの姿が虎であることに驚おどろくことはない。いきなり虎司が大きな白いライオンになっていたら驚くかもしれないが。

　だから安藤は、「かまいません」と至し極ごく簡かん潔けつに答えた。だがその安藤の答えに、夏純は唸うなりながら、自身の長い髪を煙草タバコを持っていない方の手で梳すいた。

「んー、女子高生さんはかまわないかもしれないけど、虎くんはどーかなーって思うのよ。あたしとかは、別に人の皮被ってないところ人間に見られても全然かまわないんだけど。ほら虎くんは一応学校行ったりしてるから。人に皮を被ってないところ見られるのはまずいんじゃないかなーって思って」

　そこまで言ってから、夏純は安藤の顔を下から覗のぞき込んだ。そして、何かに気が付いたかのように頷うなずくと、「あ」という声を上げる。自分の顔がどうかしたのだろうか。安藤が思わずたじろいでいると。

「なーんだ、どっかで会ったような気がするなーと思ってた女子高生さんだとは思ったけど、よく見たらさっきの池の近くにいた女子高生さんじゃん。なら、さっき人の皮脱ぬいでる虎くん見てたわよね？　何の問題もないじゃない。人が悪いのねー、先に言ってくれればよかったのに」

　……この人は、今まで気がつかなかったのだろうか？　そんなに自分は個性のない顔をしているのだろうか。少しだけ悲しくなる安藤である。

「うーん、やっぱり一回見ただけの人間の顔って簡単に覚えられないわねー」

「……すいません」

　自分が悪いわけでもないのに、またも謝ってしまう弱気な安藤であった。しかし、そんな安藤も、さすがに一つだけ夏純に言いたいことがあった。

「あの、あたしは安あん藤どう希のぞみって言います。よろしくお願いします」

　いくら名前がわからないからといって、こうも女子高生女子高生とばかり呼ばれるのはあまり気持ちのいいものではなかった。

「あー、そういう名前なのね。あたしは帆ほ村むら夏か純すみ。よろしくー。人の名前と顔覚えるの苦にが手てだけど、覚えられるようにがんばってみる」

　どうも虎とら司じの知り合いというのは変わった人たちが多いようだ。そんな感想を抱きながら、安藤は虎司がいるという部屋の扉を開けた。




　そこは広く、そして暗い部屋だった。照明はついていないが、窓から差し込むわずかな光だけで充分だった。部屋の片隅でうずくまっている大きな黒い塊。それ以外にこの部屋には何もなく、その場所を知ることができれば安藤はそれでよいのだから。

　窓の外は、既すでに日が落ちかけている。あの公園での出来事からそう長い時間が経過しているわけではないことに気が付いて、安藤は少しだけ戸と惑まどった。もう半日くらいは経過しているような気がした。

　安藤は靴くつを脱ぬいでから、部屋の中に一歩を踏み出した。床の冷たさが、足の裏から伝わってくる。部屋の入り口から虎司のいるであろう部屋の隅まで、それなりの距離がある。虎司が寝ていると悪いと思った安藤は、なるべく足音を立てないようにゆっくりと歩いた。フローリングの床は気を付けなくともそう大きな足音を立てることはなかったが、それでも安藤はできる限りそろそろと歩みを進める。

　手を伸ばせば虎司に触れられるほど近付いた頃ころには、目がだいぶこの暗さに慣れていた。そのため、虎司の姿もしっかりと見ることができる。暗くら闇やみに溶けてしまいそうな黒い縞しま模も様よう。四本の脚あしを壁かべに向け、頭を抱え込むようにし、背中を丸めて寝ているその姿は、虎とらというよりは大きな黒猫のように感じられた。

　安藤は、手を伸ばせば虎司に触れられるくらいの距離にまで近寄ると、音を立てないようにそっとその場に正座した。色々と話したいことはたくさんある。だが、こうして彼の側そばにいられるだけでも安藤は充分幸せな気持ちになれるような気がした。

（あたし、どうかしてるのかな……）

　好きな級友の正体が、人間ではなく黒い大きな虎であった。もっと動揺してもいいはずなのに、結局今の今まで、その事実にうろたえることもなくここまで来てしまった。こうして目の前に寝そべっている虎を見ても、『ああ、これが相あい川かわくんの本当の姿なのね』と納得している自分がいる。

　じっとその背中を眺めていた安藤だったが、ふとその毛皮に触さわりたくなった。彼が人の姿をしていた時は、触りたくても触れなかった虎司だが、今はそんな気後れはまったくない。彼が虎ではあるが猫のように見えるからだろうか。

　猫は敏感な生き物だから、背中を撫なでればきっと目を覚ましてしまうだろう。せっかく寝ているのを起こしては悪い。安あん藤どうは手を伸ばしたい衝しよう動どうをぐっと抑え込んで、ただその艶つややかな縞しま模も様ようをじっと見つめた。
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　本当に、綺き麗れいだ。

　毛色だけではない。その猛もう獣じゆうとしてのフォルムが、芸術品のように安藤には感じる。頭を前脚で抱え込んでいるように丸くなるその姿は、愛らしい。

　……結局、安藤は大おお田たが言うように、虎とら司じのことを『猫の延長上にいる生き物』という認にん識しきしかできていなかった。こうして虎司を見ても、安藤にとってはアヤカシなどというよくわからない生き物ではなく、大きな猫や虎のようなものだった。

　耳に痛いほどの静寂の中、唐とう突とつにぱしっという何かが床を叩たたく音が響ひびいた。ひたすらに虎司の背中ばかり見ていた安藤は、その音に思わず息を吞のんだ。一気に身体からだが熱くなり、汗が噴ふきだしてくる。ひっ、という自分の出した音に自分で驚おどろき、思わず仰のけ反ぞった。ひっくり返りそうになるのを、手で身体を支えることで堪こらえる。

　ふと視界の隅に動くものを見つけた。暗くら闇やみの中でゆらゆらと揺れている長く太い蛇のようなそれは、先ほど虎司をいじめていたあの男がぶら下げていた茶色い紐ひもを連想させられる。安藤は身み震ぶるいしたくなる自分を必死に抑え込み、自分がいったい何をすればいいのかを真剣に考え始める。

「…………安あん藤どうよお。お前、何でここにいんだよ」

　くぐもってはいるが、聞き慣れた声。

「あ、相あい川かわくん……」

　なぜ自分がここにいるか、説明しなければならない。しっかりと伝えるために姿勢を正そうとした時、またぱしっという音がして安藤は再び仰のけ反ぞった。その音は、虎とら司じの後うしろ脚あしの方から聞こえてくるような気がした。

「お前、何で俺おれの尻尾しつぽの音に驚おどろいてんだよ」

「え」

　尻尾。安藤が音のした方向を見ると、そこには虎司の尻尾があった。一メートルはありそうなその長く太い尻尾は、確かに虎司から生はえているものであり、黒い縞しま模も様ようもしっかりと浮かび上がっていた。

「……き、急に音がするからびっくりして」

「これくらいで驚いてんじゃねえよ」

　虎司の口調はあからさまに不ふ機き嫌げんで、怒っているように安藤には感じられた。たいていこういう時は、虎司はお腹なかがすいているのだ。虎司が怒っている姿を何度か見たことはあったが、それはいつも食べ物がない時だった。それとも、寝ていたのに起こしてしまったから怒っているのだろうか。

「……ごめんなさい、起こしちゃった？」

「俺おらぁ、最初から起きてるよ。人が側そばにいると寝れねえ性質なんだよ、俺ぁよ」

　やはり、自分のせいなのだろう。安藤は思わず首をすくめる。

「ごめんなさい、起こしちゃって」

「ああ？　……いちいち謝あやまってんじゃねえよ。だいたい、俺が寝てたか起きてたかなんてのは俺にとっちゃあどうでもいいことなんだよ……俺ぁお前に、何でここにいんのかって聞いてんだよ」

「あ……ご、ごめんなさい。大おお田たさんていう人に連れてきてもらったの」

「いちいち謝あやまるんじゃねえって言ってるだろが。……けっ、あの鳥とり頭あたまの野郎が……お前もほいほいついてきてんじゃねーよ。何で帰らねえんだよ。何でここに来ちまうんだよ、家に帰れなくなるだろうがよ……」

「ま、まだ六時にもなってないし、それに」

「まだも何も、あったもんじゃねえんだよ。それに俺は別に時間のことを言ってんじゃねえんだよ」

　ぱしっ、ぱしっと、虎司が定期的に尻尾で床を叩く音だけが聞こえる。虎司は寝そべったまま、安藤の方を見ようともしない。

「俺ぁもう学校にゃあ行けねえ。この国で真っ当な生活を送ることもたぶんできねえ。もう俺と関かかわり合おうとするんじゃねえよ」

「…………学校に行けないのって、あたしが相あい川かわくんのこと……人間じゃないって知っちゃったから？」

「……それもあるがよ。それだけじゃねえんだよ。……お前は知らねえだろうけど、俺おれらみたいなのがこの国でのんべんだらりと生きてくにゃあ、色々とややこしい決まりってもんがあんだよ」

　内閣公認のアヤカシが『自身がアヤカシであることを周囲に隠してはいけない』のとは反対に、委員会登録のアヤカシには『自身がアヤカシであることを周囲にばらしてはいけない』という決まりがある。この決まりを破ったら、何か罰ばつ則そくがあったような気がするが、そこまで虎司は法律を読み込んでいない。

　すべての決まりを律りち儀ぎに守っているつもりはないが、こうして安あん藤どうにばれてしまった以上、もう普通に学校に行くことはできない。

「あ、あたし、内ない緒しよにしておくから。相川くんが……その、とっても大きな虎とらなこと。だから、学校に」

　そう続けようとした安藤だが、虎とら司じがのっそりとした動きで起き上がったので口をつぐんだ。虎司は姿勢を変えると、伏せの体勢をとって安藤の方を見る。

　この時安藤は、虎司の顔を初めて正面からじっくりと見た。大きな口の脇から飛び出している鋭するどい牙きば、黒光りする鼻は、湿っているようにも乾いているようにも見えた。その瞳ひとみは暗くら闇やみの中で丸く開いており、鼻の脇から生はえた彼の髯ひげがぴくぴくと震ふるえている。額の縞しま模も様ようが綺き麗れいだ、と安藤は思った。

「安藤よう……お前は俺のことよくわかってねえな……」

　自分が虎司についてわかっていること。乱暴なこと、粗そ雑ざつなこと、たくさん食べること、肉が好きなこと、野菜が嫌いなこと、猫ねこ背ぜなこと、三さん白ぱく眼がんなこと、歯がやけに鋭いこと、歯は茎ぐきがつやつやしていること、足が速いこと、野球は西武ライオンズファンであること。

　ごくたまに安藤に対して優やさしいこと。

　そして、さっき知ったばかりだが、とても大きな虎であること。

　自分が知っているのは、これくらいだ。

「うん、たくさんはわからない……でも」

「でもも何もあったもんじゃねえんだよ！　それとお前はでけえ勘かん違ちがいしていやがる！　俺は虎ってえ生き物に似てるけどよ、虎じゃねえんだよ！　虎って生き物にちょいと似てるアヤカシってもんなんだよ！」

　虎司がぐいっと牙を剝むき出した。ああ、これも彼のくせだ。笑う時だけでなく、機き嫌げんが悪い時も、彼はこうやって歯を剝きだす。虎司に威い嚇かくされているというのに、冷静にそんなことを考えている自分はどうかしている。

「安あん藤どうよう……俺おれが、今お前のことをどんな気持ちで見てるのかわかってんのか？　わかってねえんだろうな。俺が何を考えてんのかもわかんねえんだろうな？　だいたい俺ぁお前に言ったはずじゃねえかよ、この野郎。お前も返事しやがったくせに、お前は忘れてちまってんのか、ああ？」

　何か自分は虎とら司じと約束しただろうか。何か大事な約束をしたのなら、どうあっても思い出さなければならない。自分が忘れていることなら、なおさらだ。

「ごめんなさい……相あい川かわくんあたしに何を言ったの？」

　今まで見えていた虎司の顔が、急に見えなくなった。どん、と肩を押されて床に叩たたきつけられ、後頭部を床に打ち付けてしまう。頭がくらくらする。左肩の辺りを押さえ付けられて、身動きがとれなくなったが、そんなことをされなくても頭が痛くて起き上がることなどできなかった。

　突然来た衝しよう撃げきに安藤がぼんやりと天井を見上げていると、そこにぬっと大きな黒い獣けものの顔が現れる。眼鏡めがねがずれてしまったためによく見えないが、白い牙とそこからのぞいている赤い口の中はおぼろげに見えていた。

「安藤……お前はずいぶんと忘れっぽくていやがるんだな……俺は言っただろうがよ！　確かに俺はお前に言って、お前はうんって言ったじゃねえか！　それも二回も！　ついさっきのことをお前は忘れちまったのかもしれねえけど、俺は忘れちゃいねえぞ！」

　顔の上に、ぽたぽたと何か温かい液体が落ちてくる。安藤は最初虎司が泣いているのかと思ったが、その液体が目ではなく彼の口から垂たれていることに気が付いた。

　それは虎司の涎よだれだった。口角にあわになるほどの涎がたまっている。その涎は眼鏡の上にまで落ちてきて、安藤の目の前すべてが歪ゆがんだ。

「俺は言ったよな、安藤!?　俺はお前のことを……」




　喰くわせてくれ、と言った。

　喰っちまうぞ、と言った。

　それに対する安藤の答えは、「うん」だった。




　牙きばががちがちと震ふるえた。今、この場所なら安藤を喰ってしまえる。優ゆう樹きが下にいるが、殺してしまえばやってしまったもの勝ちだ。

　邪じや魔まする者は誰だれもいない。ここなら、安藤を骨も残さずに喰うことができる。舌を伸ばすと、虎司は安藤の顎あごの辺りから額までをゆっくりと舐なめた。自分の涎よだれの味にごまかされて、安藤の顔の味がよくわからないのがつまらない。安藤の顔を汚している自身の涎を舐め取ろうとして、自分の唾だ液えきを安藤の顔に塗りたくる。邪魔な眼鏡を舌で跳ね飛ばすと、安藤が固く目を閉じるのがわかった。薄うす暗ぐらい部屋の中で、安藤の顔が唾液に濡れててらてらと光るのが虎司には見えていた。

　ぐう、と大きく腹の虫が鳴る。

　その瞼まぶたの上を一度舐なめ、虎とら司じは安あん藤どうの頰ほおの辺りに舌を這はわせると、舌の根元に力をぐっと込めた。ざらついた虎司の舌が加減をせずに安藤の皮ひ膚ふを舐めれば、皮膚と共に肉もまた削そげ落ちて、虎司の腹の中に入ってくる。虎司の舌は、そうやって骨から肉を削ぎとりやすいようにざらついているのだから。

　しかし。

（……まだ生きてるから、痛えだろうなあ……）

　生きたまま肉を削ぎ取る。自分は新鮮な生きている肉を喰くえるが、安藤は痛いだろう。痛くないように、殺してから喰った方がやはりいいか。

　舌を引っ込めると、牙きばを首筋に当てる。嚙かみ切ってしまえば、すぐに安藤は死ぬ。だが、やはり少しは安藤は苦しんでしまうのだろうか。痛みも苦しみもまったくなく殺す方法というのはないのか。

　喰ってしまいたい。

　喰いたい。

　喰いたい。

　喰いたい。

　だが、喰ったら痛いし、安藤が死んじまう。

　覚悟を決めたはずなのに、どうして俺おれは迷っちまうんだ。これがいったい何度目の覚悟ってやつだ？

　痛くたって、死んじまっちまったって、いいじゃねえかよ、それで俺の腹はいっぱいになるし、俺は満足するんだからよ。

　それでいいじゃねえかよ、安藤が死んじまうだけの話じゃねえか。

　殺して、喰って、腹いっぱいになる。

　いつもやってることじゃねえか、俺が。

　犬だって猫だって鹿しかだって猪いのししだって──人間だって、殺して喰ったじゃねえか、俺は。

　それと何が違うってんだよ、何にも変わらねえじゃんかよ。

　ちくしょう、どうして俺のこの顎あごはこんなに震ふるえていやがるんだ。

　これじゃ牙きばがちくちく首に刺さって血が出るだけで、安藤が痛いだけじゃねえか。

　鑢やすりを嚙かむみたいに力を入れちまえ。

　ぐっと入れちまえ。

　そうすりゃ安藤もあまり苦しまねえで死ぬだろうし、俺は死んだこいつを。




　喰う。




　虎とら司じの牙きばが、自分の首に刺さっているのがわかる。牙が離れたと思ったら、また刺さってくる。ちょっと痛い。そのままぐさりとこの牙が刺さったら、自分は死んでしまうんだろうな。

　安あん藤どうはそんなことをぼんやりと考えていた。死ぬのも痛いのも怖い。死にたくないし、痛いのも嫌いやだ。このまま虎司に嚙かまれたら自分は死んで、そして。

　彼の言う通りに食べられてしまうのだろう。

　食べられる。

　食べられることは怖い。

　すごく怖い。

　とても怖い、はずなのだが。

　固く閉じていた目を、少しだけ開ける。見えるのは、虎司の黒い毛皮だけだった。今、自分がいったい何を考えて彼の黒い毛を見ているのか、安藤にはよくわからなかった。眼鏡めがねが落ちてしまったせいで、虎司の輪りん郭かくもぼやけて見える。ただ、首に突き立っている牙と、左肩を押さえている大きな前まえ脚あしだけは、見えなくともしっかりと感じられた。

　食べられたら死ぬということはわかる。それとも、死んでから食べられるのだろうか。どちらもたいして違わないような気もする。

　きっととても痛いのだろう。死んでしまうくらいに痛いのだろう。

　どれくらい痛くて、怖いことなのか想像もつかない。

　自分はいったいどうすればいいのだろうか……と考えてみて、動けないのだから何もできないな、とあっさりと納得した。

　食べられて、痛くて、怖くて、死ぬ。

　恐ろしくて、嫌なことだ、とてもとても嫌なことだ。

　でも。







　でも、相あい川かわくんがそうしたいなら、そうすればいいと思う。







　そんなことを考えている自分自身に、安藤も驚おどろきはしている。

　自分は虎司が好きだ。虎であろうとアヤカシであろうと。しかしいくら好きだからと言って、食べられてもいいと思うなんて、自分はきっとおかしいのだろう。

　今は食べられてもいいと思っていても、もし食べられたらきっと後悔して、泣き叫んで、『食べないで、食べないで』と懇こん願がんするのかもしれない。

　しかし、今、この瞬しゆん間かん。

　そんな気持ちが微み塵じんも浮かんでこない自分がここにいるのも、紛まぎれもない事実なのだ。

　虎とら司じに首を嚙かまれ、肩を押さえ込まれ、ぼんやりと天井を眺めている。きっと自分は死んでしまうんだろうな、などとどこか落ち着いている自分がいる。食べられてしまう、とは思っても、殺される、という言葉が思い浮かばないのはなぜだろう？

　そんな死と隣となり合わせの瞬しゆん間かんの中、安あん藤どうは色々なことを考えていた。




　お父さん、お母さん、お姉ちゃん、死んじゃうかもしれないけどごめんなさい。今日の夕ご飯なんだったのかな。あ、もうちょっとがんばって自己記録更新したかったな。一度くらい桝ます席せきに行ってみたかったかも。公園に自転車置いてきちゃった、鍵かぎかけたっけ。学園祭、もうすぐだったのに。修学旅行行きたかったな、北ほつ海かい道どう、行ったことないし……時計台の前で写真撮りたかったな……できれば相川くんと。




　あ。




　食べられてしまう前にできること、そしてやりたいことがあった。思い出せてよかった。これをやらずに死んでしまったら、それはきっと後悔するだろう。

　今までは、言えなかった。言ったら、そこで何もかもが終わってしまいそうな気がしたから。

　でも、今なら。言っても言わなくても、終わってしまうなら。

　今なら、言える。

　だから安藤は、動く右手を何とか伸ばして、虎司の身体からだに触れた。

　指に触れた毛先は少しだけちりちりしていたが、掌てのひらに触れる感触は柔らかく、温かかった。触さわっているだけで気持ちがよくなるほどに。




　安藤の右手が、自分の脇腹辺りを撫なでているのがわかった。毛を引っ張るわけでも、毛皮をつねるわけでもなく、ただ手て触ざわりを楽しむかのように、何度も何度もただひたすらに撫でられている。

　その撫でられるという行為を、虎司はうっとうしいと感じなかった。むしろ、気持ちがよいと感じるほどに。

　顎あごに力が入らない。他の部分にはいくらでも力が入るのに、肝心の顎に力を入れようとすると牙きばが震ふるえる。嫌いやになるほどに震えがくる。

　舌は、安藤の血の味を感じている。突き立てた牙が震えることにより、安藤の首には薄うすく小さな傷がいくつもできてしまっていた。だがいくら首からの出血とはいえ、それはとても致命傷になるような傷ではなかった。

　ちくしょう。これじゃ、お前が痛えだけじゃねえか。

　安あん藤どう、抵抗してくれ。手が動くんなら、俺おれの頭を殴るとか脇腹殴るとかしてくれ。

　肩押さえ付けてる足どかすから、逃げるとかなんとかしてくれ。

　そうしてくれりゃ、俺は、何とかお前を嚙かめるんだ。嚙んで、殺して、喰くってやることができるんだ。

　頼むよ、安藤。

　俺はお前を喰いたいんだ。

　心底喰いたいと思ってるんだよ！

　でも。

　……どうして、俺の口は、お前を嚙もうとすると震えちまうんだ？




　左肩が軽くなった。これで左手も動かすことができる。安藤は左手もあげると、虎司の毛皮に触れる。やはり手て触ざわりがいい。いつまでも触っていたい気分だ。

　首はちょっと痛いが、少し喋しやべるぶんには支障はない。それに少しくらい小さな声でも、虎司はきっと聞いてくれるだろう。

　だから安藤は、首に牙を突き立てられたまま話し掛けた。

「……相あい川かわくん」

　返事はなかった。別になくてもよかったのだが、途と端たんに首から牙がすっと離れていく。

「なんだよ、安藤……俺ぁお前のこと喰おうとしてるんだぜ、この野郎……逃げるとか泣き叫ぶとか何かやりやがれ……調子出ねえじゃんかよ……」

「うん……でも、その前に、相川くんに伝えたいことがあるから聞いてほしい……」

「ああ？　何だってんだよ、言ってみやがれ。遺言でも恨うらみ言でもどんとこい、俺のこと罵ののしってもいいんだぜ、さあ言ってみろよ」







　何でもいいから、言ってみろ、安藤。そして、俺にお前を喰う決心をつけさせてくれ。

　ちくしょう、人一人喰くい殺せねえなんて、俺おらぁ何て情けねえんだ。







「相川くん、あたしね」

「おう」

「一年の時に相川くんに会った時からね」

「おう」

「相川くんのこと、ずっと好きだったの」







　言えた。

　やっと言えた。

　自分の気持ちに気が付いてから、この一言を言葉に出すのに、一年以上かかってしまった。

　これでいい。

　気持ちを伝えた後に、その相手に食べられてしまうのは悲しいことだとは思うけど。

　いい。

　それでいいの。

　あたし、きっと馬ば鹿かなんだろうけど、それでもいいの。







　目をぎゅっと閉じる。何だか泣きたい気分だ。自分が死んでしまうのは悲しいけど、自分の気持ちを伝えられたのは嬉うれしい。

　きっと自分はとても馬鹿なのだろう。自分を喰くうといっている人間外の生物を、今でも、この瞬しゆん間かんにもやっぱり好きなのだから。よくよく考えるとひどく倒錯的であることに気が付いたが、自分の気持ちに噓うそをつくことはできなかった。

　やっぱり自分は、相あい川かわ虎とら司じという、虎に似たアヤカシという生き物が好きなのだ。

　だから、もういい。

　虎司の毛皮を摑つかむ手が震ふるえる。その毛皮を摑み、歯を食いしばる。

　また、顔の上に温かい液体が落ちてきた。今度こそ食べられてしまうのだろう。

　ぎゅっと閉じた目め尻じりから、涙が溢あふれてくる。……この涙は、きっと悲しみの涙なのだと思う。食べられて死んでしまうから、悲しいのだ、きっと。

「馬鹿野郎……これから喰おうって時に……てめえを喰おうとしてる相手に言う台詞せりふじゃねえだろうがよ……」

「ごめんなさい……でも、言いたかったの……」

　場違いなことはわかっていた。だが、今言わなければ、もう何も言えなくなってしまうのだから。後悔はしていない。虎司が自分のことをどう思っているかは聞けそうにないが、そこまで望むのは贅ぜい沢たくというものだ。それに、食べようとしているくらいだから、あまり好かれてはいないのだろう。

　それとも、食べたいと思われるくらいに、自分は好かれていたのだろうか？　……それとも、自分は美味おいしそうなのだろうか。筋肉ついてて、女の子のわりに背が高いのに。

「馬鹿野郎……」

　鼻に、冷たいような温かいようなものが押し付けられた。恐る恐る安あん藤どうは目を開けたが、視界が歪ゆがんでよく見えない。ただ、黒い獣けものの黒い瞳ひとみから温かい液体が流れていることと、鼻に触れているのが彼の鼻だということは何となくわかった。

「…………何で相あい川かわくんが泣いてるの？」







「喰くえねえからだよ……俺おれが好きで喰いたいと思ってる奴やつが、俺のことを好きだなんて言ったら、俺は喰えねえよ……！　喰っちまいたい、喰っちまいたいけど……喰えねえんだよ……！　お前のことをただの肉の塊に思えねえから、喰えねえんだよ……！」







　ああ、そうか、と相川虎とら司じはやっと自分が安あん藤どうを喰えない理由を知った。

　安藤は人間だけど、俺の仲間たちと同じくらい俺が好きな奴だから。

　だから、俺は安藤を喰えないのか。

　でもいいや。

　俺は安藤を殺して喰うことができねえけど、安藤はいつか死ぬから、そん時に喰っちまえばいいんだ。

　それまで、他の奴に喰われねえように見ておかねえといけねえのかな。

　まあ、安藤が死ぬ時まで待ってたら、きっと安藤は不味まずくなっていやがるんだろうなあ。




　ま、いいや、それでも。

　もうちょっとしたら、俺も覚悟ができて安藤が喰えるようになるかもしれねえし。







　虎司は、自分が傷付けてしまった安藤の首をそっと舐なめた。自分の舌はざらついており、こういうことには向いていないことは知っているが、それでも優やさしく舐め上げる。

　安藤の血を味わうのは二度目だ。その味は、やはり美味うまいな、と思う。きっと肉も美味いのだろうな、と思う。

　食欲が消えたわけではない。やはり、安藤は美味そうだ。きっと喰ったら美味いだろう。

「安藤よう」

「うん」

「今じゃねえけど、いつか俺はお前を喰うから」

「……うん」

「喰われたくねえと思ったら、力一杯逃げやがれ」

「……うん」

「そん時まで、適当に仲良くやろうや」

「…………うん」




　ひどく理不尽なことを言われているはずなのに、嬉うれしいと思ってしまうのはなぜなのだろう。

　安あん藤どうは虎とら司じの頰ほお辺あたりを両手で挟はさむと、そっと顔を上げてその鼻っ面つらに唇くちびるを寄せた。
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　あれは、恐ろしい生き物だ。いや、もはや生き物ですらない。片かた倉くら晃こうは心底からそう思う。あれをつけまわして自分が未だに無事でいられるのは、自分が限りなく幸運であるのと、キマイラであるからという理由しか思い付けない。

　こうやってあの童どう子じ斬ぎりに憑つかれた男を監視するようになって、数日が経過している。あの男は、常に背筋をしっかりと伸ばして歩いていた。その本質はもはや狂っていると言っても何らおかしくはないというのに、ただ観察するぶんには怪あやしい箇所などどこにもない。普通の人間は、誰だれも彼のことなど気にしない。〝枝〟は普ふ段だんは引っ込んでいるし、〝根〟は土の露ろ出しゆつしている地面に上にいる時しか出てこない。普通に見るぶんには、彼はただの人間と何ら変わるところはないのだ。

　あの男は、もはや兇きよう人じんでしかありえないというのに。

　そして、あの男は、今もただひたすらに歩いていた。彼が歩く道筋に何か法則でもあるのかと、晃は色々チェックして考えてみたが、結局そのようなものは発見できなかった。あえていうならば、『一度歩いた道は二度通らない』ということくらいであったか。

　あの男は眠らない。食事をしない。だが夜になるとその動きが止まる。比較的木の多い場所を見つけて適当な場所に座り込み微動だにせず、日が昇ると同時にまた動き出すのだ。しかし今は、夜だというのにどこかへ向かって歩き続けていた。

（……あれは、何かを考えている……）

[image: ]

　そう、考えている。

〝鬼おに斬ぎり〟に思考を乗っ取られている人間が考えることは、〝アヤカシを殺すこと〟、ただそれのみだ。考える、というよりは本能と言った方が正しい。あの男はその本能に従って動いている。

　しかし、どうやらそれだけではないようだ。ただ殺すだけなら、あの場で相あい川かわ虎とら司じの頭を〝枝〟で貫いてそれで終わっていたはずだ。そして虎の血を吸い尽くした童子斬りは、限界を迎える。限界を迎えるのは正確には童子斬りではなく、あの人間の身体からだだ。

　童子斬りに寄生されているあの山やま崎ざき太た一いち朗ろうという男は死に、アヤカシにとっては恐るべき凶器である童子斬りは無害な木刀に戻り、恐らくは今まで吸ってきたアヤカシの血肉を養分にして、枝分かれを始めるのだろう。そうやって新たに誕生する鬼斬りも、その元である童子斬りも、晃は回収しようとしていた。

　相川虎司が死ぬのを、晃はただ見ていようとしていた。……別にいい。そう深い知り合いでも知人でもない、ただ一度会って会話しただけの若い粗そ暴ぼうなアヤカシ。以前は、彼が童どう子じ斬ぎりに斬られそうになっていた時は、その間に割り込んだ。あの時は、山やま崎ざき太た一いち朗ろうという男にアヤカシを殺させてはならないと思ったから。

　だが、今は違う。今はむしろ、彼に早いところ〝三人目のアヤカシ〟を殺してほしいとさえ思っている。相あい川かわ虎とら司じが殺されることでこの件に終止符が打たれるなら、それでいいと晃こうは思い込むことにした。たとえそうなったところで、本当に終わってしまうのは自分自身だということを晃はわかっていたが、それはそれでよかったのだ。

　しかしそうはならなかった。

　あの〝鬼おに斬ぎり〟は、ただ相川虎司を殴るのみだった。

　殴る。アヤカシと戦うことにおいて、殴るというのはあまり有効な手段ではない。もちろん、アヤカシを上回る圧倒的な腕力があるなら別だ。確かに、あの執しつ拗ようなまでの殴りは、虎司にダメージを与えていた。

　童子斬りは、殴って殴ってただ殴って、本当にそれだけだった。

　あれの目的は、相川虎司というアヤカシを〝殺す〟ことではなく、〝殴る〟ことだったのだろうか？　そんなはずはないのだが。鬼斬りの目的は、〝殴る〟ことなのではなく、〝殺す〟こと、ただそれのみであるはずだ。

　あの鬼斬りは、恐ろしいほど〝殴る〟という行為に固執していたように晃には感じた。蹴けりも多少はあったが、ただひたすらに両の拳こぶしで殴るという単調極まりない攻こう撃げき。その殴るという行為に技巧的なものが雑まじっているのもわかったが、それは今はどうでもいいことだ。

　あの〝ひたすらに殴る〟ということがいったい何を意味するのか。晃こうは色々考えてみたが、その理由を思い付くことができなかった。

　あれは〝鬼おに斬ぎり〟ではなく〝童どう子じ斬ぎり〟だ。鬼斬りの常じよう識しきは当てはまらないのかもしれない。しかしそれでも、あの童子斬りにでさえ、限界はあるのだ。童子斬りから生まれた鬼斬りも含めて、『人は決して殺せない、傷つけることができない』『アヤカシを一定数殺した時点で、寄生されている人間は死に、その時点で無害な木の棒に戻る』というルールから逃れることはできない。

　童子斬りを作った──正確には材料の元となったアヤカシが定めたルール。この世界において、もしあの童子斬りに勝つことを可能とするアヤカシがいるのならば、ただ一人。

（……空うつろ木ぎは、何を考えているのだろう……）

　人に同胞を討うつ力を与え、そのために生きる屍しかばねと化したアヤカシ。あれが何を考えて、〝童子斬り〟というものを自らを削けずってまで創つくり上げたのか、その理由を知る者は本人しかいない。だが、空木が誰だれかにそれを語ることは決してありえないことだ。

　真実は、空木のみが知っている、ということか。

　晃は、自身の〝鬼斬り〟をぐっと握にぎり締しめた。アヤカシと戦い、その血を吸いはしたが、まだ誰も殺したことのない若い〝鬼斬り〟。この鬼斬りで、あの童子斬りに勝つことはできない。いや、勝つことなど考えなくてもよいのだ。ただ見ているだけでいい。

　あの寄生されている男は、近い将来死ぬ。それをただ待てばいい。

　傍ぼう観かん者しや。

　ふと、そんな言葉が思い出された。

　大おお田た真さね章あき。霊れい鳥ちようシームルグ。自らを永遠の傍観者であり逃亡者であると自称し、事実あらゆる事象を傍観しようとするアヤカシ。

　晃は肩を押さえた。痛みというものを知らない彼に、唯一痛みを植え込んだアヤカシ。少しだけ言葉を交わしただけの、好きでもないが嫌いにもなれなかった、長い時を生きてきたあのアヤカシ。

　自分のことを決して忘れないと言ってくれたアヤカシ。

　その彼と同じようなことを、今の自分はやっている。童子斬りに寄生された哀れな男が何をしようと、ただただ傍観する。

　しかし、ずっとあの兇きよう人じん山やま崎ざき太た一いち朗ろうを見ていた晃にも、見落としはあった。太一朗が虎とら司じに近付き、枝を彼の身体からだに巻きつけて池に投げ込み、池から上がった虎司を殴って殴って殴り続けているのは、ずっと見ていた。片時も目を離さなかったと自負している。

　しかし、火ひ蜥蜴とかげである帆ほ村むら夏か純すみが空を飛んでやってきた時、突然太一朗の姿が見えなくなってしまった。虎とら司じが空を見上げて夏か純すみを見ている時も、晃こうはただ太た一いち朗ろうを見ていた。

　それなのに見えなくなった。知覚できないほどの超高速で移動した、というのは考えにくい。考えられるパターンは二つ。

〝空渡り〟と〝隔離〟だ。前者は空間を歪ゆがめて移動し、後者は他者の意い識しきから存在を切り離す能力。恐らくは後者を使用したのだろうとは思う。何しろ〝隔離〟は、童どう子じ斬ぎりの源である空うつろ木ぎが常時使用している力だ。空木の一部と称してもよい童子斬りに、その力が備わっていてもおかしくはない。

　おかしくはないが、童子斬りが〝隔離〟を使えるとは知らなかった。あの能力を使えるならばもっと効能的に動くことができるはずなのに、それをしないということは、童子斬りに備わっている〝隔離〟の力は、本家よりは弱いということになる。

　それに常に〝隔離〟を発動できないようだ。そうでなければ、今こうして晃が太一朗を追うことはできないはずだ。鬼おに斬ぎりとの共振作用がなければ、永遠に太一朗を見失ってしまっていただろう。

　童子斬りに近付くと、鬼斬りが震ふるえる。その震えの強い方向に行けば太一朗がいる。これは便利なのだが、向こうがこちらに気が付いているのかいないのか、わからないのが気にかかる。気が付いているが、放置されているのか、それとも他ほかに深い理由があるのか。

　……いちいち考えてもきりがない。今自分がやらなければいけないのは、あの童子斬りが三人目のアヤカシを殺し、宿主の肉体を殺して活動を一いつ旦たん停止するまでひたすらに待つことだ。

　その三人目が誰だれなのか。あの相あい川かわ虎司なのか、帆ほ村むら夏純なのか、大おお田た真さね章あきなのか、晃こうの見知らぬアヤカシなのか、それとも。

　この世界に、今は恐らく一人しかいないであろう二重雑種ダブルブリツドなのか。

　誰かが死ぬ。確実に誰かが死ぬのだ。

　そして、アヤカシが死んだ時山やま崎ざき太一朗も死ぬ。いや、もう彼は既すでに人間としては死んでいるに等しい。自らの意思など何一つ持たず、童子斬りに寄生され、その童子斬りの意思に従ってただ動き、戦い、殺す存在。

　だが、人としての山崎太一朗は死んでいるとしても、彼が歩んできた経験というものはおぼろげながらに残っているのだろうか？　そう晃こうは考える。彼が虎司を殴り続けるのを晃はずっと見ていたが、その殴り方には空手の手法が使われているような気がする。いくつかの動きが、素人しろうとではなく戦い方を知った者の動きだ。

　鬼斬りに憑つかれた人間は、そういう動きはしないものだ。手足など使わず、〝枝〟でアヤカシを殺す。それなのに、太一朗はそれをしなかった。

（……殴る……殴りたかったから殴るのか……？　いや、〝殴りたい〟などという意思を童子斬りが持つわけがない……）

　いくら考えても答えなど出ない。下手へたな考えは休むに似たり、とも言う。だから晃はそれ以上考えることをやめて、太た一いち朗ろうを追うことに専念した。いつもならとっくに動かなくなっているはずなのに、今日はどこかに向かって歩き続けている。

　夜、というのは、比較的鬼おに斬ぎりの力が落ちる時間帯である。あくまで〝比較的〟であるが。圧倒的な力を持っている鬼斬りの前では、昼も夜もさして関係なくアヤカシは屠ほふられてしまうのだ。

　あの山やま神がみの八や牧まきでさえ、夜に童どう子じ斬ぎりに挑んでも勝てなかったのだから。

（……いったいどこに行こうとしているのか……）

　右手で鬼斬りを摑つかみ、左手で携帯電話を握にぎり締しめる。充電が切れてしまったため、今この電話は使えない。太一朗が動きを止めたら充電をするつもりだったのに、少々困ってしまう晃であった。電話が使えないと、鈴すず香かと連絡が取り合えない。今までは別に何も感じてはいなかったが、こうして連絡が取り合えない状況に陥ると少なからず不安になる。

　鈴香に助けてもらおうなどとは微み塵じんも思っていない。ただ、時たまむしょうに会話がしたくなるのだ。自分のことを知っている誰だれか、自分のやろうとしていることを知っている誰かと、ただ話がしたくなるのだ。

　晃は、ただ携帯電話を握り締めた。

　何の役にも立たないこの電話もまた、晃の心を支えるものの一つだった。







　二人の人間、三人のアヤカシ、そして一人の二重雑種ダブルブリツド。それが現在、警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課分署にいる面々である。そのうちの一人の人間である未み知ちと、二人のアヤカシである大おお田た真さね章あきと帆ほ村むら夏か純すみ、そして一人の二重雑種である片かた倉くら優ゆう樹きが、六課において顔をつつき合わせていた。

「……さて、これからどうすればいいものやら」

　優樹はソファーに座り、その右みぎ隣どなりには未知が陣取っている。夏純はソファー近くで床の直接座り込んで煙草タバコを吸い、大田はテーブルを挟んだ優樹の向かいに座っていた。

「これからどうすればいいか、か。別にとりわけ何もしなくていいような気がしないでもないが、何かしたいことでもあるのかな？」

「ちんぴらぶち殺したい」

　あっさりと夏純が言う。その言葉は、『優ゆうさん、煙草吸ってもいい？』とたいして変わらない口調だ。

「簡かん単たんに言うけどね、なかなかそうはうまくいかないものだよ夏純」

「うーん、それはわかるのよね。色々うろうろしてみたんだけど、なかなか見つかんないし。さっき出たっていうから、がんばって飛んでったのに、もういなかったり。まったく困ったもんよねー、ちゃきちゃき出てくればいいのに」

　夏か純すみがちんぴらと呼ぶ相手が八や牧まきの仇かたきであることを優ゆう樹きは知っている。知っているからといって、それが誰だれかなどということまでは知らない。

　いや、知ってはいる。思い出せないだけの話だ。そして今、優樹にそれが誰であるかを思い返そうとする気力はなかった。もうそのことについて疑問を持つことを、優樹はしようとはしなかった。

「……夏純、君はどうにも短たん絡らく的で、物事を深く考えない性質だね。まあ、それが君のよいところかと誰かに問われたら、僕はそれを肯定するだろうけどね。君ほど物事を割り切って考える人間たちが多かったら、この世界はもう少し平和なような気がしないでもないと僕は考えているよ」

「相変わらず大おおさんは何言ってるのかよくわかんないわ、あたし。……ねえねえ、優さん、大丈夫？　ここ最近具合はいいみたいなんだけど、今はちょっと具合悪いみたい」

「ん……そうかな？」

「何かよくわかんないけど、そういう気がする」

　夏純に気が付かれるほど、自分はだいぶ弱っていたのだろうか。優樹は思わず苦笑すると、これからのことを考えようとした。

「とにかく、安あん藤どうさんに家に帰ってもらいたいんですが……」

　安藤に対童どう子じ斬ぎり戦の盾になってもらう、という大おお田たの提案に優樹は賛成などできなかった。確かに虎とら司じの正体を知り、なおかつここに来てしまった以上、もう彼女は無関係とは言い切れないかもしれない。

　だからといって、童子斬り戦の盾たてになることを彼女が了承してくれるとは思えないし、たとえ了承が得られたとしても、彼女は人間であり、一介の学生なのだ。人としての生活があるし、家族だっている。いつも自由に動ける自分たちや未み知ちとは事情が違う。その辺りのことを、大田は考えているのだろうか。

「ふむ、まあ確かにそれが一般常じよう識しきではあるかな。このままここにいてもらうのが一番僕たちにとっては都合がいいわけだが、もちろん彼女にとってはそれがいいわけなはずはない。世の中とはそういうものだ。僕としては、いっそのこと君に警けい察さつ権力あたりを行使してほしいと思わなくもないのだが、それは無理だろうね？」

「無理ですよ……」

　警察権力を行使するということは、安藤の家に電話をかけて、『お嬢じようさんをちょっと預からせてください』とか伝えたりすることなのだろうか？　気の利いた理由が思い付かないし、思い付いたところでやる気もなかった。

「ふむ……しかしあれだな。君に言うことではないと思うんだが、今回の件は人間に任せてしまった方が楽なんだよ。僕たちは何も関かかわらず、ね。僕たちが下手へたに手を出すよりは、ごくごく普通の警察権力に任せてしまった方が、僕たちは気楽にいける……そうはできないものかな、優ゆう樹き？」

　人間に任せてしまう。

　なぜだろう、そんな単純かつ明快なことを、どうして自分は思い付かなかったんだろう。何しろあれは、人間には手を出すことができないらしい。その上、八や牧まきという内閣公認甲種指定生物を殺した容疑者なのだ。立派に逮捕できる理由がある。

　それが一番いい手ではないか！

　……それなのに。

　それなのに、なぜかその考えを頭から捨てている自分がいた。

　なぜだろう？

　……ああ、一般警けい察さつの介入はないと既すでに伝えられていたからか。そう優樹に言ったのは浦うら木きだ。すっかり忘れていた。そういえば、いつ自分は浦木に会ったのだろう？　つい最近のはずなのに、自分もずいぶん忘れっぽくなってしまったものだ。

「……まあ、色々と事情はあるんだろうがね。何しろ彼がゲンさん殺しの犯人であるという証拠は、そこにいる幼女の証言のみなのだから。しっかりとした証拠というものがなければ、警察は人手を割さいてはくれないものだね。これはこれでしかたのないことだと思うしかないのだろうね？」

　幼女、と言われた未み知ちが、優樹の右手にすがりつく。若じやつ干かん会話はあったとはいえ、まだまだ未知にとっては大おお田たは怖い存在のようだ。

「いーの、人間なんか出てこなくったって。あたしがぶち殺せばそれでいいんだから」

　灰皿を抱え込み、いつものように煙草タバコを吸う夏か純すみは、いつもと同じように見えた。

「で……虎とらくんが落ち着いたら、彼や安あん藤どうさんも交えてちょっとお話をしようと思うわけですが……」

　時計を見ると、午後六時をとうに回っている。そういえば、そろそろ夕食のことを考えねばなるまい。虎とら司じがいるのだから肉が必要だし、大田の落らつ花か生せいも切れてしまっている。安藤にも、何か食べてもらわなければなるまい。大田の言葉ではないが、彼女はお客様なのだからそれなりにもてなす必要がある。

「……とりあえず、買い物行ってきます」

　優樹がのっそりと立ち上がると、未知がすがるようにその右手を摑つかんだ。

「……一いつ緒しよに行く？」

　こくこくと未知が頷うなずくのを見て、大田がぽんと手を叩たたいた。

「ふむ、では僕も大変珍しく、荷物持ちという肉体労働に従事しようかな。重さはともかくとして、色々と嵩かさ張ばるだろうからね。お手伝いしようじゃないか」

「本当に珍しいですね……」

「本当、めずらしー。あーお買い物するなら、マッチがほしいの。マッチ切れちゃった。買ってきてー」

　夏か純すみはライターを常に持ち歩き使用しているが、マッチで煙草タバコの火を点つけたり、掌てのひらの中で燃もやしたりすることを好む。ライターとマッチでは、微妙に火の感じが違うらしい。夏純の大おお雑ざ把ぱな感性では細かい違いは説明できないようだが。

「はいはい……じゃお留守番よろしく」

　優ゆう樹きは立ち上がると、財さい布ふの確認をしてそのまま出かけようとした。しかし、ふと今が秋であることを思い出す。

　もう秋なのだ。九月半ばまでの暑い日々は既すでに終わり、人にとっては少し肌寒い季節。そういえば、本格的に秋物の服を出していなかった。今自分が羽は織おっているのは、夏用の薄うす手でのカーディガンである。自分はともかく、未み知ちにはそれなりに暖かい格好をさせてやらねばなるまい。

　優樹は、一いつ旦たん宿直室に戻ってタンスから秋口用の自分のジャンパーを取り出すと、未知に着せてやる。未知は、優樹に構ってもらうとどこか嬉うれしそうにする。喋しやべるようにはなったが、笑うことはあまりない。うっすらと笑えみのようなものを表情に浮かべることもあるが、それでも彼女が心の底から笑ったのを、まだ優樹は見たことがなかった。

（……いつまでもこのままじゃいけない）

　そんなことはわかっている。大おお田たにだって言われているのだ。

『いつまでも、幼女を手元に置いておくのは、君のためにも幼女のためにもならないよ』

　それは事実だと優樹も思う。この子は、自分たちアヤカシと関かかわっていていい子ではない。親探しを赤あか川がわに頼もうと思っていたが、結局未知に押し切られるような形でそれを断念してしまった。

　この子の親は決してよい親ではなかったのだろう。それでも、未知は一度はその親の元に戻って、しっかりと決着をつけねばならない。そして、それに優樹が介する権利はない。いつか、それを未知にわかってもらわなければなるまい。

　ふと気がつくと、未知が優樹のことを見上げていた。その瞳ひとみは、いつもと同じ、どこか不安気で今にも泣きそうに潤うるんでいる。

　……この子は、自分が捨てられるのではないか、といつも疑っているのだ。そう、いつも不安そうな顔をしている。いつだって、今だってそうだ。

「大丈夫だから」

　なぜか、そんな言葉が口をついてでた。何が大丈夫なのか、自分でもさっぱりわからないのに。むしろ、優樹自身のほうがまったく『大丈夫』などではない。それでも優樹は言ってしまった。

　未知はやはり泣きそうな顔で優樹を見上げ、「うん」と言うだけだった。

　その二人の姿を、夏純は見ていなかったが、大田は見ていた。

　ただ、見ていた。




　日が、落ちてしまった。安あん藤どう希のぞみは、窓から見える空の暗さを見てそう思った。

「腹減ったな……」

　ぼそり、と虎とら司じが呟つぶやく。今、彼は安藤の横で静かに丸くなっている。その丸くなった姿だけを見るならまるで猫のようだが、その大きさは猫ではなく大きな虎とらだ。その黒い大きな虎の姿に、もう安藤が驚おどろくことはない。むしろ、これが彼の本当の姿だと思うと妙に納得してしまう安藤である。

「何か、食べる物もらってくる？」

「いらねー。腹は減ってっけど、食欲がねえって気分。身体からだ中じゆういてえや……」

　黒い毛の下に隠れてよく見えないが、あれだけ殴られたのだ、無理もない。安藤は、そっと虎司の背中に手をやるとゆっくりと撫なでた。……背骨が丸い。本当に猫ねこ背ぜだ。見た目は確かに虎だが、安藤にとっては黒くて大きな猫のようなものだ。

　そのため、彼が人間の姿をしていた時はとても触れることなどできなかったのに、今は何の抵抗もなく虎司に触れることができた。暖かい毛皮。首の辺りはふさふさしていて、背中の部分の毛皮はつやつやしていて手て触ざわりがとてもいい。いつまでも触れていたい気分になる。

　この毛皮に顔を埋めたら、とても気持ちがいいだろう。

　先ほど触れた鼻も、とても気持ちがよかった。濡ぬれて温かい黒い鼻。……よくよく思い出して、安藤は先ほどの自分の行為がキスであることに気が付き、今さらながら激しく動揺した。あれが、自分のファーストキスになるのだろうか？　知らず知らずのうちに、顔が赤くなる。暖房などない肌寒い部屋にいるというのに、恥ずかしさで身体からだが熱くなってしまう。

「……くすぐってえぞ、安藤。あんまり撫なで繰くり回すんじゃねえよ」

　そこに虎司の不ふ機き嫌げんそうな声が飛んできたため、安藤は慌あわてて手を引っ込めた。

「ご、ごめんなさい……」

「ああ？　いったい何あやまっていやがんだ。あんまり撫で繰り回すなって言ってんだ、ちょっとならいいんだよ……」

　ちょっとならいい。虎司は本当にそう思っていた。毛づくろいをしたことはあっても、誰だれかに毛を撫でてもらうなどという経験のなかった虎司にとって、それは気持ちのいい行為だった。とくに背中という手が届かない場所を撫でられるのはなかなか気分がいい。しかし、あまり撫でられすぎるのも気分が悪い。それに背中辺りならかまわないが、腹や尻尾しつぽの辺りは撫でられたくなかった。

　安藤は自分の心を落ち着けるために、ゆっくりと虎司の首の付け根から背中の辺りまでを撫でる。虎司の身体は、とても温かい。涼しくなった今の季節、思わず抱きしめたくなってしまう。

「相あい川かわくん……」

「……何だよ」

　色々と聞いてみたいことはあった。数え切れないほどに。でも、今となっては聞きたかったことの大半はどうでもいいような気がするものばかりだ。今、自分が本当に聞きたいことはそう多くはなかった。

「学校……これからも来てほしい……あたし、誰だれにも言わないから……」

　学校という接点がなくなってしまったら、もう虎とら司じと二度と会えないような気がした。今、ここで背中を丸めている大きな虎とらが、相川虎司の本当の姿なのだろう。それはわかる。しかし安あん藤どうにとっては、人の皮を被かぶった相川虎司の姿もまた、彼の本当の姿なのだ。

　この虎司も好きだが、あの三さん白ぱく眼がんで目付きが悪くて自分よりも小柄な虎司もまた、安藤の好きな虎司だ。もうこれであの虎司の姿が見られなくなるとしたら寂さびしすぎる。

「学校か……でも制服破いちまったからな……予備はあるけどよ……それに、俺おらぁやらねえといけねえことがあるんだよ。それが終わるまでは学校にも行ってらんねえ」

「何をやらないといけないの？」

「さっき俺おれをぼこぼこ殴ってた奴やつをぶっ殺すんだよ」

　殺す。

　日常で聞くことのない、あまりにもあっさりとした言葉が虎司の口からすんなりと出たことに安藤は驚おどろいた。言葉のあやで、殺すといってもただ殴り飛ばすくらいなのかもしれない。そう思いたかった。

　思いたかったのだが。

「……ヤマの大将をぶっ殺したあの野郎をどうにかしねえ限り、俺の……俺たちの気がすまねえんだよ……ああ、人間には、そういう生かす殺すの話ってのはあんま縁えんがねえんだよな……お前が気にすることじゃねーや……忘れろや」

　忘れろ、と虎司は言う。しかし、話の内容がどんなに物ぶつ騒そうなものであっても、安藤は彼の言葉を聞き逃すつもりはなかった。

「まあお前から見りゃ生かすだの殺すだのは物騒な話なんだろうな……アヤカシの世界って奴やつはそういうもんなんだよ。俺は今だってお前を殺して喰くいてえとか、考えてるんだぜ？　ただ、今はできねえだけの話でよ……」

　そう虎司は言う。しかし、今は自分のことを食べないでいてくれる。一度は喰われる覚悟をしてしまった安藤である。今さら、そう驚きもしない。今日一日で、自分がずいぶんと図ず太ぶとくなったような気がしてくる。

「うん……」

「うん、じゃねえよ。まあとにかく、お前は俺のことをあまり気にするんじゃねえよ……」

「……相川くん」

「ああ？　何だよ」

「相あい川かわくんは、これから先のことを考えたことあるの？　……高校を卒業した後とか」

「もう一回、高校に行きてえけど、それは無理だろうからな……ま、大学なんて柄じゃねえし、適当にやるさ……」

　虎とら司じは顔を上げて安あん藤どうを見た。電気のない暗い部屋の中でも、安藤の顔はよく見える。今は眼鏡めがねを外しており、ただ静かに虎司の横で正座していた。

「安藤よう……」

「うん」

「人間って奴やつはよう……」

　そこまで言って、虎司は口ごもる。何でも正直に口にする虎司にしては、大変珍しいことであった。しかし、自分が口に出そうとしたことは、虎司にとってはひどく迷うようなことだった。

　人間は怖い。

　虎司はそう口に出そうとしていた。

　安藤が怖いわけではない。今まで生きてきた間にあった出来事、撃うたれたことや足を飛ばされたこと、それに〝鬼おに斬ぎり〟とやらを使って八や牧まきを殺した奴。

　恐ろしいことが続いた。人間は怖い生き物だと思うようになった。今だってそうだ。人間は怖い。だが、安藤は人間だが怖くはない。

「お前って奴はすごいんだな」

　今さらのように思った。アヤカシにも色々な連中がいるように、人間にも色々な連中がいる。ただそれだけの話だ。安藤はすごいと思う。自分があれだけ喰くうか喰わないかの葛かつ藤とうをする原因を作ったのが安藤なら、その葛藤を消してしまったのも安藤なのだ。

「……あたしは、別にすごくない。相川くんのほうがよっぽどすごいと思う」

「ああ？　俺おれのどこがすごいってんだよ」

「かわいいところとかかっこいいところとか、強いところとか」

　何を言っていやがんだ、と虎司は心底から思う。

「俺のどこみて、かわいいとかかっこいいとかいう言葉が出てきやがるんだよ……だいたい、お前見てただろうが、俺があの忌いま々いましい野郎にぼこぼこ殴られるとことかよう。そんな俺のどこが強いってんだよ」

「……相川くんの全部がかっこいいし、色々なところが強いと思う」

「お前の目は節穴かよ」

「具合どー？」

　その時、唐とう突とつにドアが開け放たれ、帆は村むら夏か純すみが入ってきた。安藤は驚おどろいて虎司の毛皮にぎゅっとしがみつき、その行為が唐突に恥ずかしくなって慌あわてて手を離した。夏純はそんな安藤の混乱など気にもせず、虎とら司じと安あん藤どうに近付いてくる。彼女が歩くと、咥くわえている煙草タバコの火がゆらゆらと揺れた。

「あー、寝てるんだろうから灯あかりはつけないでおくわね……って、女子高生さんがいるのね。灯りつけないと暗くて困らない？」

「……あ、いえ……大丈夫です」

　突然の闖ちん入にゆう者しやに驚おどろきながらも、ほんの少しだけ二人だけの時間が終わったことに寂さびしさを感じる安藤である。夏か純すみは煙草を咥えたまま、二人の側そばまで近寄るとぽんと服の塊を床の上に放り出した。

「女子高生さんが大丈夫ならいいとして……虎とらくん、まだ身体からだとか痛い？　そろそろ皮被かぶる気になった？」

「めんどくせえな……このままでいいじゃんかよ」

「うーん、あたしもそう思うんだけどねー、ほら女子高生さんとかちびっことか、人間じゃない？　あんまり怖がらせちゃいけないだろうって優ゆうさんが言うのよ。別に虎くんはいいと思うんだけどねー。ちょっと図ずう体たいがでかくて、座る時に床面積をちょっと取っちゃうくらいじゃない？　あたしなんかはさー、こうやってちゃんと皮被らないと、周りの人間だけじゃなくて物が困っちゃうから」

「あ……あたしはあまり気にしないですから……」

　人としての虎司の姿も見たいが、虎司の具合が悪いならこのままでいいと安藤は心底から思っていた。

「……って言ってるからよー、今は人の皮は被かぶりたくねえんだよなあ……すげえ疲れるからよう……」

「虎くんの気持ちはわかるけどねー……とりあえず前にいた時の虎くんの服が残ってたから、それ渡しとけって優さんが言ってたから、そこ置いといた」

「おう」

「今優さんと大おおさんとちびっこがお買い物に行ってるから、帰ったらご飯だって。そっちの女子高生さんのぶんも作るから食べていってだってさ」

「あ、ありがとうございます」

　暗くら闇やみの中、ただ喋しやべり続ける夏純の姿をおぼろげに安藤の視覚は捉とらえていた。自分が言うのもなんだが、背の高い女性だ。細身で、すらっとしている。さきほど廊下で会った時も思ったが、とても綺き麗れいな人だ。この人が、あの燃もえる爬は虫ちゆう類るいなのかと思うと、安藤はとても複雑な気分になる。

「ん、どしたの女子高生さん？」

　思わず眼鏡めがねをかけ直してしみじみと眺め、夏純と目が合ってしまった安藤はどうすればいいのかわからず、あたふたと周囲を見回す。

「あ、いや、別に、何でも……」

　何と言っていいかわからず、つい意味のない単語を羅ら列れつする安あん藤どうを見て、虎とら司じは首を軽く回してから尻尾しつぽで床を二回叩たたいた。

「……ああ火ひ蜥蜴とかげよ、こいつのやることはあまり気にしないでやってくれや……こういう奴やつだからよ」

「うん、じゃ気にしない。それじゃまた」

　それだけ言うと、夏か純すみは入ってきた時と同じように唐とう突とつに出て行った。慌ただしい人だ。安藤は夏純にそんな印象を持った。

「な、何か台風みたいな人……」

「そか？　あいつはああいう奴だからな……まああまり気にすんな」

　虎司はまた体勢を変えると、頭を抱え込むように丸くなった。

「俺おれは飯になるまでちと寝るから、あんまり撫なで繰くり回さないでくれや……ああ、少しなら触さわってていいぜ。俺の毛にはたぶん蚤のみはいやがらねえから、蚤を探したりしても無む駄だだからよ、蚤取りとかはしなくていいぜ」

「うん……相あい川かわくん」

「なんだよ」

「ここにいていい？」

「……んなもん、お前の好きにしろや」

　虎司が丸くなり、そのまま動かなくなる。安藤は、その背中に手を置いた。動かすことはなく、ただ置く。それだけの話だ。

　虎司に触れていたかった。虎司と二人、ただただ静かな時間を過ごしたいと思っていた。それは安藤のささやかな願いであり、それが叶かなった安藤は今、幸せだった。

　たとえそれが短い間であっても、安藤は確かにこの瞬しゆん間かんは幸せだったのだ。







　すっかり涼しくなってしまった。こうして日が暮れてから外に出て初めてわかる。もう夏の気配は微み塵じんも残っておらず、季節は秋へと変わっている。……もう夏は終わっていたということに今さら気がつき、優ゆう樹きは自分がそんなことにも気がつかないほど余裕がなかったことを知った。

　いったいここ一ヶ月、自分は何をしていたのやら。

「ふむ、優樹。色々と考えているようだね」

　優樹の左側に立つ大おお田たが、彼女を見下ろしながらそう言った。こうして大田と並んで歩くというのも、久し振りな気がする。いつ以来だろうか？　思い出せないくらい昔のような気がする。外に出歩く時は、最近はたいてい未み知ちが一いつ緒しよであったから。その未知は、優樹の右手を両手で摑つかんで必死についてくる。そんなに速足で歩いているつもりはなく、ゆっくり歩いているのだが、その未み知ちの形ぎよう相そうは必死だった。

　歯を食いしばり、目を見開いて優ゆう樹きを見上げ、とにかくその手を離すまいといった風に必死に歩いている。その必死さがあまりにも哀れで、優樹は足を止めた。突然止まった優樹を不ふ思し議ぎそうに見上げる未知に、優樹は優やさしく語りかけた。

「みっちゃん、そう必死にならなくていいから。もうちょっと普通に歩いていいんだよ」

　そうゆっくりと言い聞かせると、未知はこくこくと三度ほど頷うなずいて、足の力を抜いた。その歩みがやっと歳相応のものになる。

「子供というものは難しいものだね、優樹？」

　そういう大おお田たは、笑っているようなそうでないような微妙な表情をしている。彼がこういう顔をするのは珍しいので、優樹は思わず聞いてしまう。

「先生、どうしました？」

「ああいや、たいしたことはないよ。今日の夕食はいったい何なのかを考えていた。僕は豆を好んで食べているが、別に豆しか食べられないわけではないのは、君も知っているだろう？　これでも食の好みというものは存在している」

　何やら彼の好みを延々と聞かされてしまいそうな気がしたので、優樹は先手を打つことにした。

「湯ゆ豆どう腐ふがいいんですか？」

「いや、そんな贅ぜい沢たくはいわない。豆腐があればそれでいい。しかし涼しくなってきたからね、できれば冷たい豆腐ではなく温かい豆腐がいいなと思わないでもない」

「……つまり湯豆腐ですね」

「いやいや、そう限定しないでくれたまえ。豆腐の味み噌そ汁しるとか、揚げだし豆腐とか、そういう温かい豆腐なら何でもいいのだよ。まあ確かに、温かい豆腐といえば湯豆腐を思い付くが、別に湯豆腐じゃなくてもいいんだよ」

「でも、湯豆腐が食べたいんですね？」

「君は、どうしても僕に湯豆腐を食べてほしいんだね？　うむ、僕は決して湯豆腐だけを食べたいと言っているわけではないんだが、君がそこまで言うのならしかたがない。僕は甘んじて湯豆腐というメニューに甘んじようじゃないか……というわけで、今日の夕食は湯豆腐で決定、ということでいいのかな？」

「いけません」

「いけないのか……それは悲しいことだ……ああ、いや、僕は決して湯豆腐が食べたいわけではないので、そこのところを勘かん違ちがいしてはいけないよ、優樹？」

「……わかりました」

　湯豆腐というのはあっさりしすぎて、それだけでは食卓が寂さびしい。大田は豆腐だけを食べていればいいのだろうが、虎とら司じは豆とう腐ふをあまり好いてはいない。大おお田たと虎司が満足できるようなメニューというと。

　真っ先に思いついたのが、鍋だった。八や牧まきがいつも作ってくれていた鍋。ただの鍋なのに、味付けと具材に気を遣つかった八牧のその鍋は、とても美味おいしかった。彼が鍋を作る様よう子すをいつも見ていた優ゆう樹きだったが、八牧と同じように皆が美味しいと思う鍋を作る自信はなかった。鍋を出してから片付けに至るまで、そのすべてを自分で仕切り、食の好みが違う全員が満足するような鍋。

　鍋奉行ならぬ鍋大将。虎司が名付けたそのあだ名は、八牧に相応ふさわしいものだと優樹は今さら思い知った。

（……八牧さん……）

　今はもういない八牧。殺されてしまった八牧。その八牧を殺した相手は、今日は虎司をただひたすらに殴り、痛みを与えた。

　いったい彼が何を考えているのか、優樹にはわかるはずもない。ただ一つわかることは、彼は自分たちが討たねばならない敵であるということだけだ。

「……優樹、考え事をしながら歩くものではないよ、ほら幼女が心配している」

　大田の言葉に未み知ちを見下ろすと、彼女は優樹にしがみ付くように歩いていた。どうりで歩きにくいわけだ。そんなことにも気がつかないほど、自分は考え事に没頭してしまっていたようだ。そんな優樹を見上げてくる未知は、本当に心配そうにただじっと見上げていた。まだ傷の残る顔が痛々しい。

　未知の瞳ひとみは、とても不安そうな光を湛たたえている。そして彼女を不安にさせている要因の多くは自分にあるらしい。優樹は未知に摑つかまれている右手を動かして、彼女の頭を撫なでてやる。左手で撫でると、未知が嫌いやがることを優樹は知っていた。

　その優樹の行為に、未知がわずかに口元を歪ゆがませて答えようとした時。







　それは唐とう突とつに起こった。







　いかに少々裏道を入った場所にあるとはいえ、今優樹たち三人が歩いているのは渋しぶ谷やのど真ん中である。周囲にまったく誰だれもいない、という状況はありえない。先ほどまで通行人もいれば野良猫もいたし、烏も飛んでいた。それに周りにある建物の中には、間違いなく人がいるはずだ。夜中でもあるまいし、すべての建物が無人であるわけがない。

　それなのに、唐突にすべての気け配はいが消えた。今、自分の隣となりには未知と大田がいるはずなのに、その気配が恐ろしく薄うすい。右手には未知が触れている。首を右に回すと、そこには確かに未知がいた。そして首を左に回すと。

　そこにいるはずの大おお田たはいなかった。

「先生……？」

　今の今まで自分の隣となりにいたというのに。それに、このあまりにも頼りない周囲の気け配はいはなんだというのだ。自分の隣にいる未知が、力強く手を握っているというのに。そこに未み知ちがいるという事実を忘れそうになる。

　これは……そうだ思い出した。これは空うつろ木ぎの〝隔離〟に似ている。心の準備もなく、唐突に〝隔離〟に巻き込まれたら、さすがにうろたえる。

　しかもこの〝隔離〟は、空木が自身を他人に気がつかせないためだけのものではない。他者に他者を気が付かせない、お互いの存在さえを感じ取ることさえもできないくらいに、希き薄はくにしてしまうもの。

　近くで見て、近くで触れて、近くで聞いて、やっとそこに誰かがいると認にん識しきできるほど、薄くなった世界。

　これは確かに空木の〝隔離〟と似た世界ではあるが、似ているだけだ。空木の仕し業わざではない。空木は、自分を他人に感じさせないだけで充分に生きていける。こんな〝隔離〟のしかたをすることは、滅めつ多たにあることではない。

　それに、優ゆう樹きは空木の〝隔離〟を知っている。何かが違う。決定的な何かが。これは空木ではない。本当に空木の作り出した〝隔離〟の世界ならば、気配が希薄であるという圧迫感以外には、何も感じることはない。

　空気が重い。息苦しく思うほどに、身体からだ全体にまとわりついてくるような、ねっとりとした気配。気分が悪い。ここ半日、豆まめ大だい福ふくと酒しか摂せつ取しゆしてないが、それが胃液と共に逆流してきそうなほどに。

「みっちゃん……」

　自分の声が掠かすれているのが優樹にはわかった。その掠れた声を未知は聞き取れなかったのか、ただ必死に優樹の腕にしがみ付いてくる。慣れているはずの自分でさえ、多少は動揺してしまう〝隔離〟の世界。それにこの空気の重さ。そんな中にこんな子供が唐とう突とつに放り込まれては、たまったものではないはずだ。

「大丈夫、大丈夫だから……」

　優樹は右手で未知の手を握り返し、左の右手でその頭を撫なでようとした。この手を未知が嫌いやがっているということを、優樹はすっかり忘れてしまっていた。その手が未知の頭に触れるか触れないかという時、優樹は唐突に、自分と未知以外の存在が〝ここ〟にいることに気が付いた。

　すべてが希薄な世界で、〝それ〟だけはここに確実に存在するもの。つまりはこの〝隔離〟の世界を作り上げているものの主だ。……やはり空木ではない。空木はたとえ〝隔離〟の世界であったとしても、自分の存在を誇示するような真似まねはしない。

　空うつろ木ぎは、目の前にいて、この手で触れて、その声を聞いてさえ、その存在は恐ろしいほどに希き薄はくなのだから。

　優ゆう樹きは、ゆっくりと呼吸を繰くり返す。落ち着かなければならない。落ち着いて、この世界の範囲から逃げ出さなければならない。何度も何度も深呼吸を繰り返し、一度ゆっくりと左目を閉じ、そして目の前を見る。







　兇きよう人じんが、そこにいる。







　むう、と大おお田たは一声唸うなった。何かおかしい気がする。思わず立ち止まり、そしてその直後。〝隔離〟が展開されていくのがわかった。

「ふむ」

　声に出して唸り、眉まゆをひそめる。優樹や未み知ちの姿をもう認にん識しきできなくなってしまっている。まだ二人とも近くにいるはずなのに、その存在を感じることができない。

「まったく困ったものだ……本家とは違って、てっきりアヤカシには効果のないものかと憶測していたが、そうでもないらしい……それとも、短時間の間に生長したということなのかな？　まったくあれは厄やつ介かいなものだ……うんざりするくらいにね」

　誰だれも聞く者がいないのに、大田はそう一人ごちた。誰の気け配はいも感じられない世界。自分の感覚をごまかされる世界。大田が望む、自身がいて、他者がいる世界ではない。自分がここにいるという存在さえあやふやになる世界。

「だがしかし、これはあの生きる屍しかばねの構築する世界ではない」

　彼の嫌うあの生きる屍が、自らを隠すために作る〝隔離〟の世界。それとは似ているようで異なるもの。この世界に影えい響きようされない方法、それは自らを強く保つこと。そして他人がそこにいるということを認識すること。

　それを実行に移すことができる人間は恐らく存在しないだろうし、アヤカシでもそう多くはないだろう。それに、大田一人がこの世界の影響を受けなかったとしても、他ほかの人間たちのことまでは面めん倒どうを見切れない。だが、この〝隔離〟の世界はかなり範囲が限定されているように大田は感じた。ほんの少しだけ正しい方向に五十歩も移動すれば、この世界の外側に行くことができるだろう。

　しかし。

　一度〝隔離〟から外に出てしまえば、再び中に入るのは非常に難しい。たとえ目の前に〝隔離〟があるとわかっていても、それを無視して前進することは困難だ。もちろん、大田は〝隔離〟の影えい響きようを受けてしまわない自信はある。ただし、それが通常の〝隔離〟であるならばだ。今自分が体験しているのは、あの空うつろ木ぎの〝隔離〟ではない。体験したことのないことを、〝絶対にできる〟などと自信をもち、その自負を信じて行動を起こすなどという選択を、大おお田たはしない。

「さて、どうするべきか」

　これから、この世界の中で戦いが始まるのだろう。

　片や、隻せき眼がんにして左手が右手の二重雑種ダブルブリツド。

　片や、〝童どう子じ斬ぎり〟に寄生されてて自らの意思をなくした、元人間にして、今や人間外の生物。

　人としての名は山やま崎ざき太た一いち朗ろう。

　どちらが勝つか、大田は見届けなければならない。いや、勝敗などはこの戦いに存在しない。どちらかが死ぬか、それとも両方とも死ぬか、どちらかだ。それを、大田はただ見届けようとしている。

　そう、ただ見るだけだ。見て、何もしない。どちらかが死ぬのをただ見る。

　それが傍ぼう観かん者しや大田真さね章あき。霊れい鳥ちようシームルグの生きる理由。手を出さず、口を出さず、ただ見るだけ。

　それでいいのだが。

「……だがしかし、この場所はよろしくない」

　時間が日没後であるのは、大変結構。地面が土ではなくコンクリートであるのもよい。近くに水がないのもいいだろう。

　しかしそれだけだ。コンクリートの下には土がある。水道管がある。優ゆう樹きが勝とうとするには、この場所はよろしくなさすぎる。優樹が勝つために何より重要なものが、この場所には欠けているのだ。優樹が勝つため、などとということを真剣に考えている自分を知って、少し大田は笑いたくなった。

　優樹はいつだって負けて負けて、そして生き残ってきた。彼女は負けることによって、生き残ってきたと言っていい。しかし今回は、敗北そのものが優樹の死を意味する。勝ったところで、その先があるのかというと、これがまた不確かなものだ。

「いやはやなんとも不毛なことだ」

　誰だれも聞かない世界で、大田は一人で喋しやべり続ける。

　街灯が並ぶ、薄うす暗ぐらい小道。空を見上げれば、黒とコンクリートの世界。間違いなく渋しぶ谷やの一角だというのに、誰もいない、いや、いるのに誰も感じ取ることができない世界。あえてその流れに身を任せ、大田は喋る。

「長く生きてきたこの僕は、多くのことを知り、多くのことを見て、多くのことを聞いてきた。僕を智ち者しやと呼ぶものもいる、霊鳥と呼ぶものもいる。だがしかし、僕は僕でしかありえぬ者であり、今はこの国にただひっそりと住む大おお田た真さね章あきというただのアヤカシでしかない。そして今、僕は、僕の友が死ぬやもしれぬというこの状況の中で、ただただ自らの心情を天の闇やみに向かって吐と露ろするのみ！　そして、この僕の言葉を聞いている者は、今ここに、僕しかいない。僕はいったい、ここで何を為なそうとしているのか？　何も為さぬために、ここでこうやって叫んでいるのか？」

　大田は、両腕を天に掲げる。その先にあるのは漆しつ黒こくの闇。

　その体勢のまま、大田はしばらく動かなかった。傍ぼう観かん者しやは、傍観もせず、ただそこに立ち尽くし、空を見上げるのみだった。

「……だがしかし。傍観するためには、僕は前に進まねばならない」

　腕を下ろし、大田はゆっくりと目を閉じた。鼻から深々と空気を吸い込む。渋しぶ谷や特有の空気の臭い。お世辞にもいい臭いとはいえない、汚れた都会の空気。彼が昔知っていたこの国とは明らかに違う味と臭いを持つ空気。

「さて、前に進もう。僕は僕の為したいことをしに行こう」

　傍観者は、前へと一歩を踏み出した。




　未み知ちは、優ゆう樹きの右手にしがみ付いて震ふるえていた。こうして優樹のそう温かくない手を握っているのに、優樹も軽く握り返しているというのに、本当に優樹がそこにいるのかわからなくなるほど、遠くにいるような気がする。

　それなのに、少し離れた場所にいる男のことは、未知は嫌いやになるほどよく見えていた。

　あの男だ。八や牧まきと一いつ緒しよに川に落ち、ただ一人で川から戻ってきた男。八牧が戻ってこない原因を作った男。

　八牧を、未知の世界から消してしまった男。

　左ひだり頰ほおの傷と、背の高さだけは印象に残っていた。それ以外のことは、ただ八牧が殴り、そして八牧を殴った男としてしか覚えていない。

「うう…………」

　すべてが頼りなく感じる、この空気のせいではない。この世界に自分一人しか存在しないような、圧倒的孤独感によるものではないのだ、この震ふるえとうめきを引き起こしているものは。ただ、優樹に伝えなければという思いが、未知に唸うなり声を上げさせる。

　見上げると、優樹はそこにいた。未知は必死になって声を出す。一言言うのにも、なぜかとても疲れる。それでも未知は、優樹への呼び掛けをやめたりはしなかった。

「ゆ、ゆうさん……」

　優樹の返答はない。ただ黙だまって背の高い男を見ている。何を考えているのか、その表情を未知が察することはできない。

　聞こえているのかはわからない。それでも未知は伝えねばならなかった。だから優樹の顔を見上げて叫んだ。







「ゆうさん、あのひとが、やまきのくまさんをころしたの！」







　その叫びを、優ゆう樹きは自らの耳で聞いていた。







　目の前にいる男を、自分は知っていると思う。背の高い、筋肉質な男。左ひだり頰ほおに大きな傷しよう痕こんを走らせ、その顔に表情はまったくない。その瞳ひとみはまっすぐに優樹だけを見ていた。色のない瞳だ。生きている人間の生気というものが感じられない。

（……ああ、もう死んでいるのと同じなんだっけ……）

　そしてあともう一人アヤカシを殺したら、彼は死ぬ、らしい。あくまでらしいだが。

（………………もう、いいや）

　知っている顔だろうとそうでなかろうと、彼は自分の敵なのだろう。この〝隔離〟の世界の中心は彼であり、彼が自分たちをこの世界に引きずり込んだ張本人。

　彼はアヤカシである自分を殺すために、この世界を作り出したのだろう。

　正確には、アヤカシと人、両方の血を併せ持つダブルブリッドを。

「みっちゃん」

　見下ろして、見上げて。優樹の隻せき眼がんと未み知ちの両目の視線がぴったりと重なった。

　盾たてにする気などない。だが今この場で戦いを始めて、未知とはぐれてしまったら、この子は誰だれも感じることのできないこの世界で、恐ろしいほど心細い思いをするだろう。弱い心が砕くだけてしまいそうな圧迫感。嫌いやになるほどの重圧。子供であろうと大人であろうと、容よう赦しやなく襲おそい掛かる、孤独という名前の恐ろしく深い、病に等しいもの。

　それにこの子は耐えることができないだろう。だから、優樹は未知を抱き上げると、その足を肩にかけさせた。

「みっちゃん、頭にしがみついて。髪の毛摑つかんでもいいし、右目の穴に指突っ込んでもいいけど、左目は隠さないように……それだけでいいから」

「うん……」

　未知が左腕を脳天に絡からめ、右腕を首の下に絡める。未知の小さい体を、後頭部全体に感じる。

　……これは、未知を盾にする行為ではない。未知とはぐれないために考えた手法だ。そうでしかない。それで結果的に頭を守ることになってしまっただけだ。

　そうやって、誰に対する言い訳かもわからぬ言い訳をわざわざ自分で考えていることを知り、優ゆう樹きは自分で自分にうんざりした。

　……自分のことを〝偽善者〟と評したのは、誰だれだっただろうか。とりあえず、思い出すのはやめておくことにした。

　心の中で何を考えたところで、自分が未み知ちという幼女を、頭を守るための防ぼう御ぎょ壁へきにしていることには変わりはない。いくらあれがこの子に危害をくわえることはないと理解してはいても、どうにも納得できないものがあった。

　だがそれでも、やらねばならない。

　八や牧まきの仇かたきを討うたねばならない。

　彼を殺さねば、自分か、自分たちの仲間か、誰かが死ぬ。戦わなければならない。そういう思考にあっさりとたどり着いている自分に、優樹は疑問を差さし挟はさむ余裕などなかった。




　殺すのは、嫌いやなのに。

　殺すのは、嫌なのに。

　自分が痛いのも、誰かが痛いのも、自分が死ぬのも、誰かが死ぬのも、嫌だ。

　でも。

　自分が痛いから、誰かが痛いから、自分が死ぬから、誰かが死ぬから。

　だから、自分を殺そうとして誰かを殺そうとする相手を。

　殺さないといけない。

　どうして戦うのか？　戦わないと死ぬから。

　どうして殺すのか？　殺さないと死ぬから。

　でも。

　もうそろそろ死にそうな気がするから、だから。

　だから──。







　だから、お前は戦うのさ。







　……どうして自分は、こんなナイフを持ち歩いているのだろう。左の右手で、ベルトの鞘さやからゆっくりとナイフを引き抜く。刃渡り三十センチ近い、大振りのナイフ。……長い間、このナイフを使っていたような気がする。抜いて、ただ構えるでもなく、だらりとぶら下げて敵を見た。

　名前を思い出せなくとも、誰だかわからなくとも、あれが敵だということはよくわかる。それは本能に近いモノだ。

「ゆうさん……」

　頭の上で、未み知ちの声が聞こえてくる。だが今は、その声に耳を傾けている場合ではなかった。

　敵が、近付いてくる。ゆっくりと距離を縮ちぢめてくる。それに対して優ゆう樹きは動かない。ただ、敵が寄ってくるのを静かに待つ。

「ゆうさん……」

　再び、未知は優樹の名前を呼んだ。不安だった。こうしてしがみついているのは優樹の頭なのに。自分が好きな優樹のはずなのに。

……何かが違うような気がした。優樹の熱を少しでも感じたくて、ぎゅっと頭にしがみ付く。掌てのひらをそっと優樹の右の頰ほおに触れさせた。

　冷たい。

　優樹の身体からだはいつだって決して温かくはなかった。だがそれでも、熱はあったのだ。冷たい熱が、いつも優樹の身体にはあった。

　しかし、今はそれが感じられない。ただ冷たいのだ。それが悲しくて手を別の位置に移動させようとした時、今は包帯で巻かれている右目の上に触れた。そこに眼球がないことを未知はもちろん知っていた。

　だが、未知の指先に何かが触れたような気がした。盛り上がる肉の塊。硬くもなければ柔らかくもない、そして右の頰とは比べ物にならないくらいの熱さを持った肉。それが、優樹の包帯の下にある。

　何だろう。自分が知っている優樹とは、何かが違うような気がする。

「ゆうさん……ゆうさん……返事して……」

「みっちゃん、大丈夫、大丈夫だから……」

　優樹の右手が、軽く未知の右手に触れた。それは、いつもと変わらない、冷たい熱を持った優樹の手だった。

「……これから怖いことがいっぱいあるだろうけど……みっちゃんは大丈夫だから……」







　こわくてもいい。ちょっとならいたくてもいい。

　ゆうさん、どこにもいかないで。くまさんみたいにおいていかないで。







　口を金魚のようにぱくぱくさせる。言いたい言葉は何一つ出ることはない。馬ば鹿かの一つ覚えのようにただ、優樹の名前をたどたどしく繰くり返すことしかできない。

　そうやって未知ががたがたと震ふるえている間に、その兇きよう人じんと優樹の距離は三メートルまで縮ちぢまっていた。その右手からは、相変わらずだらりと茶色く細い〝枝〟をぶらさげている。

　何か、言わねばならないような気がする。こういう時、戦う前には自分は必ず身分姓名を名乗り、できれば戦いを回かい避ひするような言葉を発していた。

　しかし、今はそんな気にもならない。ただ戦い、そして打ち倒し、殺すのみ。

　ただそれだけでしかな







　違う。そうじゃない。あたしは戦うために、殺すために今まで生きてきたわけじゃない。そうならないように、いつもがんばった。結局、死なせてしまった誰だれかがいるけど、それでも戦うのも、死ぬのも、殺すのも嫌いやなのに。

　あの時、あたしがナイフをもっと早く引き抜いていれば間に合ったかもしれないのに。

　彼を助けられたかもしれないのに。

　……彼を、二重雑種ダブルブリツド殺しにせずに済んだはずなのに！

　………………。

　………………あれ。

　何か。

　何かがひっかかる。

　ひっかか







　左目が捉とらえたのは、彼の右みぎ拳こぶしが左目めがけて飛んでくる光景だった。

　左腕が、正確にいうならば、左手首の先にある右手が勝手に動いていた。殴りかかってくる腕に向かって切り払うようにナイフを振る。手ごたえはわずかだがあった。袖そでと、そして腕の皮に浅くめり込んだだけのこと。

　それと同時に、膝ひざで腹を蹴けり上げられた。先ほど食べた豆まめ大だい福ふくが、今度こそ本当に逆流しそうになる。

　痛い。

　痛い。

　今までは痛覚遮断をすることでごまかしてきたもの。最近は痒かゆい傷きず痕あとを搔かき毟むしって、痒さをごまかすために、意図的に与えてきたもの。

　痛みというもの。

　痛いのは嫌いやだ。嫌だから、いつだってごまかしてきた。痛い思いをしたくないから。

　しかし今は、ごまかせない。我が慢まんするしかない。

　我慢して我慢して。我慢の限界が来る前に、何とかしなければならない。

　何とかするということは、彼を殺して自分が生き残るか、それとも。




　自分が死んで、これから先に来るであろう痛みをすべて回かい避ひするか。




　それはひどく、執しつ拗ような攻こう撃げきだった。腹にのみ、膝ひざ蹴げりや拳こぶしを何度も何度も入れてくる。内ない臓ぞうがきしきしときしんでいる。骨に当たらないように、ただ肉の部分のみを何度も何度も蹴り上げ、拳を当ててくる。我慢しなければ。我慢して、この痛みに耐えて、手を出し返さないといけない。

　未み知ちが張り付いて頭を殴れないから、こうやって腹に攻撃を集めてくるのだろう。だが、しかし、苦しく、痛く、反吐へどを吐きそうな鈍どん痛つうを与えてくるのに、優ゆう樹きの意い識しきはしっかりしていた。内臓ががくがくと揺れる。

　……だがそれだけなのだ。

　痛い、という事実を確実に刻きざみ付けてくるだけの男。骨を折らず、肉を抉えぐらず、ただ、叩たたくのみ。

　反撃しなければ、と腕を振り回す。ナイフは仰のけ反ぞってかわされる。踏み込んで拳を打ちこもうとすると、体を入れ替えて横腹に爪つま先さき蹴りをぶち込んでくる。たたらを踏んで持ち直そうとしている間、彼はただ何もせずに突っ立っている。そして優樹がしっかりと二本の足で立ったところで、また蹴りを腹に向かって繰くり出してくる。

（……いったい、何がしたいの……この人は）

　安あん藤どうの話を聞いた通りだ。彼は、虎とら司じにやったように、ただただ痛みを与えるために、優樹を殴り、そして蹴る。反撃が許されているほどの浅いダメージ。だが、自分がやりかえしてもその攻撃が当たることはなく、また再び殴られ、蹴られるだけのこと。

　先ほどから胃の辺りに何度も打撃を受けているのに、胃の中身を吐き戻すこともできない。いっそのこと出してしまいたいのに、あと一撃腹に来たら吐いてしまう、というところで攻撃をやめてしまう。そのたびに、喉のどの辺りにまで来ていた胃の中身をまた胃の中に戻すことになる。

　せり上がってきた胃液が、また胃の中へと落ちていく。

　痛いだけではなく、苦しい。気持ち悪い。

「ゆうさん、ゆうさん！」

　耳元で、未知が叫んでいる。この叫びがなかったら、気を失ってしまいそうだ。いっそのこと気を失ってしまえば楽になるのだろうか？　そんな考えもよぎる。だが、それはできなかった。もし自分が倒れてしまったら。

　……いったいどうなるのか。

　どうなるかわからないから、恐ろしい。

　恐ろしいから倒れることができない。

　倒れることができないから苦しい。

　苦しいから痛い。

　……堂どう々どう巡めぐりが続いている。

（……この人は、殴りたいがために殴っているのかな……）

　虎とら司じを、自分を、アヤカシを、ただ殴るがために殴る。殺さないように、ただ痛みを与えるためだけに。

（……童どう子じ斬ぎりってのは、アヤカシを殺すためだけに動いてるんじゃ……）

　そう大おお田たが言っていたような気がする。それなのに、彼は、虎司を、自分を、殺そうとしない。考えても、考えても、どうしようもない。何とか、この殴られるだけの現状を変えなければならない。

「あううううううっ！」

　未み知ちが耳元で叫ぶのが聞こえた。

「ゆうさん、ゆうさん！」

　未知が名前を呼ぶのが聞こえた。

　混こん濁だくしてきた意い識しきが、それで引き戻される。それがまたつらいことに繫つながるのはわかっているが──







「片かた倉くら優ゆう樹き！」

　朗ろう々ろうと響ひびき渡ったその声は、優樹の鼓こ膜まくを力強く打った。その名前が自分を指すものであると認にん識しきした時、優樹の中にある何かが弾はじけた。







「山やま崎ざき太た一いち朗ろう！」

　その名前を呼ばれた時。

　今まで何の表情も浮かんでいなかった彼──山崎太一朗の顔が歪ゆがんだ。

　それが彼の笑えみだと気が付いたのは、彼の名前を叫んだ大田真さね章あきだけだった。

　自らの名前を認識した優樹ではあったが、大田真章が呼んだその彼の名前を聞いても何の反応も示すことができなかった。




　ただそれが、自分が戦わなければならない敵の名前であることを知っただけだった。
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　旅に出よう。

　ここはいけないな。この場所はいけない。

　長く、そして短い旅をしなければならない。

　僕たちと、彼は、ここで出会ってはいけなかった。

　……君は、本当に恐ろしい人間だったんだね。

　この行為は、〝童どう子じ斬ぎり〟の本能でしかなかったはずだ。そこに人の意思が介在することなどありえない。

　……しかし多少歪ゆがめられてしまったとはいえ、これは間違いなく君が望んでやっていることなんでね。

　あらゆることを知りたいと思う僕だけど、これはなかなか気が付きたくなかったよ、君。

　長く生きてきたけれど、これほど恐ろしい人間に会ったのは初めてだ。

　出会いたくもあり、出会いたくもなかった。

　本当に、君がただの人であればよかったのにね……今さら遅いだろうけど。




　そして、君。

　君は、大丈夫なのだろうか？

　今ここにいる君は、僕の知っている君ではない。

　君がどうなろうと、君であることに何の変わりもないとは思うが、僕は少し寂さびしいよ。

　できれば。

　できれば、もう一度、本当の君を見てみたいと僕は思う。

　……僕が、本当の君だと思っているものは、本当の君じゃないのかもしれないけどね。

　だが君にとっても、今の自分はとても異様で、そしてもどかしい存在であるはずだ。

　今の君は、自分が誰だれであるかをはっきり認にん識しきできていない。それは、本来の君にとっては大変不本意なこと。

　なにしろ君は、非常に曖あい昧まいな自分自身というものを君の強い意志で確固たるものに変換して、生きてきたのだからね。

　だから、僕たちは旅に出よう。

　短く、そして長い旅だ。




　その旅は、すぐに終わるよ。

　その結末を、僕は見る。

　それがどんな終わり方をしようとも。




　僕は決して忘れないよ。

　僕が死ぬまで、絶対に。
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　あとがき







　懐なついていた猫が死にました。

　穴を掘りました。




『ダブルブリッド』第九巻です。この巻を書いている間に実家で飼かっている猫が三匹死にました。埋めるための穴を掘った猫もいれば、実家に帰る余裕がなく最後の対面をしなかった猫もいます。時たま、無理をしてでも帰宅してちゃんと別れを告げればよかったと思うことがあります。生きている間に写真を撮とっておけばよかったとか、もっとかまってやりたかったとか、後になって悔いることは結構多いものです。

　パソコンがウィルスに侵しん蝕しよくされたり、何だかよくわからないうちにワードが起動できなくなったり、やっぱり強制的に電源を切ったりと、色々と無理をしている私ですが、後悔はしても同じ過ちを何度も繰くり返している辺り、反省はできていないようです……。




　さて、このあとがきを書いているのは日本シリーズの真っ最中で、まだ２００３年度の日本一が阪神かダイエーかは決まっていなかったりします。阪神ファンでもダイエーファンでもない私ですが、友人に熱狂的と表現してもいい阪神ファンがいるので、できれば阪神に日本一になってほしいと思っております。

　そんな私は、大変中途半端ではありますがそれなりに野球に興きよう味みを持っており、ある特定の球団をそこそこに贔屓ひいきにしている人間です。年に三回くらいは球場に足を運び、メガホンを打ち鳴らしながら声援を送っております。

　……と、ここまで書いて、野球について何か書けるほど野球について詳しくないことを自分で思い出しました。野球というより、特定の球団を応援するという行為を、私は好きなのでしょう。だからといって勝敗に興味がまったくないわけではないので、できれば来年はもっと勝ってほしいものです。




　来年こそは今年以上にがんばりたいものです。色々と自分なりに予定は立てていますが、予定は未定ということでここでは明言しないでおくことにします。

　何だか一貫性のないあとがきですが、今後とも応援してくだされば幸いです。





中なか村むら恵え里り加か
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中なか村むら恵え里り加か

１９７５年生まれ、東京出身。『ダブルブリッド』で第六回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉を受賞。原稿をあげて久々にゲームセンターに行ったところ、いつのまにかやれるゲームが減っていることに気づく。ＤＣは壊れたままだしゲーム大好き作家の名を返上すべき時期なのか……。
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イラスト／たけひと

１９７７年生まれ。京都精華大学を退学後、イラストレーターとして活躍中。ゲームと古典ＳＦをこよなく愛す関西人。







[image: ]









[image: ]電撃文庫





ダブルブリッドⅨ








中なか村むら恵え里り加か





発　行　　　　2016年6月16日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2003 ERIKA NAKAMURA





※2004年8月15日発行の電撃文庫『ダブルブリッドⅨ』2版に基づき制作









[image: ]




item/image/cover.jpg
' Hi =ECEL

Nabk=mor rika

v






item/image/p037.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-003-005.jpg





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p151.jpg





item/image/gaiji-cid4035.png





item/image/p223.jpg
MH





item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p109.jpg
)\
Tpyholfiz 2





item/image/p107.jpg





item/image/p228-229.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/image/p061.jpg
mLwu
Nozavee Nl





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第六章　煉獄の時間は続く



		第七章　人の想いと人でなしの心と



		第八章　終わりから始まる絆



		第九章　誰も望まぬ旅路



		独　白



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p013.jpg





item/image/p057.jpg





item/image/p011.jpg
BNE

PR o B £39E<





item/image/p171.jpg
CYIR
ey S e





item/image/kuchie-001.jpg
oy LN

akamura Erik=a

Tllustration:7z¢30& Design:Y&K





item/image/photo.jpg





item/image/p175.jpg





item/image/p123.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
eseescerssssssssane |






item/image/kuchie-006-008.jpg





item/image/p009.jpg
L





